


[image: ]







花か晶しょう奇き譚たん







このお話は完全なフィクションです。

モデルとなる特定の人物、場所はありません。

疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

ご理解の上、ご了承下さいませ。
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花晶奇譚かしょうきたん








　子どもの頃は蔵の中が怖かった。

　大きくて、古くて、暗い蔵。







　今年の夏、どんなに外が暑くても蔵の中は涼しくて、僕は夏休みの間中、ずっと二階の片隅に陣取っていた。







　この田舎の家は祖父と祖母が守っている。

　屋敷の周りは広く連なる田んぼと畑。十分ほど歩けば、川が流れていて、子どもたちがつるりと丸い岩から小さな滝に飛び込んだりしている。鮎が泳いでるのが見えるほど澄んだ冷たい水だ。

　僕の祖父は医師で、八十の声を聞いているのに、現役で医院を営んでいる。専門は内科だそうだが、先ほどは畑仕事の鎌でざっくりやっちゃった患者さんの脚を縫ってたし、二つしかない入院ベッドのひとつには、昨日から妊婦さんが寝ている。つまり、あまりに田舎すぎて何でもやらなきゃならないってことだ。

　ここは父の実家で、代々医者の家系だ。元は村の物知りなんていう、僕に言わせれば怪しげなところから始まったらしいけど、それでも代が進むうちに蘭学医なんてのが出てきたり、この地方のお城にお仕えした御典医が出てきたりしたそうだ。

　祖父で何代目になるんだろう……？　墓地に行くと、ずらりとご先祖様が並んでらして、天保何年とか○○庵とか彫られた古い墓石を見る限り、いま僕が医学部にいるのは、もう運命としか言いようがないんだと思う。これは兄と三人のいとこ達も同じだとみえて、全員医師だ。ちょっと年が離れて産まれた僕だけが、まだ大学二年で、ひよっこどころかタマゴ以前。
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「史彦さぁん、スイカいかがですかぁ？」

　蔵の入口でお手伝いの一絵が呼んだ。

「あー、ありがとうございます。いま行きまぁす！」

　須賀史彦は静かに階段を降りた。なぜだか子どもの頃からこの階段は音を立てて降りる気にならなかった。

　母屋に行くと一絵と祖母が大きなスイカと格闘していた。

「わ、僕がやるよ！」史彦が慌てて包丁を受け取った。

「そうぉ？　助かるわ。裏の志水さんが史彦が来てるならってこんな大きなの下さったのよ」

「志水さんって、さっき脚切っちゃった人？」

「そう。史彦があんまり大きくなってるから、新しい先生かと思ったんですって」

　祖母は笑った。

「史彦は外科に向いてるかもなあ……」

　白衣を着たまま、祖父が台所に顔を出した。

「そうかなあ？　まだ分かんないよ」

「お前、さっきのあれ、結構な出血で見た目は派手な傷だったが、見ても何ともなかっただろう？　光彦は、ちょっとの出血でも真っ青になって倒れてたぞ」

「ああ……、兄さんはね。それが苦手で眼科だもの。でも、白内障のオペなんかは平気でやってるみたいだよ」

　史彦は切り分けたスイカを祖父に渡した。

「まあ、向き不向きはあるからな。光彦が眼科でしっかりやってるなら、いいさ」

　縁側の座椅子に座って祖父はスイカを見つめた。その横でスイカにかぶりつきながら、史彦は脚を長々と伸ばした。

「お前が一人前になるまで、頑張れるかなあ……」

　祖父は小さく呟いた。

「おじいちゃん、もう八十過ぎてるんだっけ……。現役ってすごいよね。さっきの手さばきなんて父さんよりキビキビしてたから、まだまだ大丈夫だろうけど……でも、やっぱり、永治伯父さんが帰ってくるまで誰かサポートの先生呼んだ方がいいかもね」

「永治は帰らんだろう……。あれは大学が性に合ってる」

「だって、永治伯父さん、教授って言っても、もうすぐ定年でしょう？　おじいちゃんの跡継ぎは伯父さんじゃない」

「あれには、ここは無理だ……」

　祖父は田んぼの向こうに目をやった。稲が風になびいてきれいな波を作っている。

「うちの父さんも開業しちゃったしね。っていうか、父さんは一般内科しかできないからなあ……」

「まあ、なるようになる。儂ももう一頑張りするさ」

「おじいちゃんのようにオールマイティの医者なんてなかなかいないよ……」

　祖父は片眉をひょいと上げてスイカをかじった。

「……蔵の中は快適か？」

「うん、あんなに涼しいなんて知らなかった。休みの間、ずっといていい？」

「そりゃ、構わないが……。クラブの合宿とか友達と遊ぶとか、旅行とか……ないのか？」

「いいよ、そんなの。ここがいい。……ごめん、バイトもしないで」

「ならば、ここで儂を手伝いなさい。しかし……そうか……そんなに蔵が気に入ったのか……。……お前が選ばれるといいんだがな」

「……選ばれる？」

　祖父は答えず、スイカの種をぷっと飛ばした。
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　僕はパソコンとインターネットがないと生きてゆけない。もちろんノートパソコンと携帯電話は必須アイテムだ。常にケータイでメールを打って、誰かとつながっているのが当たり前だった。授業だけは真面目に受けていたけれど、放課後は友達と遊びに出かけることが多いし、真夜中はいつもネットワーク漬け。

　最初に祖父の診療室でパソコンを見たときは、保険請求と電子カルテのためだけだと思っていたんだ。ところが、ブラインドタッチでキイボードを操る祖父は瞬く間にネット接続を覚えて、今では得意の俳句を同好の士と披露し合っている。それだけではなく、Ａ３サイズのスキャナはレントゲンがスキャンできるように透過型で、必要があれば永治伯父さんのいる大学病院へ情報を送り、治療のアドバイスを受けられるようになっている。これを祖父一人でやったそうだから、侮れない。

　ここだけの話、僕は祖父を父よりも尊敬してる。
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　中学に入った史彦がバスケットボール部に入部したと聞いて、たまにしか来ない孫のために祖父は庭の一角にゴールネットをひとつ設 えた。

　それに向かって、もう高校生になった史彦がボールを投げるのを祖父は縁側から眺めていた。

「今もバスケットを続けているのか」

「うん。うちは中学高校同じだからね。レギュラーなんだよ」

「ほお、偉いもんだ」

　その頃の史彦はバスケット部のキャプテンに憧れていた。一つしか違わないのに、キャプテンは随分大人に見えた。温厚なのに厳しいその人は、顧問の先生より信頼され、統率力を持っていたが、そんなことをひけらかさなかった。女子たちがいつも周りを囲んだが、彼はバスケ一筋！と言い切り、特定の相手を作らなかった。そんな彼に史彦は叶わぬと知りながら、淡い恋をしていた。

　祖父は、史彦は理数系だけなら全国模試でもトップクラスに入るのに、古典や歴史などが極端に成績の足を引っ張っている、と母親から聞いていた。

「お前の理数好きは須賀の血かもしれないな」

「おじいちゃんも好きだったの？」

「ああ、どうも古典だの文学だのは苦手だった」

「でも、今は俳句なんてプロ級じゃない。ナントカって句集にも取り上げられたんでしょう？」

「わはは、ナントカは良かったな。……そう、ここを継ぐことになる頃に、急に、な」

「急に？　なぜ？」

「……さあ、なあ」

　史彦の父も伯父もパソコンは仕方なく覚えた口だ。兄も嫌々ながらやっている風がある。伯父の三人の子ども、つまり史彦のいとこのうち、ただ一人の女の子、真治子だけが、理数系に異常に強い。

「真治子ちゃんも数学、強いよね。あれ、そういえば真治子ちゃん、この夏、来てないよね？」

「あれも救急だから忙しいんだろう……」

「そっか。救命救急センターって大変そうだもんな……。去年は真治子ちゃん、蔵に籠もりっきりだったよね。あんな暗いところ、なんで良いんだろう」

「お前は嫌いか、蔵」

「うん……嫌いって言うか……なんとなく……」

「怖いのか」

　祖父は面白そうに史彦を見た。

　彼はボールをゴールにすっと投げ入れてみせた。

　成人してトウの立った孫達の中で、唯一高校生の彼は祖父にとっては小さな子どもに見えるのだろう。

「怖い……っていうか……うーん……近寄りがたい場所って感じかな。古い物が多いからかなあ」

「そうか……。真治子でないならお前かと思ったが……」

「何が？」

「何でもないよ」祖父は微笑むだけだった。
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　今夏、史彦がこの家に着いたのはまだ午前中だった。史彦はちょっと休憩のつもりで横になると、そのまま眠ってしまい、気がつくともう昼をすっかり回っていた。

　伸びをしながら庭に出ると、犬が蔵の入口で昼寝をしていた。撫でてやろうと近づくと、土間に祖母の履き物が見えた。

「おばあちゃーん、いるのー？」

「はーい」

「入ってもいい？」

「何を断ってるの。どうぞ」

　祖母は何かの器を探しに来たようだった。手に小さな包みを持っている。

「これ、鍵。出たら掛けてね。好きなだけ探検なさいな」

「探検って……」彼は笑いながら鍵をもらった。「昔は、ここ、怖かったなあ……」

「そう？　そうね、子どもは暗いところが苦手ね。もう大きいんだから平気でしょう」

　祖母は足元にじゃれつく犬を構いながら、母屋へ向かった。

　それでも彼は恐る恐る中へ入ってみた。 かび臭いかと思ったら、全くそんなことはなく、多少の埃っぽさは仕方ないとしても、大きな桑折や棚は整然と片づけられていた。

「あれ……こんなだっけ……」史彦は一人で呟きながら奥へ入った。

　一階は日常品の納屋のようになっており、親戚一同が集まるときの食器だの古い棚や、今となっては珍しい医療機器などがつまっている。

　端の黒い階段で二階へ上がると、彼は思わず「わあ！」と声を上げた。

　明かり取りの窓は小さいながらもたっぷりと日差しを入れて、想像以上に明るかった。それでいて入口からの風が通り、ひんやりしている。広さはだいたい二十畳ほどだろうか。電気は引いてあるが、点けなくても昼間は充分明るい。

「すっげ……いい感じ」

　窓の際にぽっかりと三畳ほどの空間があり、古い書棚と小さな文机だけが置かれていた。そこだけが静かな生活感を醸し出していた。

「ふーん……」

　史彦がその空間に座ってみると、妙に落ち着いた。

　窓側の壁にもたれて、部屋を眺める。

　早速友人達にメールしようと携帯電話を取りだしたが、何となく気が乗らず、やめた。

　天井の梁にはいつの物か判らない錆びた薙刀や槍、日本刀が掛かっている。

「これって……届け出してないよな……。見つかったら銃刀法違反ものだよな」史彦は笑った。

　奥には書棚が幾つかあり、本がずらりと並んでいる。　一方の壁面は船箪笥のようなものと、細い小さな引き出しがびっしりついた箪笥。立ち上がって、そばまで行ってみた。

「ああ、これ、薬箪笥だ！　うわあ古そう……」

　今でも漢方薬屋の店先などで見かけることのある物だった。彼は次々と引き出しを開けてみた。薬包紙に包まれた物が入っているものもある。史彦は一つ取り出して、くん、と嗅いでみた。

「うわっ……！　なんだこれ！」

　長い年月を経ているだろうにも関わらず、それは強い匂いだった。彼は薬包紙を鼻から少し離してもう一度嗅いだ。先に白檀のような強い香りがし、その後にふんわりと淡い花のような香りが鼻腔に広がる。

「……いい匂い……」開けてみると三センチほどの細いガラスのような乳白色のものが二本入っていた。漢方薬で使われる動物の角の一種だろうか。甘い香りが身体に染み通るような気がする。ちょっと迷って史彦は丁寧に包み直し、元に戻した。

　隣の書棚へ目をやると、祖父の物と思われる年代物の洋書が並んでいる。黄ばんでいるが比較的新しそうなのは、父と伯父の。端に数冊ある数学と物理の参考書は現代的な装丁の背表紙だから、おそらく真治子が置いていったものだろう。

　史彦はすっかりこの場所が気に入った。蔵の中がこんなに過ごしやすいとは思わなかった。

　離れに部屋を用意してもらっていたが、結局史彦が使ったのは一日だけで、二日目から彼は蔵の二階に寝床まで持ち込んでしまった。

　布団一式を窓辺に敷いている最中、彼はふと思った。

「これって、どっかで……んー？　……あ！」

　屋根裏のような部屋、明かり取りの窓の下にふかふかの布団。子どもの頃アニメで観たハイジの一場面を思い出して、彼は一人で大笑いした。
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　僕ははじめてケータイを置きっぱなしで外出した。

　パソコンをネットから遮断した。

　平気だった。

　朝、祖父より早く目を覚まし、畑のキュウリを失敬してポリポリかじりながら、一キロほど離れた神社まで犬を連れて散歩する。一絵さんが作る食事を三食きっちりいただく。昼間は祖父の医院で形ばかりの受付なんかやったりして。あとは、川で釣りをしたり、蔵の中で昼寝をしたり、蔵物を開けてみたり。

　自宅にいるときには考えられない生活だ。

　お気に入りはあの漢方薬もどき。部屋に出しっぱなしにするとアロマみたいになるかと試してみたけど、全然匂わない。だから、一日に一回は出してみてる。朝に嗅ぐと夕方頃まで花の香りが持続するんだ。それがわかってからは、起き抜けに楽しんでいる。なんとなく落ち着くし、気分が良くなる。もしかしたら、覚醒剤なんかの成分が入ってるのかも知れない。別に身体に異常は感じられないから、おそらく大丈夫だと思う。
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　蔵の中で寝起きするようになって一週間目、いつもは蝉の声で目が覚める史彦だが、目をあけると様子が違った。頭の上で聞き慣れない音がしている上に、部屋が夜のように暗かった。

　時計を見ると、いつもより一時間以上早かった。

　音が気になって、階段を下りて外を見ると、土砂降りの雨だった。

「散歩、できないな……。もうちょっと寝よう」

　顔を洗いに母屋へ行くのも鬱陶しく思えて、史彦はそのまま惰眠を貪ることにした。

　また二階へ上がり、布団に寝そべった。雨の音、風の音、蔵の真横にある柿の大木の葉がざわめくのが聞こえる。

　携帯電話がメールの着信音を鳴らした。

　ここへ来てから一度も読み出しも返信もしていない。何通来ているかもチェックしていない。もう一度、電子音が鳴った。小さな画面の蛍光色が暗い蔵の中で唯一の明かりになっている。

　史彦が寝たまま、その明かりが照らす先をたどると、書棚があった。立って見ているときは気づかなかったが、書棚の一番下の部分が底面に隠れるような引き戸になっていた。彼は興味をそそられ、ごそごそと近寄って、開けてみた。

　中には木箱が入っており、それを引っ張り出すと、巻物と和綴じの本が現れた。

　巻物をそっと開いていくと、漢字ばかりが並んでいる。

「……全然、分かんね……」

　和綴本は片仮名混じりの文章だが、最初から史彦には読めなかった。

「ひえ……ダメだこりゃ。難しすぎ。古文書解読団にでも出さなきゃ」

　彼はもう習慣になっているのか、無意識のうちに薬箪笥の薬包紙を開いて匂いを嗅いだ。

　巻物が入った木箱を枕元まで運び、布団に座ったままもう一度、開いてみた。

「んー……やっぱ、ダメだ。いきなり、しょっぱなから分かんねえ」

　巻物は諦め、彼は布団に横になって和綴本を開きながら、花の匂いを楽しんだ。

　そのまま、うとうとしていると、衣擦れのような音が聞こえた。

「……誰かいる……？」夢うつつの中で、判断が付きにくかった。

　また、音が聞こえた。

　今度こそ、はっきりと目が覚め、史彦は飛び起きた。

「お化け！」

「誰がお化けだ。失礼な」

「うわああああっ！」

　目の前に、着物の男性が立っていた。

「……あの……ど、どちら様で……」

　タオルケットを抱えてしどろもどろに尋ねる史彦に、男は薄い笑みを浮かべた。

「見えてるようだな」

「見える……？　見えるって……見えるも何も……」

「まあ、見えるように出てきたのだから、存在を認識してもらわねば困るがな」

　男が言うのを、史彦はまじまじと見つめた。が、同時に、男の向こうも見えることに気がついた。

「わああああっ！　やっぱりお化けだっ！」

「違う」男は短く言い放った。

「……いや……だって……あの……、透けてますよ、身体」史彦は訳が分からなかった。

「ん？　そうか？　では、おまえの方が悪いんだろう」

「はあ？　僕が悪い？　いや、あの、貴方、どなたですか」

「わたしはわたしだ。そこに書いてあるだろう」

　男は史彦がタオルケットと一緒に抱えている和綴本を指した。

「これですか……。あの、僕、古文苦手で、読めないんです……」

　史彦が小さく答えると、男は大げさにため息をついて、「ほら、これ」と、懐から何かを取り出して史彦の鼻に押しつけた。

「息を吸え、深く」

「……う……！」突然のことで、史彦は抵抗できなかった。思わず息を吸うと、あの花の香りがした。

　むせて咳き込む史彦に男が言った。

「これでどうだ」

　史彦が顔を上げると、男の顔があった。

「……透けてません。あの……ちょっと待ってください」

　まだ咳き込みながら史彦は頭を整理しようとした。しかし、香りが強すぎてくらくらする。

「ふん……情けない」男が鼻で笑うのが聞こえたが、史彦は壁にもたれて動けなかった。

　しばらくして史彦が目を開けると、男はおらず、気配すらしなかった。

　気味が悪くなった彼は、早々に母屋へ逃げ込んだ。

　祖母がちらりと史彦を見て一瞬、動きを止めた。が、そのまま朝食のご飯をよそった。

　穏和な祖父母の顔を見ると、今の出来事を話す気にならず、史彦はいつも通りに朝食を摂った。花の香りがいつもよりきつく残り、味噌汁の味が分かりにくかった。

「ごちそうさま」

「よろしゅうおあがり」と返した祖母は史彦の目を見て、微笑んだ。

「この雨じゃ、患者さんも来ないだろう。史彦には退屈だろうな」祖父が新聞を読みながら言った。

「ううん、大丈夫。蔵の中の古い物見てるし。面白いよ」

「そうか……」







「これに書いてあるって……。そんなこと言われてもなあ……」蔵に戻った史彦は本を取りだした。

　本を開いて、一ページ目。

「……えっ……！　ええっ！」

　先ほどまで、全く読めなかった文字達が理解できる。普通に小説を読むように、するすると読み進むことができる。

　史彦は戸惑いながらも、本の内容に引き込まれて、我が身の変化に疑問を持つ余裕がなかった。

「……うっそ……。何これ。どういうこと……？」

　和綴じの本は巻物を簡略に書いた物だった。ダイジェスト版といったところだろうか。須賀家の家系が記されていた。

　事の起こりは須賀家三代目から始まる。

　彼は元々「癒しの手」の才能を持っていた。乞われるままに近隣の村人達の病気などを治していた。そのうち、薬を見極めることが出来るようになり、山からいくつも新しい薬草を見つけだし、人々の病に役立てていた。しかも彼は欲をかかず、人から金品を貰うこともせず、人に尽くして暮らした。それを知った「医の仙」が三代目に仙の力を持つ娘を与え、その力を子々孫々に伝えるようにした……ということだ。

　そして、須賀家の当主は代々、仙の力を持つ者によって選ばれる。それは、男女の隔てが無く、三代目の血を濃く受け継ぎ、「癒しの手」を持つ者だと書いてある。

　雨の音が激しく響いている。

　史彦は考え込んだ。

　朝見た男は、着物を着て古くさい格好をしていたが、姿形は自分より幾つか年上のまだ若者だった。「医の仙」がどのような姿かは分からないが、名前からすると年を取っているイメージがある。そう、祖父のように。ならば、あの男は誰だろう……。須賀の当主を選ぶという、「仙の力を持つ者」だろうか。

「僕の前に現れたってことは、僕が次期当主？……んなわけないか」

　不意に祖父の言葉を思い出した。祖父も昔は古典や文学が苦手だったが、ここを継ぐ頃に急に出来るようになった……確かにそう言っていた。

「……ってことは、おじいちゃんもあの人に会ったってこと……？」

　朝の香りが強烈で、その日は一日、花の香りが抜けなかった。







　昨夜、疲れの余り早めに床に就いた史彦は、また早朝に目が覚めた。

　まだ雨音が聞こえる。

「おはよう」

「ん……おはよう……って、うああああっ！」

「そのように驚くな」

「お、お、お、驚きますよっ！　なんで……！」

「騒ぐな、うるさい」

　昨日の男が腕に力を込めた。その結果、史彦は男の胸に顔を埋めることになった。

「う……あの……」

「添い寝だ。おまえがなかなか愛らしい顔をしているのでな」男が抑揚なく言った。

「まだ起きるには早い。眠っていていいぞ」

「いや、あの……」

「嫌か？」男の吐息が優しく史彦の耳を撫でると、甘い花の香りが漂う。

　史彦は官能の中枢を直撃され、ただでさえ朝の元気な下半身が、言葉で拒否をする前に返事をしてしまった。

  男の手に太腿をさすられても、史彦は動くことが出来なかった。頭の片隅では現実を直視し、疑問と不安がせめいでいるのに、心は安心しきって身体を男の腕の中に委ねている。

「……貴方はだれ……」

「書物になかったか？」

「……あ……っ……」男の手が下着の中に入ってきた。

　史彦は自分から男に唇を重ねた。ねだるように、男の歯列を舌で割る。

　香りが史彦の理性を押さえ込み、欲望を解放させる。大胆に男の着物の袷に手を差し込み、肌理の感触を楽しんだ。

　男性と肌を合わせるのは初めてではない。どうすれば相手も楽しめるかくらいは身に付いている。男が史彦自身を撫で上げるのと同じように、男自身をまさぐり、擦り合う。

　真夏なのに、抱き合っていても汗をかかない。この不思議な感覚に史彦は溺れた。

　男が史彦を口に含む。

「……っ……っく……んっ……ああっ」

　息を乱す史彦を男の舌がざらりと舐めあげた。

「いい味だ……」ごくりと喉を鳴らし、男が耳元で囁いた。わななく史彦に男は続けた。

「わたしの精を受け入れるか……？　お前にそのつもりはあるか」

　史彦は黙って男の指を後ろに導き、解させて、自ら彼に跨った。

「は……あっ……っ……」少しずつ腰を落とし、完全に男を飲み込んだ。

「すっげ……いい……」

　男が下から突き上げると、史彦は高ぶった喘ぎを洩らした。

　二度、三度と熱いものを注がれ、史彦はこれまでにない快感を覚えた。身体の中をとろけるような言いようのない刺激が駆け巡った。

　束の間、意識が飛んだのか、気がつくと男にしがみついていた。

「すごい……気持ちいい……」

「そうか」

　男はまだ史彦の中に自身を差し込んだままだった。精を放ったはずなのに、萎むことなく史彦にその存在を感じさせ続けた。

　そのままふたりは唇を合わせ、史彦は香りが身体に満ちる陶酔に浸った。

「……名前、教えて」

「花晶だ。花に水晶の晶」

「カショウ……花のきらめき？……」

「ほお……晶の意味を知っていたか」

「たまたま、ね。国語は苦手だけど、化学でやったから。いい名前……っく……元気だね」　史彦の内で男が少し撥ねた。

「おまえの中は心地よい」花晶は史彦を抱く手に力を込めた。

「そう？　……雨、降ってるね」

「ああ。今日は止まぬ」

「分かるの？」

「それくらいは」

「花晶さんは、医の仙……っていう人？」

「違う」

「じゃあ……」と史彦が言いかけたとき、階下で物音がした。

　雨音が蔵の中に入ってきた。

「史彦さぁん、朝ご飯ですよ」

　一絵の声だ。

「はーい」返事をしながら花晶を見ると彼は小さく「行け」と言った。

「すぐに行きます。先に食べてて下さい」

「はい」入り口が閉まる音がした。

　花晶が一物を抜こうとするのに、史彦は少し抵抗した。

「んんっ……いや……」

　抱きつく史彦の髪を撫でて、花晶が着物を整えた。

「さあ、行け」

「花晶さん、消えちゃわない？」

「わたしはいつもここにいる」

　その言葉に嘘は感じられなかった。なぜか、信用することが出来た。

　立ち上がった史彦が「あっ……」と声を上げた。

「どうした」

「あ……いや、なんでもない」

　服を着ながら、彼ははにかんだ。いつもなら、内に射精されると脚を伝って出てくる物があるが、全くそれがなかったからだ。

　服を着て振り向くと、もう花晶の姿は見えなくなっていた。
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　僕はどちらかというと現実論者だ。数字で語れるものを信用してきた。

　それがどうだ。初対面の花晶の存在をあんなに易々と信じてしまうなんて。自分でも本当におかしいと思う。おかしいよな、絶対。っていうか、ありえないだろ。こんなの、誰に話せって言うんだ。友達にメールしたり、ネットで流す気にもならない。

　あの本に書かれている話も、作り物としては出来がいいと思うけど、うちの家に伝わる現実だなんて、普段の僕なら全く受け入れられないことだ。

　……でも、花晶は本当にいるんだよなあ……。
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「おはようございます。遅くなってごめんなさい。寝坊しちゃって」

　史彦が母屋で祖父母に挨拶した。

「おはよう」「おはよう、お先にいただいてます」祖父と祖母が返した。

　史彦が祖母の横に座ると、祖母はちょっと箸を止め、彼を見た。

「なに？」

「ふふ、寝癖。髪がはねてるわ」そう言って、慈しみの笑顔を孫に向けた。







　史彦が蔵へ戻ったのは、午後になってからだった。祖父の往診の運転手や手伝いをしていたのもあるが、とにかく頭を整理したかった。

　身体にはまだ花晶の余韻が残っている。芯に明かりが灯ったように温かく、花の香りが内からたちのぼるようだった。

　史彦は文机に向かって、和綴じの本をもう一度読んだが、やはりそれだけでは物足らず、巻物をひもといた。

　巻物は仮名もなく漢字ばかりだったが、こちらもすんなりと読めるようになっていた。

　ダイジェスト版の本より、詳細が綴られてあった。

　信じがたいことだが、昔は「仙」と呼ばれる者たちがより村人の近くに共に相容れながら存在していたようだ。

　豊かな緑、清らかな川、実り多い土地、それは仙と村人が共に培ったものだ。地主たちは仙の住む山を敬い、むやみに切り開くことをせず守り、仙はそれに応えた。そのなかで、須賀の当主達は疫病や怪我から人々を救い、健康を維持するために尽力したとのことだ。

　後半まで読み進めたとき、史彦は背後に気配を感じた。

「花晶さん？」

「そうだ。花晶だけでいい」

「んじゃ、花晶、ねえ、これって、本当なの？」

「おまえ次第だ。おまえが信ずれば、それが真実となる」

「……うえ。それじゃ、僕が全く信用しなかったら、どうなるの」

「どうにもならぬ。それまでだ」

「抽象的だなあ……」

「具体的に言えば、この家が絶える。それだけだ」

「うん……ここにそう書いてあるね……」史彦は巻物の一節を指した。

「花晶は、『医の仙』じゃないんだね？」

「私は仙から使わされている」

「ふぅん……。じゃあ、それって、この須賀の家の当主と結婚する人じゃないの？」

「生涯を共にする者だ」

「じゃ、僕の前に現れたらダメじゃん。花晶も僕も男だよ？」

「何か問題があるのか」

　平然と言い放つ花晶に史彦は肩をすくめた。

　花晶がその先を読み進めるように促すので、史彦は黙して巻物に目を落とした。

　最後に名前らしきものがずらりと並んでいる。

「あ、これ……。これが仙の力を持つ者たちってこと……だよね」

「そうだ。これが我らだ」

「ん？　こんな昔からメンバーが決まってたってこと？」

「我らは須賀のため生きるよう、医の仙に命ぜられている」

「はあ……なんだか……すごいなあ。うん……僕も自分で不思議だよ。普通さ、花晶みたいに急に現れたら、そんなすぐに存在を受け入れる事なんてできないよ。読めない物が読めるようになったりさ。ありえないだろ？　びっくりし通し。おまけに……その……いきなりセックスまで……しちゃったりして」

「無理強いをしたつもりはないが」

「……うん。それは大丈夫。嫌じゃなかったしね。いや、それより、花晶が僕の前にいるってことは、僕がここを継ぐってこと？」

「そうだ」

「伯父さんや、いとこ達や、父さんも兄さんもいるのに？」

「まだ分からぬか。おまえがわたしを見つけ、わたしがおまえを選んだ」

「見つけたって……、花晶がいきなり出てきたんじゃないか」

「数ある中からおまえはわたしを選んだ」

「……選んだ……？　僕が……？」

「そうだ」

「あ！　もしかして、花晶はあの漢方薬と関係があるの？　同じ香りがする」

「……漢方薬とは、また……。あれは薬草がつける花の精の結晶だ。あれをわたしが司っている、といえば解りやすいか」

「解りにくいよ。でもいいや。大まかなニュアンスは理解したから」

　史彦は腕組みをして思慮した。

「僕はここを継ぐのはやぶさかじゃないんだ。何となくだけど。今の親戚を見てると誰もここに帰ってこないような気がするから。でも……」

「でも？」

「うん。何年か前、いとこの真治子ちゃんがこの蔵に同じように来たと思うんだけど、真治子ちゃんじゃないの？」

「真治子か……あれは我らを誰も見つけられなかった」

「……そうなんだ……。あそこの引き出しを開けなきゃだめなんだ？」

「それだけでは足らぬ。我らの香を身にまとい、これらを読まなければならない」

「二段、三段構えの仕掛けがあるんだね……」史彦はくすくす笑った。「僕は最初、本も巻物も読めなかったよ」

「……たまには手助けが必要な者もいるだろう。それは選ばれた者が決めることだ」

「じゃ、僕が花晶の香りじゃなくて、他の人のを手にとってて、その人がこいつはダメだって思ったら、僕じゃないって事なんだ」

「そういうことになるな」

「へえ……。ねえ、もしかして、おばあちゃんも花晶の仲間？」

「そうだ。おまえの祖父が選んだ」

「……ひょっとして、おばあちゃんも元々男だったの？」

「違う。彼女は女だ」

「良かった。おじいちゃんが男好きだったら、ちょっと嫌だもんな」史彦は自嘲した。

「自分を卑下するな。わたしがおまえを受容できるだけだ。わたし以外の男の者だったら、おまえは選ばれないだろう。例えば、この國蒼こくそうは女でないと出てこない」

　花晶が巻物の名前をなぞって笑みを浮かべると、後ろの薬箪笥がことりと音を立てた。

「あ、怒ってる。國蒼さん、ごめんね」史彦が困った顔で謝った。

「でもさ、男同士ってのはやっぱ世間的にまずいんじゃないかなあ」

「おまえ以外の者の前で女性 の姿に変化するくらいは雑作もない」

「もしかして、子どもも産めちゃうとか？」

「その時は仙が力を貸してくださる」

「ふぅん……都合いいなあ。僕のご先祖様たちってそんなに素晴らしい人だったんだね……」

「ほお……」

「だってそうだろ。ご先祖様が人様のために働いたから、花晶たちがサポートしてくれて、今の僕たちに繋がっている……違う？」

「その通りだ。おまえもそうできるか」

「……うん、祖父を見てるとね。できるだけそうありたいと思ってる。まだ医師になるのに何年もかかるけどね」







　その頃、母屋で祖母が祖父にお茶を入れていた。

「史彦……あの子、花の香りがしていました」

「……ふむ」

「あの子が選ばれますよ」

「ほお、そうか！　……楽しみだ」

「あれは……花晶の香りですわ……」

　祖母は、遙か昔、まだ自分も仙の元で暮らしていた頃に思いを馳せた。花晶は全ての薬草がつける花の司で、凛々しい姿に一本気の精神と仲間の中でもひときわ美しい魂を持っていた。

「史彦は幸せになりますよ……」

「儂も充分幸せに生きてきたよ。お前のおかげだ」

「まあ……」

　老夫婦はゆったりと微笑みあった。







　花晶は史彦の後ろに座り、巻物を丁寧に細かく解説していった。

「ひとつ、守ってゆかねばならないことがある」

「なに？」

「ここの土地ををこのまま残すことだ。山も川も農地も」

「そんなの僕の判断では無理だよ……。それぞれに持ち主が違うんだから」

　史彦が笑うと、花晶は解せぬといった顔をした。

「お前は知らぬのか」

「ん？」

「この一帯は全て須賀の物だ」

「そんなの、知らないよお。聞いたことない」

「当主たちが守って手をつけない。だから、豊かな水と緑と土が残っている」

「うっそ……！　ものすごく税金かかるじゃない。おじいちゃん、どうやって払ってるんだろ」

「妙なところで現実的だな。まあ、良い。それも大事なことだ。今までの当主の心がけの賜物だ。病が治った地主達が少しずつ譲っていくうちに、この辺り一帯が須賀の所有となった」

「そうなんだ……。ご先祖様たちの癒しの手って、そんなにすごかったんだ」

「医の仙の住処を残してほしい」

「うん……自然は大事だよね。って、ええっ！　医の仙ってまだ生きておられるの？　うわー、それは責任重大だね」

「そのためにもわたしがいる」

　花晶は背後から史彦を抱きしめた。史彦は彼に体重を預け、その想いを受け止めた。

「花晶……。わかった。花晶がいてくれるなら、僕はやっていけるような気がする」

「わたしはおまえと生涯を共にする者だ」

「わかった……」

　そうして、史彦は花晶の馥郁たる香りを味わった。







了　











ハナビラ・エポック












　都会から遙か離れた安積あづみの村には緑豊かな山が連なる。

　その山のさらに奥深く、外界から距離を置いた場所に花片はなびら高校・看護学校がある。

　一学年約十名、全国から見いだされた少女たちが、中学を卒業すると、この山奥で五年間、寮生活をしながら勉強する。最初の三年は、普通高校と同じく数学や国語などの一般教養と、看護師としての医療知識のカリキュラムが組まれている。

　彼女たちは、一年目は桜組、二年目は梅組、三年目は菊組に所属して、三年次終了時点で試験を受けて准看護師の資格を得る。あとの二年、藤組と百合組で看護師としての医学を学び、ふもとの須賀病院で臨床実習を行う。同時に、生徒は五年間を通じて、医の仙の仕者たちから独自の医学教育を受ける。そして、卒後に国家試験に合格して看護師になれば、山を下りて一般病院で勤めるのだ。そこには、同じように医の仙から教育を受けた医師たちが待っている。

　世の中には、一般医学では解決できない病がある。「魔」が原因の病だ。薬や手術では治らない。魔と対峙できる医師と看護師が協力して治療に当たらねばならない。彼女たちはそのための教育と訓練をこの看護学校で受けるのだ。
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　見えるのは、モノクロームの世界。闇に沈む黒と輝く純白、その間をつなぐ灰色のグラデーション。

　その中を葉子ようこは全力疾走している。どこだか分からない場所。ざわめく街角。人の間を縫い、ビルの間を駆け抜け、道路の車を飛び越える。ひんやりとした風が身体にまといつき、葉子の身体を冷やそうとする。だが、細胞の一つ一つが燃えるような熱を発しており、その空気を切り裂いていく。

『…カガ……ガガ……カ……』どこからか聞こえる声。

　私を呼んでるの？　私は誰かを捜してるの？

　だんだん強くなる風に髪が溶け込むかのようになびく。でも、走るのは止まらない。

　出口はどこ？　どこへ行けばいいの？

「……ああ、まただ……。うー……やだな。絶対に今日、テストがある！」

　葉子は夢を振り払うように勢いよく起きた。この夢を見た日は、必ず抜き打ちテストがある。小学校でも中学校でもそうだった。

「やだな。何の授業であるのかな……」

　葉子は枕元の時計を見た。ベルが鳴る一分前。カチリと止めて、洗面所に向かった。

　身支度を調えて、食堂に行くと、菊組の笑加えみかが御飯をよそってくれた。今日の配膳当番は笑加の班だ。この寮では、時間内であれば自由に食事を摂ることができる。ただし、ダイエットなどで食事を抜くことだけは認められない。食事の意味を考えてきちんと食べることが、勉強と仕事に生かされ、健康を守るからだ。

「おはようございます」

「パコちゃん、おはよう。どうしたの？　気分悪い？」

　葉子は皆から「パコちゃん」と呼ばれている。幼稚園、小学校、中学校と環境が変わっても、なぜかこのニックネームだ。

「いえ、嫌な夢を見ちゃって。うー、きっと今日、テストがあると思うんです」

　うー、と唇を尖らせるのは葉子の癖だ。

「あら。パコちゃんは予知夢を見るの？」

「予知夢……？　でも、テストだけしか分かんないんで、あんまり役に立たないんです。その日の抜き打ちテストが分かっても、準備しようがないんですもの」

　笑加から味噌汁のお椀も受け取って、葉子は「ありがとうございます」と頭を下げた。

「きっと、役に立つときが来るわ。意味のないことなんて、ないのよ」

「笑加さん、私が大人になっても、怖い夢見るたびにテストがあったらどうしましょう」

　葉子が真剣に言うと、笑加は慈愛に満ちた極上の笑みで返した。

「そうね。私たちは一生、テストから逃げられない。私たちが患者さんと向き合って仕事をしていく限り、毎日がテストのようなものよ。それが私たちの使命」

「はあ……」

　しょんぼりため息をつく葉子に、笑加はまた微笑みかけた。笑加はその名の通り、笑顔が特徴的だ。どんなときでも人に優しく、慈しむ笑顔を見せる。それが人の心を溶かし、心を落ち着かせる。それでいて、言うことはぴしぴしと結構辛辣なのだ。

　いただきます、と手を合わせ、葉子が卵焼きをぱくりと口に入れたとき、食堂の中が一瞬しん、と静まった。入ってきたのは最上級生、百合組の芽生めばえだ。桜組の純子がべったりと横についている。

　葉子はうつむいて、もぐもぐと卵焼きを噛んだ。

　食堂中の生徒の目が唯一の男子生徒、芽生を追った。お色気娘の純子をなるべく見ないようにして。そして、芽生は当たり前のように葉子の前に座った。

「パコちゃん、おはよう」

「おはようございます、芽生さん、純子ちゃん」

　箸を置いて、葉子は一礼した。

　皆が気にしている芽生は、すらっとしなやかで若木のような、美しい男子だ。カッコ良くて、優しくて、勉強もできる、そんな芽生を嫌いな生徒はいない。もちろん葉子もだ。誰もが食事時間くらい近くに座りたいと思っているのに、彼はなにを気に入ったのか、いつも葉子の前の椅子を引く。

　すごく嬉しいけれど、御飯をぱくぱく食べるところなんて見られたくない。緊張するのに、御飯を全部食べてしまえる自分が恥ずかしい。話しかけられても、うまく答えられないのもいやだ。最上級生の、しかも相手は芽生だ。こちらから話しかけることなんて絶対にできない。そんな思いと皆の目が怖くて、葉子は毎回座る席を変えていたが、無駄だった。だから、このごろは開き直っている。ただ、目を合わせるとドキドキして仕方がないから、いつも芽生の前ではうつむいてしまう。

　芽生に勝手に張り付いているのは、カールした髪と強調した胸が自慢の純子だ。

　葉子と純子は同じ一年目の桜組だ。

「パコちゃん、今日の用意できた？　化学の実習用エプロンは長袖よ」

　純子は普段、落ちこぼれの葉子には冷たいが、隣に芽生がいるときだけは別だ。妙に優しい同級生を演じている。

「えっ、そうだっけ！　普通のエプロン入れちゃった」

　純子は「ほら、やっぱり」と肩を竦めて、「仕方ない子ね」と芽生を見た。

「純子ちゃん、教えてくれてありがと」

　葉子は、素直に礼を言い、芽生に向けて続けた。

「純子ちゃんのおかげで失敗せずに済みました。純子ちゃんは、いつも気を配って注意してくれるんです」

　精一杯、葉子は純子のことを持ち上げた。

「そう、よかったね」

　分かってるよ、の表情で芽生が言った。純子が意地悪なのは、この学校の全員が知っている。もちろん芽生もだ。けなげに庇う葉子の素直さがいじらしい。

「芽生さん、おはようございます。純子ちゃん、おはよう」

　桜組の千種ちぐさが二人の食事を運んできた。後ろから、笑加もお茶を持ってついてきている。千種の配膳の作法がきちんとできているか確認するためだ。将来、看護師になって患者に丁寧に接することができるかどうか、上級生が指導して、こういうところでも訓練するのだ。

「芽生さん、パコちゃんは予知夢を見るそうですよ」

　お茶を注ぎながら、笑加がささやいた。

「ふぅん……」

　芽生は表情を変えずに相づちを打った。笑加にはそれで意味が通じる。いつも成績ビリの葉子に特性があった。最上級生の芽生には、考えるところが大きかったのだ。
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　数学教師がホワイトボードを半分に仕切って、数式を書いた。

「では、問一は由嘉里ゆかりさん、問二は葉子さん、前へ出て解いてください」

　由嘉里はさらさらと計算式を連ねていくが、葉子は唇を尖らせてうーうー唸るばかりでペンが止まっている。

「どうしました？」

「……シグマの解き方が分かりません……」

　つい先ほど説明されたばかりだが、葉子の頭にはかけらも入っていなかった。右端の席で、純子が指にカールした毛先を絡ませてクスリと嗤わらった。

　普通高校と同じ授業とはいえ、教師達の授業の進め方はかなり速い。この学校では、午前中しか教養科目はない上に、一年目でほとんどの内容を教えてしまわなければならないのだ。週に一度の休日以外、生徒達に夏休みなどの長期休暇はない。五年間、余すところなく勉学に当てられる。今までにも葉子のようについてこられない生徒もいたが、それも稀で、彼女たちは普通の高校生としても優秀だった。医の仙が課する内容には、通常以上の記憶力と理解力、実行力がなければならないからだ。

「この式は統計を取るときに必要ですから、葉子さん、今のうちに理解しましょう。ほかに分からない人はいますか？　……いませんね。では、みなさんは問三に進んでください。解き方は問一の応用です。分からなければ声をかけてください」

　数学教師はそういって、葉子の机に来た。皆が一問を考えている間に数式を葉子に理解させるためだ。教師は、なにがなんでも分かるように教え込む。

　葉子はどの教科もこの調子だが、熱心な教師達のおかげでなんとかついて行っている。彼らはけして叱らない。叱るだけ時間の無駄だし、生徒もへこんでしまうから、無駄な時間は作らず、ひたすら仕事に励む。

　午前の授業が終わると、葉子は少しほっとした。

「よかった、数学も化学もテストじゃなかったー！」

「パコちゃん、なに言ってんの？」

　由嘉里と豊実とよみが尋ねた。

「んー、今日ね、抜き打ちテストがあるような気がしたんだ」

「え、そうなの？　じゃあ、午後からの火乃子さまの授業かしら」

　由嘉里が言うと、豊実が続けた。

「いややなあ。私、火乃子さま、怖いんよぉ」

「きっと私の思い違い。ごめん、変なこと言って。ね、お昼、行こ！」

　立ち上がった葉子が背にする窓を見て、由嘉里が言った。

「夜に、雨が降るわ……」

「そうなの？　こんなに晴れてるのに。でも、由嘉里ちゃんが言うなら、間違いないね」

　葉子と豊実も窓の外を見た。雲一つない抜けるような青空。木々もまったく揺れていない。しかし、由嘉里が天候の変化を外したことがない。彼女は天気が読めるのだ。

　由嘉里に限らず、この学校の生徒はなにかしら特徴を持っている。豊実は鳥と会話できる。ただし、雀限定だが。ほかにも、笑加のように頬笑みで人の心を癒すことができる者や、植物に詳しい者などさまざまな生徒がいる。

　廊下に出た葉子は、中庭の人影に気がついた。

「あ……」

「なに？　あ、流香るかさん」

　百合組の流香が病院用実習着のまま、中庭の椋の木に向かい合っていた。幹に両手をつき、頭を垂れている。結っていない腰までの黒髪がさらさらと風になびいている。

　葉子たちが歩いている廊下は、中庭を囲むようにぐるりと食堂に繋がっている。どの窓からも椋の大木が見えるが、角を曲がると、流香の姿は木に隠れてしまった。

「流香さんはいつもキレイねえ」

　葉子が言うと、由嘉里は少し声を潜めた。

「でも、怖くない？　瞳がすごく光ってらして」

「怖こわないけど、確かにいつも眼がきらきらしてはるね」

　遠くの物音まで聞き分けられる生徒もいるため、豊実も小声だった。葉子は中庭に目をとめたまま歩いた。

「ねえ、今のあれ、何か悩んでらしたのかな」

「いろいろあるんちゃう？　百合組最上級生やしね」

「病院実習で患者さんの心が突き刺さることだってあるだろうし。ああ、私、耐えられるかな」

「由嘉里ちゃんは大丈夫よ！　賢くて優しくて、性格が良くて。落ちこぼれの私の面倒も見てくれて。桜組で一番ナースに向いてると思う。トミーは二番ね」

「ええよ、お世辞言わんでも。私も、由嘉里ちゃんが一番向いてると思う」

「そういってもらえたら、元気出るわ！　パコちゃんの言葉だって力あるよ。きっと患者さんも元気になる。一緒に頑張ろうね」

　由嘉里は両手を拳にして胸の前でぎゅっと握った。
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　午後の授業を担当するのは、医の仙の仕者たちだ。彼らは人の姿をしているが、人ではない。仙人たちが、それぞれ造り出した配下の者だ。医の仙ならば、花々や草木、動物の精を変化させていることが多い。彼らは仙人が選んだ人間と交わり、子をなすことも多い。その後はその相手と生涯を共にして、人として魂を神に返すのだ。

　医の仙の仕者、火乃子ひのこは女性の形なりをしている。燃えるような紅い髪は、かなりロックだ。対照的に透けるような白い肌とグラビアモデルのような肢体をなぜか黒い運動用ジャージで包んでいる。彼女が教えるのは、一般外科だ。

　葉子たち桜組は、既に組織学や生理学など基礎医学は終了して、今は臨床医学を学んでいる。

「今日は創傷治癒について。重要なことなので復習を兼ねた内容で行う」

　火乃子に限らず、仕者たちの授業では教科書を使わない。葉子たちは自分で独自のノートを作って覚えていくしかない。

「まず、創傷の種類。豊実さん」

　指名された豊実は「はい」と立ち上がった。

「創傷の種類には、切創、皮膚欠損創、縫合創、挫滅創などがあります」

　隣の席で、葉子は机の下で豊実に小さく親指を立ててみせた。

「よろしい。では、創傷治癒過程を順を追って簡潔に。李鈴りりんさん」

　李鈴は澄ました顔で口を開いた。

「はい。まず、受傷直後から創傷部の周囲に炎症反応が起こります。リンパ管と毛細血管の透過性が亢進して、白血球やマクロファージが遊走します。そしてフィブリンが沈着しはじめます。四十八時間後くらいから毛細血管の新生、線維芽細胞の増殖。そのあとにフィブリンが吸収されてコラーゲンに置き換わります。一週間くらいで血管の新生と滲出細胞が減ります。その代わりにコラーゲン量が増加して瘢痕になって治癒へ向かいます」

　すらすらと答え、座った。

「よろしい」

　火乃子が肯くと、李鈴は口元だけで笑んだ。彼女は誰よりも優秀だ。絶対に間違わないし、失敗しない。自分は皆と違うと自負している。

「創傷治癒の阻害因子について、千種ちぐささん」

「は、はい。えっと……全身と局所に分けられ…ます。全身的な阻害因子として……えっと……その…………」

　千種が詰まった。

「基本が分からないのはいかんな。よし、今から復習テストを行う。範囲は組織学、解剖学も含む。そこからやり直しだ」

　来たっ！と葉子が背筋を伸ばした。由嘉里と豊実は目をぱちぱちさせた。

　火乃子のテストは、全員が正解するまで終わらない口頭試問だ。今まで習ったことのすべてを微に入り細に入り、質問される。

　皆の足を引っ張らないように、葉子も頭の隅までほじくり返して答えるが、どこかしら覚え間違っていて、そのたびに火乃子の紅い髪が燃えるように濃くなる。

　由嘉里と豊実が気の毒そうに、純子は小馬鹿にした表情で葉子を見た。それ以上に李鈴は完全に見限ったが、表情には出さなかった。

　やっと終了したときには、外はもう真っ暗だった。

「あーあ、夜になっちゃった。明日の準備もあるのに、誰かさんの出来が悪いから遅くなっちゃったじゃない」

　純子がわざわざ葉子の前に来て言った。

「ごめんなさい……」

　しゅんと謝った葉子の肩に豊実が手を置いた。

「純ちゃん、そんな風に言わんでもええやん。パコちゃんかて、一生懸命答えたやん」

「そうよ。パコちゃん、いつもより出来てたよ。進歩してるわよ」

　由嘉里も加勢した。

「ありがとう」葉子は立ち上がって、「みんなも、ごめんなさい！」と頭を下げた。

　ほかの生徒は「気にしないで」「お互い様よ」と葉子に微笑んだ。皆、相当疲れた顔をしていたが、充実したテストだと思っていた。

「お腹すいた。ゴハン、行こ！」

　豊実が由嘉里と葉子を誘った。

　廊下を歩きながら葉子は窓の外を指した。

「雨、降ってきたね……。由嘉里ちゃんの言ってたとおりよ」

「うわ、ほんまや。由嘉里ちゃん、百発百中やね。いつ頃からなん？」

　豊実が訊いた。

「うーん……ちっちゃい頃からよ。何となく分かるの。気配かな」

「そっか。生まれつきなんやな。私も雀の話、最初から理解できた」

「へえ。ねえ、どんな風に聞こえるの？」

「普通の日本語。いま、こうやって喋ってんのとおんなじやよ」

「すごーい！」

　葉子と由嘉里は拍手した。そして、葉子がため息をついた。

「私は、なんにもできない……。どうしてこの学校へ来たのかもわかんないの。おばあちゃんが亡くなる前に、全寮制だし看護師になったら一人でも生きていけるから、ここにしなさいって言ったのよね。おばあちゃんも看護師だったし」

「え、そうなん？」

「うん」

「パコちゃん、火乃子さまのテストが分かったじゃない。それなんじゃないかな。きっと今から分かってくるのよ。でないと、この学校には入れないもの」

「そやわ。今からやて。大丈夫、大丈夫！」

　由嘉里と豊実が葉子の背中をぽんぽんと叩いた。

「私、こんなで魔に向かっていけるのかなあ。ねえ、どんなナースになりたい？」

「えー、私はね、高度医療専門病院が憧れなのよ。無理だと思うけど。ほら、よくテレビでスーパードクターとかやってるじゃない。ああいうところ」

　由嘉里はちょっと照れた顔で言った。

「かっこええなあ。私は、どうしようもないおっちゃんが収容される病院に行きたいねん。身体の病気もそうやけど、そんな人にはホンマどないしようもない魔がわんさかついてると思うんやわ。おもしろそうやろ」

　豊実はにやっと笑って、「パコちゃんは？」と聞いた。

「うー、私はどこか小さな診療所で、細々とやっていけたらいいなあ、って」

「ちっちゃい診療所で、ちっちゃい魔の相手するん？　パコちゃんらしい言うたら、らしいけど。もっとこう、なんかない？　それこそスーパードクターにくっついて世界中の魔と対戦する！とか」

「うー、いやだああ」

「私もそこまではいいわ。トミーこそ、そういうの似合いそう！」

　三人は笑い合った。
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　食堂に入ると、ほかの学年はもう夕食を済ませてしまって、桜組しかいなかった。純子と志真しま、吾歌音あかね、黄菜きながいるテーブル、そして、一人を好む美樹びじゅと李鈴りりんがそれぞれ別のテーブルに離れて座っていた。

　葉子達が三人で座ると、千種が食事を運んできた。葉子は改めて謝った。

「千種ちゃんのお当番も遅くさせちゃってごめんね」

「いいのよ。私が最初に悪かったんだし。すごくよく分かった。これで絶対に創傷治癒は一生間違わない！」

　千種は明るく言った。

「同病相憐れむ」

　後ろのテーブルから、明らかに純子の声がした。

「ちょっと、純ちゃん。どういう意味やの」

　豊実が睨んだ。

「怒るってことは意味が分かってるんじゃない」

　純子は上品に箸を取った。

「いいかげん、みんなの足引っ張るのはやめてもらいたいものだわ。迷惑よ」

「ごめんね」

　再度謝った葉子を豊実が制した。

「パコちゃん、謝らんかてええわ。誰かて苦手なものくらいあるやろ。純ちゃんかて、これから先、出来へんもんが出てくるかもしれへんやん。うちら、助け合っていかなあかんって、花晶かしょうさまも子薫しくんさまもおっしゃってたやん」

「それはそうね。パコちゃん、私が困ったときは助けてちょうだいね」

　純子は豊実でなく、葉子へ嫌味たっぷりに言った。

　返事に困った葉子は、黙って御飯を口に運んだ。こんな時に何か言うと、純子はいつまでもねちねちと絡み続けるのだ。

「純子さん、そのくらいになさい」

　お茶を運んできた笑加がたしなめた。

　配膳係は千種しか残っていないと思っていただけに、純子は少し驚いたが、平然と返した。

「今後のことをお願いしているだけです」

　そう、と言って笑加が李鈴のもとへお茶を淹れに行った。

　純子は彼女に聞こえないように志真にささやいた。

「パコちゃんって、いつも誰かに庇われてるよね」

「そういうキャラだから」

　志真はその一言で片付けた。彼女はいつも教師や仕者たちを主人公にした物語を考えて、妄想に耽っている。というのも、志真にはその者が持つオーラが見えるのだ。その上で、オーラとは正反対の関係性などを考え出しては悦に入っている。

　皆が食事を終える頃、食堂に百合組の芽生と流香が入ってきた。二人とも病院実習用の服のままだ。

「きゃあ！　芽生さぁん」

　甘えた声を出したのは純子だ。芽生はちいさく手を挙げて、流香と一緒に一番奥のテーブルについた。

「こんな時間まで病院だったのかしら。いやん、流香さんと二人きりなんて」

　純子はむくれていたが、黄菜や吾歌音は「絵になるね」とうっとり二人を見ていた。

　美樹は食べ終わるとさっさと食器を返し、食堂を出て行った。彼女は背が高く、細身だがしっかりした体型をしている。この学校へ来るまでは合気道の全国大会上位入賞者だった。いつのころからか、人ではなく、魔の気配に挑むようになったという。美樹は、部屋で一人、夜の静けさで五感を研ぎ澄ますのだ。

　葉子が「ごちそうさま」と手を合わせるのを見計らって、笑加が声を掛けた。

「パコちゃん、ちょっとこっちへいらっしゃい」

「はい」

　由嘉里と豊実に先に帰るよう目配せをして、笑加は葉子を芽生の元へ連れて行った。

「こんばんは、芽生さん、流香さん」

「こんばんは。そこに座って」

　純子が自分も、と近寄ってきたが、笑加に追い返された。

　悔し紛れに、一番近い李鈴の横に陣取った。

「なに話してんのかしら」

「なんでもいいじゃない」

　李鈴は素っ気ない。

「芽生さんは、なんであの子を構うのかしら。朝だっていっつも同じテーブル」

「あなただって、くっついてるじゃない。自分で聞けば」

「やだあ。そんなこと聞いたら嫉妬してるみたいじゃなぁい」

　純子は巻き毛を指に巻き付けた。

「李鈴って、超優等生なのに、冷たいのね。芽生さんのこと、カッコイイって思うでしょ？」

「興味なし」

「じゃあ、國蒼さまみたいなタイプは？」

　あなたと一緒にしないで。私はそんなに軽くない。李鈴はそう思ったが、声と顔に出すのは控えて、心の底から純子を見下すだけにした。







　奥のテーブルでは、流香が葉子をじっと見ていた。

「……あの……」

　沈黙に耐えられず、葉子が顔を上げると、流香の目とぶつかった。葉子はまたうつむいた。流香の瞳がきらめいて、深い紫に見えたのだ。

　芽生が優しく言った。

「パコちゃん、お茶、どうぞ」

「あ、はい。……あの……どうして私を……」

「カワイイから」

　微笑む芽生に、流香も肯いた。

「は？」

「冗談。カワイイのは本当だよ」

　葉子は耳まで赤くなり、尖らせた唇で「うー」と小さく唸った。

「ちょっと話、聞かせてほしくて。朝、言ってたでしょう。予知夢って。それ、当たった？」

「ええ、まあ……」

「パコちゃんの見た予知夢って、どんなの？」

「え……、あの、予知夢っていうのかどうかは分からないんです。小さいときから、その夢を見たときに抜き打ちテストがあるのだけは本当なんですけど……」

　もごもごと葉子は口ごもった。

「小さいときって、いつ頃からかしら」

　流香の声はハープのようだ。

「小学校の頃です。最初は分かんなかったんですけど、その夢を見るときには必ずテストがあったので、そうかなって。もしかしたら、もっと小さな頃から見てたのかもしれません」

「どんな内容か、教えてもらえる？」

　芽生が尋ねた。

「えっと……。色がなくって、白と黒のモノトーンなんです。街の中ですけど、場所は分かりません。私、ただ、そこを一生懸命走ってるんです」

　流香の目がまた光を帯びた。

「夢の中のあなたは、恐怖を感じてる？」

「うーん……そんなに怖いって感じではないです。訳が分からないって感じです。多分。なぜ、見たこともない場所にいて、なぜこんなに走ってるのか。誰かを捜してる気もするんですけど、それもよくわかんなくて……。行き先も出口も分からなくて。でも、車も人も飛び越えて、走ってるんです」

「その場所を、本当に知らない？」

「ええ。テレビか何かで見たのかも。でも、ちっちゃい頃からだから……」

「いつも同じ場所？」

「……多分。ちょっとくらいは違うかも知れませんけど、よく分かりません」

「そう……」

　葉子はこくりとお茶を飲んだ。

　流香がちらと芽生に目をやると、芽生は何かを考えている様子だった。

「うー、この夢がどうしてテストと関係あるのかなあ……。たまたまかもしれません」

「パコちゃん、それは違う。なにか意味があるはず」

　芽生は即座に否定して続けた。

「この夢を見る間隔はどれくらい？　一定間隔とか」

「不定期……だと思います。間隔が狭いときもあるし、半年くらい開いちゃうときもあるし」

「間隔が開いても、見れば必ずテストがある」

「はい」

「そう……」

　この二人はなにを聞き出したいのだろうと葉子は思った。

　その疑問を口にしようとしたのを見越したように、芽生が言った。

「ありがとう。遅くなっちゃったね。ゆっくりおやすみ」

「今日は良い夢を。おやすみなさい」

　流香にまで微笑まれ、葉子は「おやすみなさい」と言わざるを得なかった。
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　ある日の午後は、裏山での薬草探しだった。

「子薫しくんさま、これでしょうか」

「見てください！　こんなに採れました！」

　桜組の生徒達は口々に草を手に取り、薬草について教える子薫に質問した。彼は、穏やかで優しい若い青年で、生徒たちに非常に人気がある。

「トミー、ハコベばっかり。草むしりみたい」

　由嘉里がケラケラと笑った。

「だって、雀がいるんやもん。ハコベだって立派な薬草やし！　なあ、黄菜ちゃん」

　豊実は、カゴを抱えて皆の摘んだ薬草を集めている黄菜に同意を求めた。

「そうね。これはミドリハコベね。ハコベは繁縷はんろうっていうのよ。一年中咲いてるし、鳥には人気かも。ミキサーで絞って、青汁にお塩を入れて良く乾燥させたら歯磨き粉として使えるわ。歯周病に効くの。腫れ物や痛みには、このまま、よく揉んで柔らかくして貼り付けてもいいのよ」

　黄菜は、薬草の知識が人並み以上に優れているので、皆から頼りにされている。

「そうなんだあ。ねえ、これは何かしら」

　由嘉里も自分の摘んできたものを見せた。

「わあ、ヤブラン！　よく見つけたわねえ！　これとハコベとは同じ薬効があってね、お母さんのお乳がよく出るようになるの。大葉麦門冬だったかな」

「うわ、覚えられるかな。あとでまた教えてくれる？」

「ええ」

　授業のあとはレポートを書かなければならない。どっちにしろ、皆が黄菜の周りに群がるのだ。

「黄菜さんはなにを見つけたんですか」

　いつのまにか子薫がそばに来ていた。

「えっと、オトギリソウです」

「小連翹しょうれんぎょう。わたしも久しぶりに見ます。ずいぶんきれいに咲いていますね」

「摘んじゃうのが惜しかったのですけど。これって打ち身にも効くんでしたよね」

　花を愛おしそうに撫でる黄菜に、子薫はにっこりと肯いた。

　黄菜にとって子薫は憧れの存在だ。

「子薫さま、私、子薫さまみたいになれますか？」

「わたし以上になれますよ。大丈夫。黄菜さんは、化学もよく勉強してるでしょう。今は焦らないで基礎をしっかりやりましょう」

「はい！」黄菜は大きく返事した。







　皆と離れ、山を少し入ったところで李鈴は薬草を探していた。誰とも違う珍しいものを見つけたかったのだ。

「李鈴、これより先は入るな」

　木の上から声がした。

「……翠嵐すいらんか」

「結界はここまでじゃ。この先はイノシシが出る。さっき親子が通った」

　天狗の翠嵐が梢から顔を出した。小学校低学年くらいのまだ子天狗だ。彼はいつも子薫と一緒にいる。今日のように山に入る時は、翠嵐が結界を張って、動物や様々な魔から生徒達を守っているのだ。

「その湧き水のところにヒトツバがあるぞ」

「……」

「ヒトツバ、取らんのか？」

　不思議そうに聞く翠嵐を無視して、李鈴は藪に分け入ろうとした。

「そっちにはクマザサしかないぞ」

　誰でも分かるクマザサを取るのはプライドが許さない。李鈴は方向を変えた。

「李鈴、おまえ、意地っ張りじゃの」

　木から木へ飛び移って、翠嵐が笑った。

「おまえ、仙の気を持っとるの。薄いから、じいちゃんかばあちゃんか？　少しだけ潮の匂いがする。海の仙に仕えとったんかの？」

　李鈴は初めて顔を上げて翠嵐を見た。

「祖父が海の仙人さまの仕者だった」

「へえ。やっぱりそうかの。だから、おまえは自分が特別じゃと思っとるんじゃの」

「そんなこと！」

「思っとるから、皆と一緒にいないんじゃろ。いつも一番じゃないと気が済まんのじゃ」

　図星だった。

「だから、なに」

「本当に一番になりたいんじゃったら、もっとみんなと仲良しになるんじゃ。独りよりずっといいぞ」

　翠嵐は木の枝に座って、足をぶらぶらさせている。

「私は誰の悪口も言わないし、いじめたりもしない。オーラを読まれないように、感情は絶対に外に出さない。みんなとはそれなりに上手くやってる。この程度の人たちと馴れ合っても仕方ないでしょ。ナースになれば、ドクターと仕事できる。そうなれば独りじゃない。チームの大切さは分かってる」

「ふーん、そんなものかのう」

「そんなものよ」

　本音を明かした李鈴は、傾斜面に咲いていたアミガサユリを手折った。

「毒を選ぶのか」

「毒も上手く使えば薬になる」

「ふーん、おまえらしいのう。……お、誰か来た」

　ひょっこりと藪の上から美樹が顔を出した。

「李鈴！　あ、翠嵐くんもいたんだ。ねえ、パコちゃん見なかった？」

「知らない。いないの？」

「さっきまで、私のそばでドクダミ摘んでたんだけど、沢のところで気配が消えたんだよね」

「上から見る」

　翠嵐がバサッと羽を広げた。李鈴はつまらなさそうに言った。

「戻ってるんじゃない」

「違うと思う。私と一緒に脇道に入ったから、方向が分かんないと思うんだ。それに、なんか急に気配が消えた気がするんだよ。まあ、私も薬草探しに集中してたから、確かじゃないんだけど」

「そう。どっちにしろ、結界があるから大丈夫でしょ」

「……うん。ごめん、騒がせて。でも、なんとなく気になる。李鈴も気をつけて」

　美樹はまた藪の中へ戻った。







　そのころ、葉子は空中を飛んでいた。草を摘んでいたら、突然、背後から抱き上げられ、騒ぐ間もなく、そのまま飛び上がったのだ。

「わわわ！　やめてくださいっ！」

　葉子は抱き上げた主を見た。同じ年頃の少年だった。

「おまえ、目がでかいな」

「え、なんですって？」

　言った拍子にバランスが崩れかけた。さすがの葉子も、この状況で暴れたら危ないことくらいは分かった。

「下ろしてください！　あなた誰ですか？」

　少年はニッと笑った。悪人の顔ではなく、いたずらっ子のようだ。

　葉子は下を見て唇を尖らせた。

「うー、こわいよお。離してくださいよお」

「離したら、落ちるぞ？」

「いいです。まだこの高さなら、木に引っかかりますから、ケガで済みます」

「……おまえ、冷静だな。知らんぞ」

　少年が、ぱっと手を離した。

「きゃ！」

　葉子はすごいスピードで落下しはじめた。スカートはかろうじて押さえたが、エプロンがはためいた。なぜか、先日の物理の授業を思い出した。

「重力とか落下速度とかあったけど、わかんないし！　いやっ！　木にぶつかる！」

　葉子はぎゅっと目を瞑った。そのとき、強風にあおられた。そして、ふんわりした風に包まれて河原に降り立った。

「翠嵐くん？　ありがとう！」

　翠嵐が空中で、葉っぱの団扇を振っていた。彼は風を操ることができる。

　翠嵐は葉子ではなく、空を睨んでいた。

「おまえ、風の一族じゃの！　ここは医の仙人さまの山じゃぞ！　娘を誘拐するとはなにごとじゃ！」

「天狗殿、ちょっとした遊びだ。すまなかった」

　くるりとつむじ風を起こして、少年は消えた。

「パコ、ケガはないか」

「平気。ありがとう。びっくりしたあ」

「知り合いか」

「いいえ。あーあ、せっかく取ったドクダミ、落としちゃった」

　葉子は残念そうにエプロンをはたいた。

「おまえ……」

　大して怖がっていない様子に翠嵐が呆れていると、子薫と火乃子がやって来た。

「葉子さん、無事でしたか」

　子薫に問われ、葉子は姿勢を正して礼をした。

　火乃子が検査をするように葉子の身体を上から下へと軽くぱんぱんと叩きながら言った。

「翠嵐、説明を」

「風の一族じゃ。パコを急にさらって飛んでおったんじゃ。ちょっとした遊びじゃと言うて、すまんと謝っておった」

　子薫が珍しく怒った。

「大事な娘さんになんてことを！　葉子さん、なにもされませんでしたか」

「はい。後ろからいきなり身体が持ち上がったので驚きましたけど、大丈夫です」

「いきなり？　結界はどうしたんだ。翠嵐！」

　火乃子の怒り声に翠嵐は身を縮めた。

「風の一族は魔でない限り、どこからでも入ってくるんじゃ」

　火乃子の目は燃えるようで、小声になった翠嵐の前に出て、子薫が頭を下げた。

「わたしが薬草取りの範囲を言わなかったから悪かったのです。火乃子さま、どうぞお怒りをお鎮め下さい」

「すみません……」

　葉子も一緒に腰を折った。

「子薫さま、薬草、落としちゃいました……。ドクダミでしたけど」

「そんなこといいんです。それより、怖かったでしょう。しばらく外での実習はやめましょう」

「……私、ずっと前にもこんなことあったんです」

　葉子の言葉に、火乃子と子薫が顔を見合わせた。

「どういうこと？」

「ずーっと前、小さい頃に今みたいに飛んだことがあるんです。ほんの少し飛んだだけで、すぐに降ろしてもらえたんですけど。そのときは、もっと大人の人だった気がします。そのときに何か言われたように思うんですけど、もうはっきりとは覚えてません」

「誰かに、それ、話しましたか？」

「祖母に言いました。あ、私、両親がいないので祖父母に育てられたんです」

「おばあさまは何て？」

「うーん……なんだったかなあ……ほかの人には言っちゃダメって。忘れなさいって」

「そうですか……」

　子薫が考え込むなか、火乃子は空を見上げていた。
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　風の一族は気の向くまま世界中を旅して回る。突風を操る気の荒い組もいれば、そよ風のような穏やかな組もいる。

　本人はのほほんと過ごしていたが、葉子が風の一族にさらわれかけたのは、花片看護学校を預かる医の仙の仕者にとっては衝撃的な出来事だった。

　武闘派の國蒼こくそうや水呼すいこなどはいきり立ち、周囲を通りかかる風の一族を呼び止めては、頭に苦情を申し入れた。

　顔見知りの老頭を見つけたので、國蒼は彼にも文句を言った。

「國蒼や。我らは女には目がない男どもだが、医の仙人さまの乙女達に乱暴を働く者はいないはずじゃぞ。それはいつのことじゃ？」

「昨日です」

「ふむ……その頃ここを通った者を探してみよう。若者か」

「そう聞いております。うちの生徒達と同じくらいだと翠嵐が申しておりました」

「分かった。いずれにせよ、乙女御に何事もなくよかった。代わりに詫びるぞ。さぞ怖い思いをしたことじゃろうて」

「それが、本人はけろりとしたもので。以前にもさらわれかけたとか申しております」

「なに？　仕者の血を引く者か？」

「いえ、人間です。仙の気は感じられませぬ」

「風の者がそんなに気に入るのなら、よほどの美女なんじゃろう」

「いえ……ほんの子どもです。どちらかというと……その……」

　國蒼は苦笑した。葉子は美女というカテゴリには入らない。

「ふむ。珍しいの。人間の子どもで、仙の気もないのか。あい分かった。風の長おささまにお伝えしておこう」

「よろしくお願いいたします」

　老頭は優雅に飛び去った。







　窓にへばりついて、志真が國蒼と老頭の会話を見ていた。

「うーん、國蒼さまとオヤジってのもいいわね……」

　彼女の頭の中は常にそんな妄想で占められている。

「あーあ、誰かさんのせいで、外の実習がなくなってつまんなーい。こんないいお天気なのに、外に出られないなんて」

　葉子に聞こえるように、純子が言った。

「そんなこと言うんやったら、純ちゃん、自分、一回さらわれてみぃや」

　噛みついた豊実に、純子はカールした毛先を指に巻き付けて笑った。

「あら、私はいつも危機にさらされてるわ。風の殿方たちって、いつも私のスカートを狙うのよ。光の一族は私にスポットライトを当てるし。だから、いつも注意は怠らないわよ。でも、私なら分かるけど、どうしてパコちゃんだったのかしら」

「あほらし」

　豊実が放り投げた会話を、美樹がキャッチした。

「パコちゃん、急に気配が消えたんだ。本当にいきなりだったんだよ。怖いと思う。だから、純ちゃん、軽々しく言わない方がいいよ」

　たしなめられて、純子はふんと横を向いた。

「だいたい、不注意すぎるわ。ぼーっとしてるから悪いのよ。あなた、女の子でしょう！　何かあったらどうするの！　我が身を守るのは自分でしかないのよ！」

　葉子に向かって純子は言葉をぶつけた。

「……純ちゃん、怒ってる。本当はパコちゃんのこと、心配だったんだ」

　純子のオーラを読み取った志真は、由嘉里と豊実にささやいた。

　葉子は少し複雑だった。実は、皆が言う程、怖くなかったのだ。まだ驚きの方が強いからかもしれない。もちろん、急に抱えられて身体が中に浮いたこと、そのまま訳も分からず飛んだのは怖いといえば、怖い。だが、あの少年に邪気はなかった。本当に悪戯という感じだった。

「うー、あんなところで手を離せって言った私が悪かったんだわ……」

「パコちゃん？」

　黄菜と吾歌音が揃って尋ねた。

　葉子の前には、心が落ち着くラベンダーのお茶がある。黄菜が淹れてくれたのだ。

「あっ、ごめん。心配してくれてありがとう」

「恐怖って、あとからくることがあるって」

「ＰＴＳＤ心的外傷後ストレス症候群ね。子薫さまと火乃子さまが昨日教えてくださったの。多分、私、大丈夫。黄菜ちゃんのお茶があるし」

「でも、パコちゃん、手が震えてるよ」

　吾歌音がそっと葉子の手を包んで、小さな声で歌い始めた。ふっくらとした吾歌音の手は柔らかくて、何とも言えない気持ちよさだ。

　赤ちゃんをあやすような、優しくて、あたたかな歌声は、緊張していた葉子の心に染みこんだ。自分でも思った以上に、精神が張り詰めていたのだ。

「吾歌音ちゃん、もうすこし大きな声で歌ってくれる？」

　ぽっちゃりした身体から発せられるのは癒しの声。吾歌音の歌に、皆が聴き入っていた。皆も心がざわめいていたのだ。ひとり、李鈴を除いて。

「安っぽいお仲間……」

　李鈴はそんな彼女らを軽蔑した。







　翌日、葉子は配膳当番だった。いつもより一時間以上早く食堂に行って、朝食の用意を手伝わなければならない。

　葉子は、当番の日には、二時間前に行くようにしている。

「おばさん、おはようございます！」

「葉子さん、おはようございます。毎回早く来てくれて助かるわ」

「テーブル拭いてきますね」

　台ふきんを手に取った葉子に、調理師のおばさんは言った。

「あ、先に鶏小屋で卵取ってきてくれないかしら。今朝の分、全部」

「はい、じゃあ、行ってきます」

　葉子が棚の上のカゴを取ろうと背伸びをすると、横から手が伸びた。

「パコちゃん、おはよう」

「芽生さんっ！　おはようございます。どうしてここに……」

「当番、代わってもらったんだ」

　さらりと芽生は言い、カゴを持って歩き出した。

「え？　は？　あ、私が行きます！」

「いいよ。僕が行ってくるから」

　鶏小屋は数十羽の鶏が放し飼いだ。一歩入れば、靴はフンまみれになるし、足首はつつかれる。だから、卵取りは下級生の仕事だ。最上級生の芽生にさせるわけにはいかない。

「そんな！　ダメです。私の仕事ですから」

　葉子はカゴを奪い取った。

「じゃあ、一緒に行こう」

　芽生は葉子を先に歩かせた。

「あの……どうして、お当番を……？」

「君が心配だから」

　後ろ向きの葉子の耳がぱっと紅くなった。芽生は小さく笑って続けた。

「油断してると、こうやって一人で外に出ちゃうだろ。また何かあったらどうするんだ」

　胸の中で、キャーキャーと叫んだが、葉子はそれが口から漏れないようにぎゅっと唇を閉じた。足も踏みしめてないと、じたばたして、くるくる踊ってしまいそうだった。

　芽生と二人で卵を取りながら、葉子は今なら鶏より飛べそうな気がした。

　鶏小屋を出て、庭を歩きながら、葉子が何となく裏山に目をやると、木々の間に人影が見えた。

「あれ？」

「どうしたの」

「いえ。山のところに人がいたような……」

「子薫さまがいらしたんじゃないかな」

「子薫さま？」

「そう。あの方は授業の時だけ、翠嵐を連れて津ノ瀬の山から歩いて通ってらっしゃるから」

「そうなんですか。ほかの仕者さまとこちらにお住まいなのだと思ってました」

「子薫さまは、医の仙人さまにお仕えしてるんじゃないんだよ。彼は人間。ただ、訳あって数百年の年を重ねても、あのままでいらっしゃるだけ」

　葉子はぽかんとした。意味を理解するのに、少し時間がかかってしまった。

「え、ええっ！　え？　え？」

「そういうこと。そういう方もいらっしゃるんだよ。パコちゃん、目がまんまる。こぼれ落ちそうだよ」

　芽生の声は笑いを含んでいた。

「僕のことは知ってる？」

「……はい」

「この学校へ来たとき、僕はまだ女の子だった。幼稚園の頃にはもう自分が男だと分かってた。でも、どうすることも出来なくて、誰にも言えなくて、中学を卒業したんだ。制服のスカートが死ぬ程イヤだった。毎日毎日、どうやったら死ねるのか、いつ死んでしまおうか、それしか考えてなかった」

　どんなに芽生が辛い子ども時代を過ごしたのか想像して、葉子は胸が痛んだ。

　芽生は淡々と続けた。

「ここへ来た日、最初にお会いしたのが子薫さまだった。彼は一目で僕が本当は男だと分かってくださった。ほかの仕者さまも同じ。最初から男と見抜いて、男として接してくださった。僕がなにも言わなくても、制服もすぐに男子用が用意されたんだ」

「いまは、お幸せですか？」

「とても」

「よかった！」

　葉子は自分のことのように嬉しかった。

「僕がこの学校へ来たことには意味がある。僕だけじゃない、生徒全員。もちろん君も」

「私、なんにも出来ないし、なんの能力もないんです」

「パコちゃん、僕はね、魔に対して力を持つ人が分かるんだよ。君の力はまだ不安定だけど、かなり強いよ」

「へ？」

「まだ分からなくていいからね」

　芽生は少し真剣な顔をした。







　朝食に現れた純子が、配膳をする芽生を見て奇声を発した。

「いやーん！　どうして芽生さんがお当番なさってるのぉ？　純子と一緒の日のはずでしょう」

「交代なさったそうよ」

　藤組の生徒が純子の茶碗に御飯をよそいながら言った。

「どうしてですか？」

「さあ、知りません。純子さん、食事の時はお静かになさい」

　上級生はぴしりとにべもない。

　そんな注意には耳も貸さず、純子は隣のテーブルに味噌汁を運んできた葉子を捕まえた。

「ちょっと、どうして芽生さんがあなたとお当番なのよ！」

「……わからないわ」

　葉子の嘘はへたくそだ。純子は意地悪い目つきで睨んだ。

　そのとき、菊組の笑加が、通りすがりに葉子の腕を掴んで、さっさと調理室に連れて行った。

「ありがとうございます」

「いいの。あんなの無視よ。ほかの組にも同じような子がいるわ。みんな羨ましいの。絡まれても返さないこと。いい？　あなたはなにも悪いことなんてしてないんだから、間違っても謝ったりしちゃだめよ。さ、奥のテーブルに百合組さんがいらしたわ。運んで運んで！」

　笑加は明るく励まして、葉子にお盆を渡した。
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　これで三日、目覚まし時計が鳴る一時間も前に葉子は目が覚めている。

「あれ、今日もだ。もしかして、これは朝早くにお勉強しろってことかしら。うー……やだ」

　もぞもぞと布団に潜り込んだが、目が冴えてしまっている。これも、三日目。

「早起きは三文の得、なのよね。よし、起きよっと」

　葉子は独り言をいいながらベッドから降りた。カーテンを開けると、少し霧がかかっていて、裏山が幻想的に見える。

「きれい……」

　窓を開けて、葉子は深呼吸した。

　霧の中に動くものがある。

「子薫さまだ。でも、あれって登ってる……そういえば、この前も、下りてたんじゃない。登ってた。そうだ、昨日も見た……かなあ。ってことは子薫さまじゃないんだ」

　葉子は窓から身を乗り出して目をこらした。

「うーん、霧でよく見えないぃぃ……きゃ！……うわっ！」

　バランスを崩しかけた葉子の鼻先を、強い風がかすめた。反射的に身を引いたため、窓から落ちずに済んだ。

「そんなに落ちるのが好きなのか」

「あ……」

　先日の風の少年が上空で止まっていた。

「ありがとうございます」

「気をつけろよ。……げ、やべっ！」

　少年はロケットのように垂直上昇し、あっという間に霧の中に消えていった。そこを切り裂くように一群の風が追いかけていたのを、葉子は知らない。

「変なの」

　葉子は、殊勝に復習をすることにした。

　次の日も、早朝に目覚めた葉子は、最初に裏山を見た。やはり、誰かが登っている。

「今日は晴れてるもんね。じゃじゃーん」

　葉子は寝る前に用意しておいたバードウォッチング用の双眼鏡を目に当てた。

「……うー、木で見えない……もうちょっと上………………、あっ！　うそ。　流香さん？」

　倍率を上げた双眼鏡で、流香の黒髪がはっきり分かる。

「どうして、こんな時間に山に……？　危なくないのかな」

　人の秘密を覗き見したような気がして、葉子は窓を閉めた。







　半月ほどが過ぎた頃。昼食のスパゲティを食べながら由嘉里が言った。

「パコちゃん、ここのところすごくない？　分からない率が減ったよね」

　豊実も肯いた。

「ほんま。私も思う。調子ええやん」

「あのね、この頃、ものすごく朝早く目が覚めちゃって、寝られないから、復習だけしてるの」

「えらいやん！」「眠くないの？」豊実と由嘉里が同時に言った。

「最初はね、二度寝しようとしたんだけど、なんかスッキリ目が冴えちゃって。これはもう、あんまり成績が悪いからお勉強しなさい！ってお告げだと思うことにしたのよ」

　葉子はスパゲティをフォークにくるくると巻き付けた。

「あはははは、パコちゃんらしい。ねえ、何の神様からのお告げ？」

「うー、お勉強の神様」

　葉子の答えに、由嘉里と豊実はケラケラ笑った。

　流香の姿を見るのは毎朝だった。雨の日、傘も差さずに登る様子に葉子は心配したが、朝食の場にはいつもと変わらない姿で現れるのだった。だから葉子もこのことは誰にも言わないと心に誓っていた。一緒にいる彼女たちにも、毎朝向かいに座る芽生にもだ。

　三人が廊下を歩いていると、急にガタガタガタッと窓が音を立てた。

「きゃーっ！」

　思わず葉子は声を上げた。中庭で風の一族が暴れている。男たちの一人と目が合ってしまったのだ。

「突風だわ。今日の気圧ならあんまり風は吹きそうにないんだけどな」

　大声を出した葉子の腕にそっと触れて、由嘉里が空を見た。

「翠嵐くんが団扇振ったんちゃう？」

「うーん、どうかな。今のは違う気がするけど……」

　葉子は驚いた。由嘉里と豊実には見えなかったのだろうか。いま、窓の外で暴れ、通り過ぎていった風の男達が。あの少年とは違う印象の、乱暴そうな一群だった。

「パコちゃん、大丈夫？」

「思い出したんちゃう？　怖くない？」

「ううん、大丈夫。すごい風だったからびっくりしちゃった。ほら、せっかく咲いた花が落ちちゃってる」

「あー、ほんまや。でも、あの一本だけやね。風の通り道やったんかな」

　豊実は雀は無事だったかと、木々を確かめた。







　國蒼はがっしりと逞しい身体に、厳めしい顔をしており、まるで仁王像のようだ。実際、医の仙人の仕者の中でも一番の武闘派だ。なのに、担当しているのは婦人科学である。

「今日は思春期と性成熟期の内分泌疾患について説明する。皆と同じ年頃の女性についてだ」

　國蒼の見た目と講義内容はかなりのギャップがある。最初の授業で生徒達はかなりの戸惑いを覚えたが、授業はきめ細やかな心づかいで進められていったため、生徒達の不安感はすぐに消えてしまった。いまではすっかり桜組の全員は國蒼を頼りにしている。

　婦人科学にとりわけ熱心なのが純子だ。いち早く挙手をして質問をする。

「國蒼さま、子宮に宿った子どもが魔に狙われやすいのですよね。私たちは母体をどうしてあげればいいのでしょうか」

「確かに胎児が魔に狙われることもあるが、桜組はまだ考えなくてよろしい。君たちは、まず基礎的なことを学ぶ時期だ。それを知っていてこそ、病や魔に対応できる。それに純子くん、今日の講義内容は内分泌だ」

　質問内容が違うことを指摘された純子は、やや不服そうだった。たまに彼女は暴走するが、それは、意欲余ってのことなので、誰も気にしない。

　皆も早く魔について知りたいのだ。だが、桜組の一年間にその機会はない。

  授業が終わったとき、國蒼は葉子を呼び止めた。

「いまから仕者の部屋へ来なさい」

「えっ……はい」

　由嘉里と豊実が声に出さずに「頑張って」と言ったのを、李鈴が横目で見ていた。

　仕者の部屋は、一般の学校では職員室のことだ。花片高校のそこはいつも空っぽで誰もいない。医の仙の仕者は、授業以外は医の仙人の使いとして、ありとあらゆる病人の元へ行っているからだ。

　葉子はドアをノックした。

「失礼します。桜組、葉子です」

「お入りなさい」と女性の声がした。葉子は、一瞬戸惑ったが、ドアを開けた。

　驚いたことに、中には五人の仕者と子薫がいた。

「おかけなさい」

　強張った顔の葉子に、仕者の司、花晶が椅子を示した。







　葉子の前には、花晶、國蒼、火乃子、望輝ぼうき、寒竹かんだけ、そして子薫が並んでいる。

「葉子さん、リラックスして」

　子薫が優しい声はありがたいが、こんなに怖い仕者が並んでいるのだ。リラックスしろと言われても出来るわけがない。葉子は大きく息を吸った。

「その後、何ごともないか」

　花晶が尋ねた。彼からは芳香がする。微かなのに身体に入ってくる香りは、どんな花よりかぐわしく、神秘的で、葉子の緊張は解けてきた。

「はい。……あの……一回だけ、あの風の方をお見かけしました。三週間くらい前の早朝、飛んでいらっしゃるのを見ました」

　葉子は言葉を交わしたことは省いた。

「あの……ご報告しなくてすみませんでした」

「構わない。見かけただけだろう？」

　葉子は肯いた。その場にいる誰もがその嘘を見抜いていたが、責めなかった。

「今日の昼、突風が吹いたのを知っているか」

「はい。ちょうど廊下にいたのですが、すごくて！　中庭の木、一本だけ花が全部散ってしまってました。あの……」

「どうした」

「お友達二人と一緒だったのですが……あの……私、見ちゃったんです」

　手を硬く握りしめて、葉子は言葉をつないだ。

「彼女たちはなにも見ていない感じだったので、言えなかったのですが……。風の方たちの一群がすごいスピードで暴れてらしたんです。お花も中の一人が風をぶつけたから散っちゃったんです」

　こんなふうに、と葉子は風の男のポーズを真似て見せた。

「どんな一群だ」

　花晶が冷静に聞いた。

「とても怖い、乱暴な感じの方達でした。大人で、人間でいうと二十代から三十代くらいです」

　葉子は國蒼を見て、「ごめんなさい」と謝ってから、続けた。

「國蒼さまみたいなお姿で、もっと怖い男の人たちでした」

　その表現に寒竹が小さくぷっと吹き、國蒼の眉間に一本だけ皺が寄った。

「確かに礁跳しょうちょうならば、國蒼並の体つきだな。あれは礁跳の組だ」

「組頭さまは礁跳さまとおっしゃるのですか」

「そうだ。奴らは花を散らしていきおった。意味が分かるか」

「……分かりません」

　葉子は自分になにを問われているのか考えた。それがしばしの沈黙となってしまった。

　花晶がまた尋ねた。

「同じ場にいて、礁跳たちを見たのはそなただけなのだな」

「ええ、そうみたいです。もしかしたら、彼女たちも見えていたのかも知れませんが、なにも言いませんでした」

「さようか。今までにそなただけに見えたものはあるか」

「いいえ。ないと思います……多分。私、霊感とかもないですし」

「ふむ。では、これから充分に気をつけなさい。見えざるものが見えたり、聞こえざるものが聞こえたりすることが出てきたら、すぐに我らに言いなさい」

「はい」肯きながら葉子は、そんな日が来るわけがないと思った。

「礁跳たちは、魔の気を運ぶこともある。それが奴らの宿命で、奴ら自身にはどうすることもできぬ。花を散らしたのは、警告だ」

「はあ……」

　警告という言葉にぴんと来ない顔の葉子に、國蒼が補足した。

「この学校には、生徒と同じ数の木がある。それぞれが違う花を付ける。生徒は花だ」

　葉子は背中がひやっとした。

「え、じゃあ……あの花は、誰か、なんですね。私、ですか」

「いや、違う。案ずることはないよ」

　答えたのは寒竹だ。黙っていればクールで清々しい青竹だが、中身はあたたかでユニークな綿のような仕者だ。

「葉子くんはまだそのままでいいんだ。ただね、君が危ない目に遭わないように、防禦の術をかけておきたいんだ」

「防禦の術？」

「君を守るため」

　にっこりと寒竹は笑った。







　葉子が唇を尖らせてひどく困った顔になった。

「あの……それ、私より、ほかのみんなにかけていただけませんか」

「どうして？」

「あの……あの……みんなにはお父さんやお母さんや家族がいて、もし、何かあったらとっても悲しまれると思うんです。私は最初から両親がいませんし、育ててくれた祖母も亡くなりましたから、なにがあっても大丈夫なんです。だから……」

　普段のほほんとしている葉子がそんなことを考えていることに、仕者の誰もが驚いた。

「君はいい子だねえ」

　寒竹は手からぱっと笹の葉を出して、葉子の胸ポケットに挿した。葉子が見ると、挿されたはずの葉がふっと消えた。

「え！」

「ご褒美。清らかでいられるようにね」

　寒竹は片目を瞑った。

「そんなにでかい目をすると、魔も逃げるだろうな」

　國蒼が碁石のような大きさの白い石を、座っている葉子の腹に置いた。その石もすぐに消えた。

「魔の子を孕まぬようにだ。おまえに本当に愛する男ができたとき、その石はなくなる。それまでは乙女でいるようにな」

　いままで黙っていた望輝が、黙ったまま寄ってきた。葉子は魅入られたように望輝の目を見た。女性形の望輝は、自分の耳飾りを葉子に付けた。それもまた一瞬でなくなってしまった。

「より聞こえが良くなるようにだ」

　説明したのは火乃子だった。

「強い心は魔をはねのける」

　火乃子が両方の掌を上に向けると、小さな炎が立ち上がった。それはくるりくるりと小さな弧を描きながら、葉子の左胸めがけて飛んできて、身体の中に入った。

　じっとそれを目で追った葉子は、炎と同じように竹笹も小石も耳飾りも全部体内に吸収されたのを理解した。恐怖心はなかった。

　最後に花晶が小さな結晶のようなものを葉子に嗅がせた。花晶と同じ香りだが、かなり強く、頭の中心がくらっとして、目の前が暗くなった。




＊＊＊




　相変わらず、葉子は早朝に目が覚めていた。カーテンを開けて、流香の姿を山の中に探すのも毎日のことだった。

　今週はずっと午前中の授業のテストが行われている。

「パコちゃん、今日は数学だろう？　調子はどう？」

　朝食の場で、芽生が訊いた。

「うー、公式が頭からこぼれそうです……。耳から出ちゃうかも」

　葉子は両耳を塞いでみせた。

「あれ……」

「どうしたの」

「いえ。数字がこぼれるー」

　葉子はふざけて言った。が、内心は心臓が飛び跳ねていた。いま、耳に手を当てたとき、誰かの声が聞こえたのだ。

「パコちゃん、頑張ってるから、大丈夫だよ」

　芽生が微笑むと、横から純子が猫なで声を出した。

「今回は再試がないといいわねえ」

「ほんと。毎回、再試用の問題作ってくださる先生方に申し訳なくって……」

　純子の嫌味を、葉子は素で返した。

「パコちゃん、今度は大丈夫だと思うよ」

　隣の席から、志真が口をはさんだ。

「いままで、パコちゃんはホントにビリだった。階段で言うと平均の百段くらい下にいたのよね。でも、この頃はすぐ後ろ、二段くらい下のところ。この二段くらいはすぐに追いつけるよ」

「志真ちゃん、ありがとう」

　葉子の礼に、志真は味噌汁を飲みながら箸を、いいの、と振った。

「芽生さんの前でお行儀が悪いわよ」

　悔し紛れに純子は言い、芽生に向かって続けた。

「芽生さんも、病院実習お忙しいんでしょう？　夜間実習も始まったのでしょう」

「そうなんだよね。今週から順番で深夜勤もやってるんだ。昨日は流香で、僕は明後日だ」

「深夜勤でも朝まで病院でしょう？　じゃあ、明後日は芽生さんと朝食ご一緒できないんですね。淋しい」

　くねくねと純子は身を捩った。

「まあ、あの病院から夜中にここまで帰るのは危ないからね。昼前まで患者さんをお世話することになってる」

「そうなんですかぁ」

　では、今朝の流香はどういうことだ。安積のふもとの須賀病院からここまでは徒歩だと一時間はかかる。あの時間に山に登ろうと思えば、実習時間内に病院を出なければならない。それより、さっきの声は誰のだろう。

「うー、ややこしい……」

「パコちゃん？」

「あ、わ、すみません。ちょっと数学のこととか考えちゃって。ごめんなさい、お先に失礼します！」

　葉子は慌てて席を立った。







　授業前の誰も通らない階段、教室のざわめきがまだ聞こえる。手すりの陰で葉子は両耳にそっと手を当てた。

『よく見ろ、よく考えろ、我の声を聞け』

「は？　なにこれ……」

　男でも女でもない声。

「数学のテストのアドバイス……じゃないよねえ」

　先日の仕者の部屋での出来事は、葉子の記憶から消されていた。

　授業開始一分前の予鈴チャイムが鳴った。

「うわ、やば。テストなのにー！」

　葉子はぱたぱたと駆けだしたが、教室の手前で足を止めた。

　中庭の椋の木に寄り添う流香の姿があったのだ。

「流香さんだ……ん？」

　椋の幹に両手をついている流香の、その指先が薄紫に光っているように見える。

　葉子はよく見ようと窓に顔を近づけた。

　流香の手首から先が、紫水晶のような透明になっている。

「あ、わ、流香さん、手が！」

　みるみるうちに流香の肘までがきらめきながら薄紫に染まってきた。

　葉子はそのまま教室を通り過ぎて、中庭に出た。

　足音を立てないようにそっと近づいた。

　朝の光あふれる中庭の、椋の木陰。薄水色のストライプ、フレアスカートのワンピースはパフスリーブ。それに白のエプロンが病院実習用の制服だ。流香にとてもよく似合っている。そのパフスリーブから出た細い両腕が既に薄紫の透明になっている。

　気配を察したのか、流香が葉子を見た。

　瞳が紫に光っている。

「パコちゃん……」

「おはようございます」

　なんと言っていいか分からず、葉子は挨拶した。

「パコちゃんには見えるのね。気持ち悪いでしょう」

「いいえ、とてもきれいです」

「これが？」

「紫の水晶みたいで、きれいです」

「パコちゃんにはそう見えるのね……」

「他の人には、見えないんですか？」

「ええ」

　流香の長い黒髪に木洩れ日がちらちらと輝いている。

「あなたの力は本当に強いのね。芽生も相当強いけど、それ以上だわ」

「私、よく分からないんです。だって、みんなみたいに何かできるとか、何にもないんですもの」

「ねえ、私の変化はよほどの力がないと分からないわ。芽生にも見えてない」

　こんなにはっきり違うのに。葉子は不思議に思った。

「これは、魔よ」

「え、え、ええええええっ！　それって、えっ、わっ、どどどどどうしたら、どうしたらいいんですか！　どうしましょう！　どうします？」

　慌てた葉子は思わず流香の腕に触れた。

「きゃっ！」

　流香はがくっと膝をついた。

「え、わ、わー！　流香さん！　流香さんっ！」

「……はな……し…て……」

　掴んでいた腕を葉子が放すと、流香は大きく息をついた。

「なんて……力……」

「大丈夫ですか！」

　葉子が抱き起こそうとすると、流香は首を振った。

「ごめんね、触らないで。魔が反応するみたい」

「どうしよう……。誰か呼んできます」

　ぐったりとしたまま、流香はまた首を振った。

「いいの。大丈夫。ね、ほら、見て」

　両手を突き出した流香に、葉子は目を見開いた。

「うわあ！　あ、あ、あ、だんだん戻ってく！」

　するすると流香の腕から透明感が消えていく。

　流香も葉子も無言でその様子を見つめた。

　すべての色が消えて普通の手に戻ったとき、葉子はぽろぽろと涙をこぼした。

「やだ、パコちゃんが泣くことないのに」

　そういう流香も泣いていた。

「喜びを壊して悪いが、一時的なものだ」

　いつの間にか、後ろに花晶が立っていた。

「花晶さまっ！」二人は凍り付いた。

　流香が深く頭を下げた。

「申し訳ありません！　黙っていて、本当に申し訳ございませんでした。許されることだとは思っておりません。今すぐ、出て行きます」

　葉子は流香と花晶を交互に見た。

「そなたの魔を我らが知らぬとでも思っていたのか」

「花晶さま……」

「来なさい」

　流香について葉子も花晶の後に続いた。

　建物の中に入ったとたん、花晶はくるりと振り向いた。

「葉子、数学の試験はどうした」

「あ！　あ！　あああああ！　花晶さまあ！　すっかり忘れてましたあ！」

「再試験だな」

「うー」

　涙目で唇を尖らせる葉子に、流香は気の毒そうに「ごめんね」と謝った。
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　仕者の部屋には、花晶と火乃子、寒竹がいる。

　三人の前に座る流香には、ほかの仕者の気配もあちこちに感じられた。

「隠していて本当に申し訳ございませんでした。言い訳になってしまいますが、患者さんにはご迷惑をおかけしないように、魔が出ていないときだけにしておりました」

「看護師になるには正しい心がけだな」

　皮肉っぽく言ったのは火乃子だ。

「経緯を教えてくれる？」

　珍しく寒竹が厳しい顔になっている。

「はい。最初は百合組になってすぐの頃でした。救命救急の実習で、町の病院に行ったときです。事故に巻き込まれた方が搬送されてきました。とても酷い……手足の骨折、内臓破裂、顔面損傷、頭蓋骨骨折の患者さんでした。ドクター達が処置をされている間、ふと上を見ると、その患者さんが浮かんでいらっしゃいました。オペ室や救急ではよく見ます。そのまま天に昇られる方もおいでですし、元のお身体に戻る方もいらっしゃいます。その方は、お一人でなく、二人で浮かんでいらっしゃたんです。私はすぐに魔だと思いました。その瞬間、患者さんのお顔を見てしまったんです。閉じていた瞼が一瞬、開きました」

「患者の魂が離れたのか」

「おそらく。同時にモニターが一斉に鳴りました。血圧、心拍数、酸素飽和度……全部が異常値でした。私、夢中で浮かんでる魔を掴んで引っ張ってしまいました」

「無茶するなあ。僕、授業で教えたよね。見えても手出ししちゃダメだって」

　寒竹はむっとした表情だが、叱る口調ではない。

「まあ、初めてなら気持ちは分からないでもないし、もっと強く教えなかった僕も悪かった。たまたま、君が連れてきた魔が小者だからこれで済んだけどね。もうしちゃダメだよ」

「小者……」

「そう。病院によくいる。抜けたばかりの魂が大好物」

　続きを火乃子が引き取った。

「人の寿命は決められている。どんなに延命処置をしても、『そのとき』は来る。無理矢理、寿命を縮めたり、人を苦しませる魔には立ち向かわなくてはならないが、この世での役目を終えた魂をつかまえるだけの魔は捨て置いて構わない。魂は必ずしかるべき場所へ帰るのだから」

　流香はうつむいて肯いた。

　窓に下ろしたブラインドの隙間から、午前の明るい光が細く入り込んできた。寒竹がブラインドを調節して、光を遮断した。

「そなたは、その魔を飼い慣らせ」

　花晶の言葉に、流香は顔を上げた。

「魔を……飼い慣らす……？」

「そうだ。我らがその魔を取ってやるのは簡単だ。だが、それだけ同化しておれば、飼い慣らす方が、そなたのこれからに役に立つ」

「私はこのまま魔になっていくのですか」

「ならぬ。我らがさせぬ。安心せよ」

「怖い、です」

「だろうな。不安で当然だ」

　流香の眼がまた紫にきらめき始めた。

「魔を制御できるようになるでしょうか」

「望輝ぼうきが教える」

　花晶が静かに言った。

「そなたにしろ、ほかの生徒にしろ、魔に直接手出しはするな。それは看護師になってからも同じだ。あくまで魔を封じるのは医師の役目で、そなたたちの仕事は別だ。そなた達がおらねば、医師も動けぬ重要な仕事だ。わかっておるな」

「はい」

「望輝の修行は厳しいぞ。耐えろ」

「よろしくお願いいたします」

　流香は深々と頭を下げた。

「明日からは、もう滝に打たれずともよい。そなたは充分に清浄になっている。それに、望輝の修行に入れば必要ない」

　花晶に言われ、流香はぎょっとした。毎朝、山の滝で身体を清めていたのを知られているとは思わなかった。

　火乃子が表情を変えずに言った。

「水呼が毎朝結界を張っていたのだ。でないとずぶ濡れの乙女など、風の一族の格好の餌食だ」

「申し訳ございませんでした。水呼さまにもあとでお詫びと御礼に参ります」

　赤くなる流香は、年相応で愛らしい。

「よい。その辺で聞いているだろう」

　火乃子の声に、水呼が気配で応えた。







「花晶さま、ひとつ、お伝えしなければならないことがあります」

　流香は改まって言った。

「なんだ」

「私のことではありません。パコちゃん……葉子さんのことです」

　続けろ、と花晶は促した。

「彼女が予知夢を見ることをご存じでしょうか。身体のリズムや、その日にあった出来事などとは関係なく、不定期に同じ夢を幼い頃から繰り返して見ているそうです。その夢を見た次の日には必ず抜き打ちテストがあると言っていました」

「抜き打ちテストか……」

「何かの暗示かもしれませんが。毎回、色のないモノクロの世界で、街なかを走っているそうです」

「さようか」

「葉子さんの力は強いと思います。先ほども、私に触れたとたん、魔が非常に反応しました。私が申し上げることではないのは分かっておりますが、彼女は看護師でなく、直接、魔と戦う医師になるほうがいいのではないでしょうか……」

「それは難しいだろう」

　花晶の言葉を、寒竹が苦笑しながら補足した。

「あのね、医師になるには医学部で六年教育を受けて、国家試験、研修医、そこからやっと我らの修行。まず、医学部に彼女をどうやって入れよう？　医の仙人さまは不正は絶対にお許しにならないから、実力で通ってもらわなきゃね」

　葉子の成績は、いまだってやっとなのだ。流香も肯くしかできなかった。

　花晶が流香の目を見て言った。

「そなたには、そなたしかできない役目がある。葉子もほかの生徒も同じだ。ここにいる者たちには看護師としての適性がある」

「余計なことを申し上げて失礼いたしました」

「いや。仲間のことを気づかうそなたの心はうつくしい。貴重な宝だ。大切にせよ」
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　葉子は教室で一人、数学の再試験を受けていた。

「うー……これ、どうやって解くんだっけ……」

　二次関数のグラフをぐりぐりと書いて、自信のない答えを出した。

「合ってんのかな……うー」

　葉子がほおづえをついたとき、何かが聞こえた。

『よく見ろ、よく考えろ、よく注意しろ』

「えー、だぁってえー」

　思わず声に出してしまった。教師がこちらを向いたので、葉子はあわてて机に目を落とした。

「注意しろ、よく見ろって……だって、ここはＹが２の時……あれ？　あ！」

　ゴシゴシと消しゴムでグラフを消して、書き直した。

「できた！」

　葉子が解答を書き終えると、先ほどまで黒板の横で遊んでいた光の子どもが、葉子の机に飛んできて、くるくると舞った。

「ありがと」

　小さくちょんと光の子をつついて、葉子は解答用紙を提出した。

　教師はその場でチェックし、にっこりと笑った。

「よく頑張りました。合格です」

　葉子はこの教師の笑顔を初めて見た

「まだ次の単元がありますよ。この調子で授業についてきてください」

「はいっ！　ありがとうございます！」

　光の子が葉子の足元で飛び跳ねている。教師はそれをじっと見た。

「私も長くこの学校におりますが……まだまだ不思議なことが沢山ありますね。私には分かりませんが、葉子さんにはこの現象がお分かりなんでしょうか。あ、ちなみに、私にはただ、光がピカピカ木洩れ日のように光っているように見えています」

「うー、あの……光の子どもが遊んでるんです」

「光の子」

「ええ、光の子」

　教師は眼鏡を押し上げて、もう一度見直した。

「私にはやはり理解不能のようです。光の子……見えたら楽しいでしょうね」

「かわいいです」

「そうですか」

　光の子は、くるりくるりと教師の足元で踊った。







　寮に入ったところに茶話室がある。葉子が戻ってくると、そこで由嘉里、豊実、千種が待っていた。

「パコちゃん、どうだった？」

「へへー！」

　Ｖサインで入ってきた葉子と、三人はハイタッチして笑った。

「ねえねえ、明後日のお休み、裏山の泉に行かない？」

　千種が提案すると、由嘉里がクスクス笑った。

「占いの泉でしょ」

「なあに、それ」

「裏山の上の泉でね、占いができるんだって」

　千種が身を乗り出した。

「将来とか、彼氏がいつできるかとか分かっちゃうんだって。すごく当たるって菊組の人が言ってたの」

「行きたーい！」

　四人は盛り上がった。

　二日後の早朝。休みの日は昼まで寝ている豊実は、まだ寝癖がついたままの頭で部屋から出てきた。

　葉子、由嘉里、千種が声を揃えた。

「トミーおはよう」

「……おはようさん。朝っぱらから元気やなあ」

「トミーの分、食堂のおばさんにサンドウィッチ作ってもらったよ」

「さんきゅ」

　四人は裏山を登り始めた。薬草採取で見慣れた道だ。

「パコちゃん、はぐれないでよ。またさらわれたら困るし」

「うん、大丈夫」

「私が後ろについてる。誰か来たら蹴り倒す」

　豊実が豪快に言った。

　中腹まで来たとき、葉子は振り返った。

「どしたん？」

「んー。私の部屋から見たら、この辺ってどう見えるのかなって思って」

「ただの山やん」

「あはは、そうよね」

　葉子は以前、流香がいたのはこの辺ではないかと思った。

　一時間ほど登った頃、千種がふう、と息をついた。

「もう少し上に滝があるよ。そこで休憩しようか」

「ああ、それで水音が違うんや」

「トミーよく分かるね。私、同じに聞こえる」

「微妙に違う。歩きながら聞いてみ。早瀬のところとか、瀞とろになってるとことか分かってくるから」

「へえ、注意してみよっと」

　葉子は耳を澄ませながら歩いた。

　少し登ると、確かに音が違ってきた。

「滝！」

　四人で脇のクマザサをかき分けていくと、見事な風景が現れた。

「きれい……」

「山水画みたい」

　狭い岸の丸い石に座って、足を流れに付けた。

　豊実はサンドウィッチをぱくついている。

「気持ちいいー！」

「ねえ、清めの滝……じゃないかな、ここ」

　由嘉里が呟いた。

「清めの滝？」

「あー、聞いたことある。魔の汚けがれを落とすんだよね」

　葉子の問いに、千種が答えた。

「ああ、それで……」

　流香は毎日ここに来ていたのだ。きっとそうだ。葉子は確信した。毎朝こんなところまで登るのは、さぞ大変だっただろう。それほど、あの出来事は流香にとって本当に苦しい悩みだったのだ。その辛さを思うと、葉子は胸が痛んだ。

「パコちゃん、どうしたの」

　千種が横に座った。

「ここにお清めに来る人って、悲しい思いをしたんだろうなって思って」

「そうね……」

　四人はしばらく黙って滝を見つめた。







　また一時間ほど登ると、突然平坦な場所になり、ぱっと視界が開けた。

「うわあ！」

　木々に囲まれた場所の中央に、柔らかな草地に縁取られた泉があり、その奥に細い滝が落ちてきている。

　光の一族が水面をきらめかせて、葉子たちを歓迎した。

「すごく透明。ほら、底まで見える」

　由嘉里が覗き込んだ。

「ほんま。めっちゃきれい」

「これでどうやって占うの？」

　葉子が千種に聞いた。

「葉っぱを浮かべるんだって。浮かべたら、分かるって……そういえば、なんで分かるんだろ？」

「え、なに、そんなアバウト？」

「うーん。分かるらしい」

　豊実がさっさと葉っぱを四枚取ってきて、配った。

「やってみたらええやん」

「そうよね」

　葉子が首を捻った。

「聞きたいこと、言うのかな？　だって、占ってくれる人だって、何聞きたいか分かんないと答えられないんじゃない？」

「心の中で聞けばいいんじゃない？」

　千種が葉っぱを胸に当てた。

　三人も同じように葉っぱを胸に当ててから、そっと水に放した。

　風も吹かず、鳥の声も聞こえない静寂。四人は息をころして水面みなもに浮かぶ葉っぱを見つめた。

　千種の葉っぱは、すいっと右横に流れ、泉の縁を漂い始めた。千種はそれを追った。

　まっすぐ左斜めに進んでいくのは、由嘉里の葉っぱだ。由嘉里もついていった。

　豊実の葉っぱはどこからともなく現れた雀がくわえて、少し先に浮かべなおした。葉っぱはそこからゆらゆらと横に進んでいく。豊実は、少し早足で追いかけた。

　三人が場を離れるのを待っていたかのように、葉子の葉っぱがくるくると回り始めた。それをじっと見ていると、葉子の視界からいきなり色が消えた。







　黒と白と灰色の世界。

　目の前にあるのは自然あふれる泉ではなく、ごみごみした街角。ほこりっぽさに一つ咳をして、葉子は飛ぶように走る。

「助けるから！　いま行くから！」

　人の生死がかかっている。

　皮膚を切るような冷たい風が吹き付ける。しかし、葉子の身体の方が熱い。熱を発しているのは葉子だけだ。

「どこ？　どこにいるの！」

　葉子は医療器具の入ったバッグを持っている。それを必要としている人がいる。だから、急がなければならない。

『ガ……ガ……カガ……ガ…カ…』

　誰かの声が聞こえる。

　買い物をする人、バスを待つ人、学校のそばには子ども達の集団、ビジネス街を歩くのはサラリーマンとＯＬ。人は動き、車や電車が走っている。でも、そこに色はない。

　誰も笑っていない。生きて、生活しているのに、人々に笑顔はない。

　病やまいの魔のせいだ。

「笑加さん、来てください！　みんなに笑顔をあげて！　子どもは笑ってなきゃだめ。みんな、すごく悲しそう。お願い、吾歌音ちゃん、歌って！　みんなが楽しくなるように」

　葉子は叫んだ。

「お花！　黄菜ちゃん、お花を！　みんなにお花を。いい匂いの、きれいな色のをたくさんあげて。みんなが幸せになるように」

　壊れたビルの一室で、横たわっている女性が何人もいる。皆、腹が大きい。妊婦だ。悲しそうで、辛そうで、出産の喜びなどどこにもない。だれも子どもを望んでいない。陵辱の末の妊娠だ。

　猛烈に腹が立った。

「純ちゃん！　純ちゃん！　助けにきて！　あなたが必要なの。お母さん達に希望をみせて」

　生まれた赤ちゃんが、別の部屋に押し込まれている。劣悪な環境だ。泣く力もなく、輝きのない暗い目をした赤ちゃんたちが床に転がっている。

「こんなの、許さない……。千種ちゃん、赤ちゃんをお願い」

　葉子は駆ける。廃墟のような街の一角。そこここに気配は感じるのに、人が見えない。傷ついた人々の恐怖心が周囲を覆っている。

「志真ちゃん、見えるよね。美樹、分かるよね。あななたちと医師せんせいなら、治せる！」

　そうだ。看護師は医師と一緒にいるのだった。志真が組む医師は、志真の能力を最大限に引き出せる。裂帛の気合いで魔に向かう医師が、美樹とペアを組んでいるはずだ。

　仲間に頼めば、大丈夫だ。彼女たちなら、絶対に人々を助けてくれる。

　笑顔を、安らぎを、幸せをみんなに取り戻してくれる。葉子は仲間を信頼していた。

　葉子の走る速度が上がった。身体が浮くのは、誰かが横で一緒に走ってるからだ。安心できる仲間。

　老人達は、息も絶え絶えだ。落ちくぼんだ目に、動かない手足。寝返りすら打てない身体に、小さな魔が群がって魂が抜けるのを今か今かと待っている。

「魔……この魔、知ってる。これを操れるのは……流香さん！　おじいちゃん、おばあちゃんをお願いします。ねえ、トミー。雀のさえずりはどこから聞こえる？　おしゃべり雀の楽しいお話。私たち、いつも楽しかった。あなたのお話は、明るくて面白くて、元気になる。免疫力を上げる力がある。ねえ、みんなに聞かせてあげて」

　白の明度が低くなって、周りは灰色と黒の世界に変わってきた。葉子の身体は風に乗って走っている。

「急がなきゃ。もう少しだよね」

　葉子はバッグをしっかり抱えた。

　びゅんびゅんと景色が通り過ぎていく。住宅街に暗い影が立ちこめている。

「ああ、ここも病の魔に……。こんなに濃い影は強い力でないと。李鈴ならこの人達を救えるよね。頼めるよね。ウイルスや細菌なら薬で治る。でも、これは魔のせい。李鈴にしかできないよ。重篤な人は、由嘉里ちゃんが病院で引き受けてくれるから、絶対に大丈夫。大丈夫！」

　自分にも言い聞かせるように葉子は言う。

『……ガ……カガ…カ……カガ……』

　一緒に走る仲間が何か言うが、葉子には分からない。ただ、前へ進むだけだ。

「あ……私の医師先生はどこなんだろう。あれ？　私、医師を捜してる……？　患者さんが待ってるのに。助けなきゃいけないのに」

　走って走って、走って。

　ビルの間、商店街、マンション群を駆け抜けて。

　もうすぐだ。すぐそこに医師がいる。患者がいる。葉子を待っている。

　角を曲がると、目の前に巨大な壁が立ちはだかった。

　一緒にいた仲間が、葉子の手を引っ張って、空中高く飛び上がった。

  壁は成長するかのように高さを増して、葉子の進行を阻む。だが、大丈夫なのを葉子は知っている。いま、手をつないでいる仲間がいるから。

　思い切り飛んで、壁を越えた。

「うわっ！」

　赤、朱あか、紅あか。モノクロームの世界が、一瞬にして血あかく染まった。

　べったりと粘る赤い色ですべてが塗りつぶされている。もう葉子は走っていない。ただ、呆然と立ちすくんだ。







　顔に冷たい刺激を感じて、葉子は目を開けた。

　飛び込んできたのは明るい緑、空の青、まばゆい光。

「気分悪い……」

　ぐらりと身体が揺れたのを、誰かが支えた。

「おい、大丈夫か」

「……誰……？　あ……あなた……」

　いつかの風の一族の少年だ。

　少年は葉子の前髪をちょっと上げて、額を拭った。

「ごめん。泉の水、かけたから」

「ううん。ありがとうございます」

「何を見た。泉は何を告げた」

「わかりません……怖かった……。すごく、すごく怖かった……」

「そうか……」

「泉のお告げって、本当なんですか」

「ああ。真実を見る。おまえ、何を見た」

　葉子は言葉に出来なかった。あんなのが現実であるはずがない。

「相変わらず、でかい目だな」

「うー。あ、みんなは？」

　ほかの三人はそれぞれ葉っぱが行き着いた岸でぼんやり座っている。

「泉の水をかけてやれば、戻ってくる」

　少年に言われ、葉子はまず千種のところへ行き、泉に手を浸して、濡れた手で頬に触れた。

「……あ、パコちゃん」

「何か見えた？」

「うん。私ね、たくさんの赤ちゃんと一緒だったの。きっと周産期か新生児の病院に行くんだと思う」

　千種はにこにこと笑った。

「……幸せだった？」

「ええ、とっても！　赤ちゃんはどの子も可愛いし、とってもやりがいのある仕事の気がする」

「そう。よかった」

　葉子はちらりと少年を見た。彼は「何も言うな」と目配せした。

　葉子と千種で、同じように由嘉里と豊実を泉の水で現実に戻した。

「トミーはどうだった？」

「うーん、老人病棟にいたんやわ。毎日、じいちゃんばあちゃんの昔話聞いて、笑って、泣いて。お見送りもしてたけど、私、みんなに尊厳のある生活を、って頑張ってた」

「私は、すごく大きな病院の救急にいたの」

　由嘉里は照れた表情をした。

「外傷や脳血管、心臓、循環器の急患と魔にやられた患者さん、みんなまとめてかかってこーい！って。すごく恥ずかしいんだけど、私、ものすごくバリバリ仕事してた。それでね、ペアを組んでた医師先生と結婚したの！」

「きゃー！」千種と豊実が歓声をあげた。

「それでそれで？」

「なんにもないわよぉ」

「いいなあ。カッコイイ先生なんやろな、きっと」

　はしゃぐ三人の横で、葉子はあまりの違いに驚いていた。

「パコちゃんは？　どうだった？」

「え、あ、うー。うー。なんかね、走ってた。バタバタしてるの、今と変わんないみたい。ずっと落ちこぼれなんだわ。うー」

　葉子は曖昧に言った。風の少年がそれでいい、と肯いた。







　きゃあきゃあと今見たものを語る三人を置いて、葉子は立ち上がった。

「ちょっとお散歩してくるね」

「遠くに行っちゃダメよ」

「うん。そこの林、見てくる」

　気分の悪さを笑顔で隠し、葉子は木々の間に逃げ込んだ。

「大丈夫か」

「ええ。あなたの姿、彼女たちには見えないんですね……」

「そうらしいな。別に術は使ってないんだが。おまえ、パコっていうのか？」

「葉子です。でも、みんなはパコって呼びます。あなたは？」

「夏狩かがり」

「夏狩さん。もう落とさないでくださいね」

「二度と。絶対に放さないから」

　思いがけず真剣な目で言われたので、葉子は視線をそらせた。

「おまえ、何を見た」

「……色のない世界。いつも見るの。昔から。でも、こんな長くて怖いのは初めて。なにかテストがあるのかな……。ちょっと違う感じだから、テストじゃないのかな」

　葉子は立っていられず、木の根元に座り込んだ。

「おい！」

「平気です。……嘘です。平気じゃない。気持ち悪い。怖い……」

　我が身を抱くように葉子は身を縮ませた。

　そよそよと優しい風が頬を撫でる。

　しばらくそうされていると、葉子は少し気分が落ち着いてきた。薄目で見ると、夏狩が風を操っていた。

「本当はおまえの不安を吹き飛ばしてやりたいが、見たものは現実だ。いずれ本当にやってくる。泉は真実しか見せない」

「あんなのが、現実……ありえない」

「あるって。色のない世界か。どこだろう。俺はあちこち旅しているが行ったことはないな」

「街は、普通なんです。人も普通。でも、みんな魔にやられてるんです。私、そのなかを走ってるんです。どこかに私の患者さんがいて、待ってるから。……あ！」

「どうした」

「私、誰かと一緒にいた……誰だろう。すごく信頼できる人。うー。飛べたんですよね……。案外、夏狩さんかも」

　やっと葉子に笑みが浮かんだ。

「俺？」

「違いますね、きっと。私、夏狩さんを知りませんし。ごめんなさい」

「何かあったら俺が助けてやる。困ったときは俺を呼べ」

「……どうして、ですか」

　葉子の大きな瞳が夏狩を見つめた。

「おまえに興味がある。おまえ、危なっかしいから、助けてやる。俺を信じろ」

「うー」

　葉子は唇を尖らせた。

「その顔、かわいいぞ」

　夏狩がにっと笑い、すぐに真面目な顔をした。

「泉に告げられたこと、花晶に話せ。包み隠さず、全部だ」

「花晶さまに……」

「そんなに怖がる程の内容だったんだろう？」

　こくりと肯く葉子に、夏狩は言い聞かせるような口調だ。

「おまえさ、自分がバリッバリに守られてるの知ってるだろ。仕者たちの気がおまえを包んでる」

　不思議そうな顔で葉子が首をかしげた。

「ま、いいや。とにかく、絶対に花晶に言えよ」

「はい」

　夏狩は、「よし」と笑って、後ろを指さし、飛び上がった。

　葉子が振り返ると、由嘉里が木々の間を探していた。

「パコちゃん、ここにいたの」

　言いながら、由嘉里は上を見た。

「風の方？」

「うん。見えた？」

「見えないけど、気配でわかった。大丈夫？　何もされなかった？」

　由嘉里は横に座った。柔らかな下草に木洩れ日が揺れた。

「うん。いい方だったの」

「よかった。ねえ、パコちゃん。私ね、きっと救急で頑張る。頑張って、パコちゃんの後方支援するから、安心して患者さんを任せてね」

「……由嘉里ちゃん？」

「よく分かんないんだけど、さっき見たのよ。パコちゃんが魔に向かっていく姿。私は絶対に患者さんを断らないから、どんどん回して。ああ、もう、自分で何言ってんのか、ホントによく分かんない。分かんないけど、私を頼って。任せて。忘れないで」

　由嘉里は葉子の手を取って、ぎゅっと握った。




＊＊＊




　花片高校・看護学校の生徒たちは、五年間、親元を離れる。休みはほとんどないので、帰省はしない。親たちは折々に何かと荷物を送ってくる。豊実の親はそれが結構頻繁だ。

　段ボール箱を抱えた豊実は、葉子の部屋をノックした。

「パコちゃん、お裾分けー！」

「入ってー」

　豊実がドアを開けたとき、廊下を歩いてくる李鈴と目が合った。

「あ、李鈴。ちょっとちょっと」

「なに」

　無視したかったが、李鈴は一応返事して近づくと、豊実に引っ張られて否応なしに葉子の部屋に入ってしまった。

　豊実が箱の中身を床に広げた。

「きゃー、かわいいー」

「……」

　葉子と李鈴の反応は対照的だが、二人ともこまごまとした雑貨類を見ていた。

　箱の底からハート型のクッションを出して、豊実は李鈴に渡した。

「李鈴、座りぃな」

　カラフルで可愛らしいハンドタオルやポーチ、文房具、小さなぬいぐるみなどが並んでいる。

「これ、なに？」

「うちの親、こういうの大好きやの。いらん、って言うても送ってくるんやわ。どれでも好きなん、持ってって。頼むわ……」

　豊実は拝む仕草をした。

「いや、悪いし」

　もらう義理はない。李鈴は膝に乗せていたクッションを返そうとしたが、豊実の方が先にそれを押しとどめた。

「悪くないねん。持ってって。マジでお願い。ほんま困ってんねん。助けると思って！」

「親に言えばいいじゃない」

「言うて聞く親やったら、こんな状態にならへん」

　豊実はため息をついた。

「トミーのご両親は、心配なのよね」

　葉子がフォローすると、豊実はもう一つ大きなため息をついた。

「大げさやねん、なんでも」

「いいじゃなーい。私、嬉しいよ。この子、遠慮なくいただくね。ありがと」

　ウサギのマスコットの手を振って、葉子は笑った。豊実がクマのマスコットを李鈴のクッションの上に置いた。

「李鈴のご両親はご健在なん？」

「え、ええ」

　李鈴は仕方なく答えた。こんな人たちと話すだけ、時間の無駄だ。なんだこのクマは。超好みだ。超可愛いではないか。本当はこういうラブリーなものが大好きだ。が、彼女たちとつるむ気はない。緩みそうになる頬を引き締めた。早く部屋に帰って予習をしなければ。心の中で思いながら、偽りの笑みを浮かべた。

「そっかあ。連絡してきはる？」

「たまに。私もしないし。ここに来るときにちゃんと話し合ってきたから。卒業しても帰らないし」

「そうなんや。まあ、私も帰らへんつもりやけどね。方向性決まったし！」

「方向性？」

「うん。高齢者医療、考えていこうと思てんの。あんな、裏山の上の方に占いのできる泉があるんやわ。そこでな、将来がわかるんよ。私、じじばば専門のナースになってた」

「占いでそんなことで決めるの」

　バカじゃないか、と李鈴は呆れた。

「いやいやいやいや、泉のお告げは本物やで。なあ、パコちゃん」

「あ……うん。真実しか見えないって聞いた」

「そんなこと信じてるの？」

　やっぱりバカだ。李鈴はこれ以上話す気がなくなった。

「由嘉里ちゃんと千種ちゃんも一緒に行ってん。由嘉里ちゃんは救急、千種ちゃんは周産期か新生児の方を目指すみたい。ほかの先輩たちも泉のお告げに従ってる人、多いんよ」

「へえ、そう」

　李鈴はおざなりに返事をして、葉子を見た。わかりやすい彼女はうつむいて、ウサギを動かしている。

「パコちゃんのお告げはなんだったの」

「え……」

　顔を上げた葉子の目がほんの一瞬昏くらかったのを、李鈴は見逃さなかった。

「よく分かんなかったの。今と同じ、バタバタしてるみたい」

「そう」

　こんな嘘、誰が信じるのだろう。葉子が隠したものはなんだ。鈍い愚かな子だと思っていたが、意外にできるということか。李鈴は葉子についてのデータを修正した。

「李鈴は何やりたいのん？」

「さあ、決めてない。今は力をつける時だと思ってる」

「そやな。李鈴は何でもできるからなあ。進路、よりどりみどりやん。ええなあ」

「ええなあ」

　葉子も豊実の真似をした。

「今から決めて目指すのもいいと思うよ」

　心の中では一ミリも思ってない言葉を、李鈴はニセの優しさでコーティングして言う。

「そっかな。ねえねえ、李鈴にこのハンカチ似合いそうやん。これと、これも」

　豊実は薄い桃色にレースの縁取りのハンカチを広げ、同じくピンクや花柄、フリルのタオルやポーチを渡した。

「これ？」

「姫っぽいやろ。李鈴、普段はブルーとかシャープなんばっかりやん。ホンマは姫系も似合うで。たまには姫になって乙女全開やってみ。物事の見方も変わるで」

　意味ありげにニーッと笑って、豊実はピンクの山を押しつけた。







　自室に戻った李鈴は、豊実に渡されたものをベッドに放り投げた。

　白いリネンにピンクの花が咲いたように広がった。幼稚園の頃からお姫様に憧れてきた。本当は心の底から大好きなピンクのものを、幼い頃から選んだことがない。ずっと周りに自分を偽って我慢してきた。

  海のそばで生まれ育った。朝日が昇り、夕日が沈む。とりどりに変化する海。貝や魚の鮮やかさ。美しい風景と豊かな色を身体に刻んだ。凪の静けさ、嵐の恐怖で心の幅を広げた。

　そんななかで憧れたのは、人魚姫だ。

　悲しい話だったが、「おひめさま」は魅力的だった。祖母と一緒に散歩に行き、白い砂浜に桜貝を集め、サンゴやヒトデと一緒に飾ってお姫様になる夢を見た。桜貝をつないでネックレスを作ってくれたのは祖母だった。あれはどこへやったか……。

　不意に記憶が蘇った。

『違う』

　そう言われたのだ。それからピンクを否定したように思う。

「誰に言われたんだっけ……」

　ごろりとベッドに横になり、薄桃色のハンカチを手に取った。こんな繊細なレース、小さな李鈴が見たら大喜びだっただろう。

　あれはいつだ。李鈴は記憶をたどった。祖父母が他界したのは、幼稚園の頃だった。だから、その前。

「そっか……あのとき、桜貝のネックレス、おばあちゃんのお棺に入れたんだ」

　祖父と祖母は同時にこの世を去った。

　あの日は夕日が燃えるようだった。葬儀が終わった夕方の海岸で、李鈴は水平線に沈もうとする夕日を見ていたのだ。そのとき、風が吹いた。

「あ！」

　李鈴は飛び起きた。

「風。風。どうして忘れてたんだろう」

　砂浜から突然浮いた身体、夕日に向かって海の上を飛んだ。誰かに抱き上げられて、カモメのようにすいすいと波の上を飛んだのだ。

「あれは、風の一族だったのか……」

　少し離れた島の、岩の上で言われたのだ。『違う』と。

　大きな男の人が何人かいて、李鈴を見下ろしていた。跪いて李鈴を差し出したのも、大男だった。

『海の姫ならともかく、ただの子どもではないか』

　一番大きな男の声を覚えている。

『おまえは姫さまじゃないんだって』

　李鈴を連れてきた男はそう言って元の砂浜に李鈴を返したのだ。

『じいさんが海の仙人さまの仕者だから、姫さまかと思ったんだけどな。悪かったな』

　誘拐した割には素直に謝って、男は飛んでいった。

　そのあと、砂浜で泣いていた李鈴を家に送ったのは、祖父の友人だった。

「海仙の仕者の気を一番受け継いでいるのは、李鈴、そなただ。風の男はそれを気に入ったのだろうな。もう何も心配しなくてよいぞ。李鈴はよい子だ。李鈴はよい子だ……」

　祖父の友人は何度も「李鈴はよい子だ」と繰り返して頭を撫でてくれた。

「そうか……あの方も仕者さまだったんだ。記憶を閉じてくださったんだ」

『ただの子ども』が医の仙人さまにお仕えする看護師になる。一番になってやる。誰よりも優れた、誰よりも秀でた看護師になる。魔には絶対に負けない。私ならできる。

　そのまま李鈴は眠りに落ちた。愛らしいピンクの小物に埋もれ、薄桃色のハンカチを握りしめて。そんな彼女を、クマのぬいぐるみが見守っていた。
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　朝から風の強い日だった。

「すごいねえ」

　廊下の窓から葉子と由嘉里と豊実が外を眺めていた。

　木々の枝がしなり、耐えきれない葉っぱが少しずつ飛ばされていく。草は倒れてしまっている。

「明日は雨も降る。今日は風だけ。でも思った以上に強いわ。どうしたのかしら」

  由嘉里が空を見た。豊実は窓にぴったり顔をつけて、目をこらしている。

「風の一族、大暴れしてはるんやろか。パコちゃん、見える？」

「うん……。何組か来てる。なんかね、ちょっとガラの悪い組よ。きゃ！　こっち見た」

　三人は窓の下に隠れた。

「……なにしてんの」

「わー、芽生さん！」

　三人は芽生にも座るように手招きした。

「なに？」

「外に風の一族が何組もいるんですって」

　由嘉里が声を潜めた。

「そうだね」

「芽生さんも見えはるんや」

　芽生は豊実に肯いた。葉子が続けた。

「さっき、こっち見てて……」

「うん。今も見てるよ。なんか、大勢いる」

　葉子はそっと窓の縁から目だけ出して、「ぎゃっ！」と叫んだ。

「どどど、どしたん？」

「大勢いるなんてもんじゃなぁい……」

　風の男達が窓際に立って中を覗いていた。

「そういえば……風が止んでる」

　由嘉里が立ち上がった。

「由嘉里ちゃん！」

「だって、私は見えないもの。平気」

　由嘉里の姿に、風が少しざわめいたが、すぐに止んだ。

「ほな、私も大丈夫やな」

　豊実も立って、スカートのしわをぱんぱんと伸ばした。

「パコちゃんも」

　芽生が葉子の手を取った。

　彼女の姿が見えたとたんに外が騒がしくなった。

　怯えた葉子の前に芽生が庇うように立つと、ビュウビュウと風が中庭に渦巻いた。

「これか、これか？」

「ガキじゃねえか」

　強面の男達がわいわいと女子高生のようにかしましい。

「パコはおまえか」

　一人が葉子に問うた。

「うー、なんですか。……あ、礁跳しょうちょうさま」

「俺を知っているのか」

　葉子は上目遣いで肯いた。

　ニヤニヤ笑って葉子を見る風の男達に、芽生が言った。

「彼女に何かご用ですか」

「夏狩が執心しておる女を見に来たのだ。どんな色っぽい女かと思ったら……」

「失礼な」

　不快そうに芽生が睨んだ。

「そう怒るな。しかし、本当にまだ子どもではないか。あの夏狩がえらく気に入っておったから、我らも味見してみようと思ったのだがな」

「俺は若くてもいいぞ」

　横から別の大男が手を伸ばしたので、窓ガラスにドンと風の衝撃があった。

「何を！」

　芽生が葉子を背後に回した。

　仲間にぱこりと叩かれている大男の横から、また違う男が出てきた。

「おや、おまえ……。どこかで見たことがあるな」

　ぷるぷると葉子は頭を振った。

「どこだったか」考えた男は顔をぐいと前に出した。

「おまえ、小指の先ほどの大きさじゃなかったか……いや、掌に乗るくらいか」

　葉子はまた頭を振った。

「いや……覚えがあるぞ。もっと小さかったが、確かにおまえだ」

　子どもの頃、葉子は風にさらわれたことがある。そのときの風かもしれないが、彼女に記憶はなかった。

　突然、礁跳が後ろに向かって言った。

「こんな子どもには手出しさせん。案ずるな、國蒼」

「國蒼さまっ！」

　中庭に國蒼が立っていた。横に小さい天狗の翠嵐も仁王立ちだ。

「こわっ」

　風の一族が見えない豊実と由嘉里は、怒りに満ちた國蒼のものすごい形相に驚いた。

「散れ！」

　國蒼が出した腹の底からの声は、風の男達より恐ろしく響いた。

　風の男達は、それぞれの組に分かれ、笑いながら飛び上がった。一緒に上がって「散れ、散れ！　もう来るな！」と吠える翠嵐をからかいながら。







「絶対に来るな！　二度と！　絶対に！」

　学校の中からも甲高い声が響いていた。

　拳を上げて叫ぶ純子を志真と美樹が抑えている。

「純ちゃん、こういうことにすごく反応するよね」

　由嘉里と豊実に千種がささやいた。

　純子は髪の毛を振り乱している。

「國蒼さまっ、すぐに結界を張ってください！　あんな乱暴な男達を近づけないでくださいっ」

　すごい剣幕で使者にまで命令する錯乱した様子に、ほかの生徒も引いた。

「分かった。怖い思いをさせてすまなかったな」

　謝る國蒼を純子はもう見ていなかった。

「パコちゃん、あなたも気をつけなさいって言ったでしょ！　なんでそう無防備なの！」

　矛先が葉子に向いた。

「えー、うー、私ぃ？」

「そうよ、あなたが原因でしょう。あなたを見に来たって言ってたじゃない。隙があるから狙われるの。もっとビシッとなさいよっ！」

「うー、ごめん……」

「なんでも謝らないのっ！」

　純子は何を聞いても腹が立つらしい。

「しーっ。純子さん、落ち着いて。こちらへいらっしゃい」

　流香と笑加が純子を抱くようにして部屋へ連れて行った。

　どこからともなく、うつくしい歌声が聞こえた。吾歌音と同じ、癒しの声を持つ生徒が歌っているのだ。吾歌音も一緒にハーモニーを奏ではじめた。

「パコちゃん、大丈夫？」

　芽生が訊いた。

「え、ええ」

「夏狩って、誰？」

「……風の一族の方です」

　葉子の答えに、芽生は眉をひそめた。

「説明してくれる」

「続きは仕者の部屋で聞こう」

　芽生の後ろにいつの間にか國蒼が立っていた。







　明らかに芽生が怒っている。國蒼の顔もいつもの倍以上怖い。救いは優しい子薫だけだ。

　仕者の部屋で葉子は背を丸めた。きっとそばに花晶やほかの仕者もいる。気配だけが部屋に満ちている。

　國蒼が口を開いた。

「泉の一件は聞いているが、そなた、夏狩と何か約束をしたのか」

「いいえ。全然。泉のお告げで、私、ちょっと気分悪くしてしまって。そのとき、アドバイスしてくださっただけです」

「なんてアドバイス？」

　國蒼を差し置いて、芽生が訊いた。

「お告げを花晶さまにご報告するようにって。あの……、内容が一緒にいたお友達のと全然違って、あまりに怖かったので……」

「それだけ？」

「はい」

　守ると言われたが、話の流れで夏狩も仕方なかったのかも知れない。葉子はそう考えた。

　もうよい、と國蒼が芽生の質問を切った。

「夏狩のことはどこまで知っている」

「風の一族の方としか……」

「あれは、長おさの息子だ。風の一族は数が多いからわからんが、百何番目かだろう」

「え、あ、そうなんですか。偉い方なんですね」

「偉いかどうか。夏狩もまだ子どもだし、風の一族は長以外に上下関係はほとんどないからな。ただ、あの男達は知っての通り女好きだ。礁跳は子どもに手は出さんとは言っておったが、なかには見境のないのもいるだろう」

「國蒼さま、生徒を守るのは仕者さまとわたくしの役目です。生徒個人に言うことではございません」

　ぴしりと言い、子薫は微笑んだ。

「しばらくはこちらに翠嵐にいてもらうようにしましょう」

　子薫が窓へ行くと、ばつの悪そうな顔で翠嵐が覗いていた。

「翠嵐、立ち聞きはよくありませんよ。でも、話は早いですね。しばらく津ノ瀬の山に帰らず、こちらで注意をしてもらえますか？」

「わかった」

　ぎょろりと大きな目の翠嵐がこくんと肯いた。

「夏狩が来ないようにしてやる」

「いえ、夏狩さんは何もなさらないでしょう。気をつけなければならないのは、こういう時こそ紛れてやってくる、魔」

「魔か。わかった」

　子薫は振り返った。優しい声だった。

「國蒼さまは純子さんの様子を見てあげてください。彼女が一番信頼しているのは國蒼さまです。葉子さんと芽生さんはお部屋に戻りなさい」

　芽生はもう葉子に何も聞かなかった。
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「おまえ、パコの立場、わかってるのか？　おまえが来たらまたほかの風がくる。女の子たち、みんな怖がってるぞ」

　翠嵐は夏狩と一緒に山の泉の上を飛んでいた。

「あの子、大丈夫か」

「うん。ちょっとへこんでたけど、もう元気だ。パコはいつも笑ってる」

「いいな」

「ふーん。いいものかのう。おれには分からん」

「分からんでいい。ライバルが減る」

「ライバルって何じゃ。わーかーらーんー」

　翠嵐が宙返りをしたら、泉で遊んでいた光の一族が喜んだ。

　光の女が呼び止めた。

「カガリ、カガリ。あなた、カガリ？」

「そうだ」

「風の長さまのところに帰りなさい。お呼びよ。お兄様達が伝言してらしたわ」

「長さまは今どこだ」

「北の海ですって。お兄様達もお集まりですって」

「わかった、すぐ行く」

　厳しい表情になった夏狩を、翠嵐は黙って見送った。







「このところ、芽生さん、須賀病院へ行ったきり。面白くなーい」

　夕食をつつきながら純子がむくれている。

「流香さんも、ほかの百合組さんたちもよ。みんなお泊まりの病院実習なのかしら」

　黄菜と吾歌音も顔を寄せて話している。

「聞いた？　藤組さんも今日はお帰りじゃないって。配膳当番もパスだよ」

　今日の配膳当番の志真が、御飯をよそいながら李鈴に言った。

「ふうん、たまにはそんなこともあるんじゃない」

「そうかな。そうかもね」

「私はなんだかイヤな気分。李鈴、ここ座っていい？　ちょっと一人でいたくない」

　美樹が李鈴のテーブルにやって来た。

「どうぞ」

「ありがとう。どうも胸騒ぎがして仕方ないんだ」

「あなたでも不安になるのね」

　李鈴がお茶を渡した。

「こんなことって、地震以来だ……。私、小さいときに大地震に遭ってるんだよね。まだ幼稚園だったけど、あのときもすごくイヤな気分だった」

「ああ。うちの方でも小さな津波が来たの、覚えてる。そう。美樹はあの地震の経験者なんだ」

「うん。大勢が亡くなってね」

　美樹はそれ以上は言わなかった。

　帰ってきていないのは看護学校の上級生だ。高校の三学年の生徒達は食堂のあちこちで囁きあった。

「笑加さんは何か聞いてはります？」

　豊実が隣のテーブルにいた笑加に聞いた。

「いいえ。でも、私たちは明日、病院実習なので皆さんにお会いできると思うわ」

「そうですか。ええなあ、うちらも早く病院実習やりたいなあ」

「あっという間よ。そして、病院に行く頃になれば、桜組や梅組の頃にもっと基礎をやっておけば良かったって思うのよ。私もいま桜組の頃のノート引っ張り出して復習してるもの」

「えー、ほんまですか！　うわー、そらあかんわ。頑張ろ」

　独特のイントネーションの豊実の言葉は、皆の笑いを誘った。

　笑加のところに、菊組の生徒がやって来て声を潜めた。

「明日の病院実習のことで説明があるって。食事が終わったら、教室に集まって」

　笑加が「了解」と返事すると、伝令の彼女は次のテーブルへ向かった。

　明らかな異常事態。笑顔で内心を隠すのは、笑加の得意技だ。下級生に気取られぬよう、急いで食事を終えた。

　次の日から、菊組の生徒達も学校に帰ってこなくなった。

「子薫さま、上級生の皆さん達はどうなさったんですか」

　授業のあと、純子が手を挙げた。

「そうですね。皆さん、気になってるでしょうね。Ｘ県で感染症が発生しました」

「感染症なら薬で……。違うんですね」

「魔です。表向きは感染症と発表しています。現在、ふもとの須賀病院へ患者さんの隔離を進めています」

「それで……」

「私たちもお手伝いに」

　由嘉里が進み出た。

「いいんですよ。あなたたちは何も心配せずにここで普段通り過ごしてください。それが医の仙人さまのご指示です。皆さんはいまのうちにしっかり勉強しましょう」

　桜組の全員が「はい」と返事した。

「今回の魔はそれほど深刻ではありません。花晶さまが菊組を呼ばれたのは、魔の危険度が低く、間近で治療を見学する良い機会だからです。あなたたちには、まだ少し早いですからね」

　子薫の説明に嘘はない。皆は納得した。

　李鈴は美樹と目が合った。美樹の不安は当たっていたのだ。

　寮への渡り廊下で、李鈴は声を掛けられた。

「李鈴、Ｘ県って李鈴の地元じゃないの？」

　葉子だった。

「そう」

　よく覚えてたな、と李鈴は思った。葉子の出身地など李鈴は知らない。

「心配だね……」

「まあね」

　李鈴は短く答えた。

「こういう時に何もできないのって、悲しいね。私もお手伝いできればいいのに」

　本気で言う葉子に、「あなたには一生無理」と李鈴の心の声が言った。







　安積村の須賀病院は、花片はなびら看護学校の学生の臨床実習病院だ。

　須賀院長は花片高校・看護学校の校長も兼ねている。花片高校の敷地も裏山もすべて須賀家のものだ。須賀家は数百年にわたり安積の地に根付いている。その先祖からずっと医の仙人とともに歩んでいる、代々医師の家系だ。

　須賀病院の医師達は全員、魔と向き合うことができる、医の仙人の訓練を受けた者ばかりだ。もちろん看護師もだ。全国に散らばる仲間の医師、看護師と一般治療と平行して病の魔とも戦っている。

  須賀病院には通常の入院病棟とは別に、一棟、離れのように特別病棟がある。そこでは医師達はもちろん、医の仙の仕者たちが治療にあたるのだ。

　現在、特別病棟は戦場のようだった。

　医師と看護師が魔と向き合うのを、芽生や流香たち看護学生がサポートする。魔が抜けて回復期に入った患者の介護を手助けするのが笑加たち高校生だった。

「これ、昔からいる魔だけど、こんなに大量発生したのって初めてじゃないかな。記録がない」

　先祖代々の帳面を引っ張り出して調べながら、院長の須賀史彦が花晶に愚痴った。彼は数年前に院長になったばかりでまだ若い。

「何かの前触れとかじゃないよね」

「何のだ」

「分からないけど、なんとなく。これ以上の患者数になると、うちでの収容も難しくなる」

「そうだな」

「でも、外に出すわけにはいかないから、頑張るけど」

　須賀は疲れた顔で笑った。彼もここ数日、ほとんど眠らずに魔と戦っている。

「今年の百合組も藤組も能力高いね。本当に助かってる」

　看護学生たちは、病院実習でいままでにも病の魔を封じる医師についたことはあるが、実戦で参加するのは初めてだ。卒業が近い百合組の学生は、あれこれ言いながらも役に立っている。藤組の学生は右往左往しながらも足手まといにはならずに済んでいる。医師達も彼女らを高く評価しており、須賀のところに上がってくる報告に苦情はなかった。

「あ、そうだ。芽生くんも来年には二十歳かな。成人したら、適合を考えてあげなきゃね」

「ふむ……。人間は不便だな。芽生の生きたい性を選ばせてやってくれ」

「国家試験が終わって落ち着いたら、ちゃんと話をするよ。あと、流香さんね。あの子の魔は、花晶が封じてあげてよ。時々、辛そうだ」

「あれはもう少ししたら同化する。しばらくはあんなものだ」

「分かってるけど、かわいそうじゃないか」

「史彦は細かい」

　花晶が須賀の額に手を当てた。須賀はそこに自分の手を重ねた。

「ああ、花晶の香りがする……」

「少し休め」

　花晶は帳面の束を全部閉じた。
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　小物とはいえ、今回の魔との戦いは思いの外、長期戦となっていた。

　花片高校では子薫が留守を任されていたが、子薫も人だ。医の仙の仕者たちがしっかりと結界を張っていた。

　授業中、強い風が中庭の椋の木を揺らした。

　葉子達が覗いていると、翠嵐が子薫の元へ知らせに来た。

「子薫、子薫、礁跳が来た！」

　生徒に自習を言い渡し、子薫が中庭に出た。

「花晶はおるか」

「いいえ、礁跳さま。皆様お留守です。なにかご用でしょうか」

　少しでも魔の気があると風の一族でも入ってこれないはずだ。今日の礁跳は魔を運んでいるわけではないと子薫は判断した。

「いつ来る」

「しばらくはおいでになれないでしょう。どうかなさいましたか」

「悪い魔が出やがった」

「病の魔でしょうか」

「いや、違う。だが、広がっている。邪悪だ。病の魔も出てくるかも知れぬ」

「広がっている……。風のお方達が広げておられるのですか」

「違う、我らは関与しておらん」

　礁跳の歯切れが悪い。

「そういうお話なら、花晶さまではなく、風の長さまから医の仙人さまへご連絡を」

「それが少々込み入っておっての。先に花晶に知らせたかったのだ」

　日頃乱暴者の礁跳にしてはやたら友好的だ。

「私ならここにおる。礁跳、なんだ」

「花晶さま、お帰りとは知らず、失礼いたしました」

　謝った子薫に、花晶は気にするなという目をした。

「結界に妙な気がひっかかったのでな、戻ってきた。礁跳だったのか」

　仕者の部屋に通された礁跳は居心地が悪そうだった。風は外に吹くものだ。部屋は窮屈で仕方がなかったのだ。子薫が気の毒そうに椅子を勧めた。

「北の海で騒動があったのは知っておるか。病の魔も出たはずだ」

「うむ」

「いま、風の者は長さまと共にそこで魔が広がらぬように抑えている」

「海の仙人さまは、どうなさっているのだ」

「もちろん一緒だ。だが、複合の魔だ。狙いが多い。力が強く、邪悪だ。人間の元へ降りると病の魔ともなるだろう」

　花晶が礁跳をじっと見た。

「何が言いたい。何を隠している」

「……支離滅裂なのは俺もわかっておる。魔の中にも闘争がある。時々、取るに足らん魔が飛び出てきおるが、そんなものはどうにでもなる。破壊の魔、闇の魔、病の魔を抑える力が欲しい」

「破壊の魔はともかく、病の魔なら医の仙人さまが、我ら仕者のなかで選ばれるだろう」

「ここに一人、強い娘がおるだろう。あれはだめか」

　花晶より先に、子薫が眉を吊り上げた。

「駄目に決まってます！　礁跳さま、何をおっしゃっているんですか。ここの娘たちは人間ですよ！」

「あの娘は子どもだが、強い。防禦の術は花晶だろうが、あれの力を封じているのも花晶か？　医の仙か？」

「あれを封じておるのは、あれ自身だ。あきらめよ」

「なんと……。自分で」

「本人は自身の力を知らぬ。解き方も知らぬだろう」

「いや、夏狩が気に入るはずよの。あれが幼き頃、我らの仲間が力に惹かれてさらおうとしたらしいぞ。分かるのう」

　変に感心する礁跳を、子薫が睨んだ。

「絶対に駄目ですからね！」

「もう一度言う。礁跳、あきらめよ。先般、おまえたちは、ここの花を散らした。よもや忘れたわけではあるまい。意味を知らぬ訳ではなかろう」

「あれは……運命さだめだ」

「運命だろうと、私は許さん。生徒達は誰一人として渡さん」

　強く言う花晶に、礁跳は一つ息をついた。

「話はまだある」







「うわっ！」

　自習の教室で、突然、葉子が叫び声を上げた。

「パコちゃん？」

　隣の席の由嘉里が驚いていた。

「いま、何か聞こえなかった？」

「いいえ」

「ごめん……」

「どうせ居眠りしてたんじゃないの？　みんな勉強してるんだから邪魔しないで」

　純子が意地悪く言った。

　葉子はもう一度、「ごめんなさい」と謝った。

「大丈夫？」

　由嘉里が心配そうな顔で葉子の腕に触れた。あたたかさが伝わる。

「うん、びっくりさせちゃってごめんね。きっと空耳」

「そう？」

「うん、ありがと」

　葉子は由嘉里の手をぽんぽんとたたいた。

『我の元に来い。早く来い。案ずるな』

　そっと両耳に手を当てた葉子の中に、言葉が響く。

『我の声を聞け。我に従え。動け、皆のために……』

　なに、これ。葉子は首をかしげた。以前は時々しか聞こえなかった声が、ここ数日何度も呼びかけてくるように感じる。

『早く来い。仕者の部屋へ、今すぐに』

　こんなに具体的に場所を指定されたのは初めてだ。さすがに空耳で済ませることはできない。

「ちょっとお手洗い」葉子は席を立った。







「北の海の仙には娘御が大勢おっての。魔の目的のひとつは姫だ」

　礁跳の苦悩が部屋に小さな風を起こした。

「魔に差し出せということか」

「我の組は魔の使いをすることもある。花も散らせば、人間への害も運ぶ。我らは女好きだ。乱暴を働くことも多い。だがな、子どもには手は出さぬぞ」

「魔はそうではない」

「ああ。末の娘をほしがっている」

「いけません」

　子薫が低い声で言った。

「ここの生徒は絶対にお渡しできません。花の精も。光の娘も！　あなたたちは身代わりが欲しいのでしょう」

「子薫よ、おまえは人だ。魔と神や仙人の関係など分からぬだろう」

「分かりません。生徒たちも人です。身代わりになどさせません」

「医の仙人さま……いや、医の神さまがお許しにならぬ。それくらい風の長も海の仙さまもご存じだろう」

　怒りのあまり、花晶の香りが強くなった。

　医の仙人の上には医の神がいる。神は絶対の存在だ。神にとって、花晶のような仕者や風の一族は芥子粒より些末なものだ。このレベルの話で神を持ち出すのは花晶にとってもはばかられることだった。







『我の声を聞け。我に従え』

　葉子は仕者の部屋のドアをノックした。

「誰だ」

「桜組、葉子です」

「自習の時間でしょう。教室でお待ちなさい」

　子薫の声だった。

「うー。あの……」

『構わぬ、入れ』

　この声は、花晶にも聞こえた。

　ドアが勝手に開いた。

「あの……」

　風が葉子の髪をさらりと持ち上げた。

「何用だ」

「……分かりません。呼ばれたんです」

　礁跳がじろりと視線を送る先で、子薫が葉子を腕に庇った。

　葉子の背後でドアが閉まった。

　急に花晶と礁跳がすっと立ち上がり、窓の方を向き、最敬礼をした。葉子と子薫は顔を見合わせた。

「医の仙人さまですか」

　子薫がそっと聞くと、礁跳が答えた。花晶の礼はまだ続いている。

「医の神さまだ」

　子薫は葉子と一緒に頭を下げた。

『呼んだのは我だ。花晶、葉子を使え。葉子、人間の役に立て。力を使え。風よ、みなを守れ』

　花晶も礁跳も子薫も言いたいことを堪えて頭を垂れた。

「あのぉ……私、何かするんですか？　特になんにもできないんですけどぉ……」

　困り顔の葉子が天井に向かって話しかけた。

「葉子さん！」

　子薫が慌てて腕を引いたが、葉子はのんびりしていた。

『葉子、よく聞け。魔が騒いでおる』

「はあ」

　医の神の存在があまりに上すぎて、葉子にはぴんときていない。

「大物だのう」

　礁跳が花晶に囁いた。

『魔の元へ行き、鎮めて来るのだ』

「はい。場所が分からないので、連れて行っていただけるなら。でも、私、鎮めるとか、封じるとか、そういうのできないんですけど、どうしましょう？」

　相変わらず葉子は天井を見上げている。神さまだから上にいるのだろうと思っているのだ。花晶がそっと彼女の頭を戻した。

『封じるのはおまえの役目ではない。鎮めればよい』

「あ、そうですか。鎮めるって、どうやって……。そうだ！　うちの祖母がやってたみたいなのでよければ、できるかもしれません。祖母は看護師だったんです。もう亡くなっちゃったんですけど。患者さんの心を鎮めるの、得意でした！」

　遠慮なく余計なことまでペラペラと喋る葉子に、花晶は内心で頭を抱えた。笑いを堪えている礁跳から、さざ波のように風が起こっている。

「祖母のやり方、覚えてます。呪文みたいなのがあるんです。亡くなる前に、教えてもらいました。いつか看護師になって人の役に立つようにって。神さま、私、勉強できないんですけど、看護師になれますか？」

　放っておくと、ぱんぱんと柏手を打って拝みかねない。花晶と子薫は葉子をたしなめた。礁跳は口を塞いで噴き出さないように我慢している。

『あれはよいお婆だったか？』

「はい！　厳しいけど、とっても優しくて、私を大事に育ててくれました。両親がいなくても、私をいつも幸せにしてくれました。世界一、ううん、宇宙一良い祖母です」

　葉子は神さまに祖母を自慢できるのが嬉しかった。

『あれは我のしもべだった』

「えーっ！」

　葉子が大声を出した。声は出さなかったが、葉子以上に驚いたのは花晶だった。

「医の仙人さまのおひとりでしたか……」

『仙ではない。我の周りにおった』

　医の神直属ならば仙人より遙かに位が高い。

「そのようなお方が、葉子を」

『魔が葉子の両親の命を奪った。あれは、大層心を痛めて人に変じた』

　何かよほどの理由があったのだろう。医の神はそこまでは語らなかった。

　人に変じたならば、もう人の寿命分しか生きられない。神のしもべには戻ることは出来ないのだ。彼女はそこまでして葉子のために尽くしたのだ。

「おばあちゃんが……」

　葉子は子薫の服を掴んだ。

『葉子には生まれつきの力がある。そのためにあれは降りた』

「さようでございましたか」

　葉子が見る夢、泉でのお告げ。すべては真実だ。花晶はいずれ来る過酷な魔に思いを馳せた。

『花晶、いまはまだ違う。この魔は違う』

　医の神は花晶の心配を見通していた。だが、「いまはまだ」だ。いつかはもっと大きな魔が来る。

「神さま、私、行きます。祖母の呪文しかできませんけど。……暴れた犬に使ったときには成功したんです。そんなのでも大丈夫ですか？」

　最後まで余計なことを付け加える葉子に、礁跳がついに大きく笑い出した。

「医の神さま、失礼いたしました。ぶふっ……ああ、もう我慢できませぬ。ぶぁわはっはっは！　俺は風の長に娘が来ると知らせに参る。神さま、重ね重ねの失礼をお詫びいたします」

　礁跳は深々と最高の敬意を表す礼をして、窓から出て行った。しばらくの間、笑い声が尾を引いていた。







　北の海にいる魔については、医の仙人からも仕者たちに知らせがあった。

　医の神と直接話した花晶は深い悲しみをたたえていた。まだ看護師でもない生徒を最前線にやるのは、強い抵抗があったのだ。

　須賀病院の院長室で、花晶は、我が身にあってはならない感情の葛藤に耐えていた。

「花晶？　どうした」

　須賀院長が書類整理の手を止めた。魔に関しての資料は電子化せずに墨で手書きすることになっている。魔の記録は代々すべて和紙に記載されている。きわめてアナログの、きわめて細かなデータベースだ。

「いや、なんでもない」

「いつもと違う。何かあった？」

「……高校の生徒をひとり、北の海へ連れて行く。史彦は校長だから、知らせておく」

　須賀は姿勢を正した。

「誰を、どういう理由で連れて行くのか報告してください」

「葉子だ。北の海で魔が出た。複合体で邪悪だ。病の魔が出てくる可能性がある。葉子にはそれを鎮める力があると、医の神さまがおっしゃった」

「医の神さま？　仙人さまじゃなくて？」

「そうだ」

「うーん、それほど非常事態ってことなんだね。分かるけど……許可したくない」

「史彦……」

「校長として許可できませんっていって、医の仙人さまや神さまに通用するかな。葉子さんって、桜組一年生だよね。僕はまだ彼女をよく知らないけど、指名されるなら、きっと力があるんだろうね。でも、彼女は生徒だよ。無茶な話だ」

　須賀はいつになく険しい表情だ。

「花晶は仙人さまに逆らったこと一度もないでしょう。ましてや医の神さまに異を唱えることはありえない。仕者にそんな感情、最初から無いものね。でも、すごく辛そうな顔してるよ。言葉にしなくていい。僕には花晶の苦しみ、分かるよ」

　須賀は花晶の手をそっと握った。
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　Ｘ県で発生した病の魔の患者が少し落ち着きを見せてきたため、百合組、藤組の学生と菊組の生徒達は花片高校・看護学校に戻ってきた。

「芽生さぁん！　おかえりなさぁい！」

　早速純子はべったりと張り付いていた。

　学内になんとなくほっとした空気が流れた。

「パコちゃん、元気だった？」

　片腕に純子がまとわりついたままなのに構わず、芽生は葉子に笑顔を見せた。

「はい。芽生さん、お疲れみたい。目が赤いです」

「うん、ちょっと寝不足かな。でも、パコちゃんの顔見たら元気出たよ」

「私はぁ？」

　純子が横から口をはさんだ。

「もちろんだよ」

　そう言って芽生は葉子に片目をつぶった。

　この日の午後、海の仙人の仕者と風の長の使者が花片高校にやってきた。

　海の仙人の仕者は默もく、風の長の使者は数多あまたという。どちらも凛々しい若者だ。

　花晶、國蒼、寒竹と火乃子が応対に出た。実体はいないが、周りにほかの仕者も気で参加していた。

　重苦しい話が続くなか、花晶が提案した。

「こちらからは火乃子が一緒に参る」

「来るのはよいが、魔の元へ行くのは、一人だ」

　默が言った。

　礁跳よりは遙かに物わかりの良さそうな数多が、申し訳なさそうに付け加えた。

「我ら風の一族も、中へ行くのは一人だ。長は息子を生贄にした」

「そなたか」

「いや、我は最前列大将だ。魔が散った場合は体当たりする」

「いずれにせよ、危険だ」

　花晶は、息子をそのような目に遭わせなければならない長の気持ちを推し量った。

「私は、数多と一緒に行動しましょう。もし、葉子がはじき出されても必ず私が受け止めてみせる」

　火乃子が眦まなじりを上げた。

「頼もしいが、女性にょしょうでは……」

「默、志願される程だ。火乃子を信頼しよう」

　数多がにっと笑った。その顔に花晶は見覚えがあった。

「数多、そなた、夏狩の兄上か？」

「はい」

「さようか。葉子を頼むぞ。必ず無傷で戻してくれ」

　花晶が頭を下げたので、数多は慌てた。

「そなたに、そのようなことをされるとどうしてよいか分からぬ。だが、約束しよう。我の命に代えてでも葉子は守る」

「そなたも、命は粗末にするな」

「なんの」

　数多は爽やかに言った。

「では、夜明と共に迎えに来る」

　默が静かに礼をした。

　顔を上げた默の動きが止まった。

　仕者の部屋の窓から、教室が見える。默は窓に近づいた。

「あれは……海の者か」

　桜組の教室、窓際に李鈴が座っていた。

　花晶の返事も待たず、默が窓から飛び出した。







「默っ！」

　默が庭から教室の窓に張り付いた。

「うわ！　なに」

　李鈴の声に生徒達が騒いだ。

「海の者だ」

「默、やめろ」

　数多が身体を押さえたが、默はきかなかった。

　李鈴が窓を開けた。

「何ですか」

「そ、そなた、海の者であろう」

「祖父が海の仙人さまの仕者でした」

「やはりな……。そなたに頼みがある！　頼む！　姫さまの……」

　默が言いかけたとき、花晶が割って入った。

「下がれ。そこまでだ、默」

　授業をしていた子薫が、生徒達を窓際から離れさせた。

「姫さまの代わりになってくれ！　頼む！」

　國蒼と数多に身体を抑えられた默が大声で叫んだ。

　教室の奥から李鈴はじっと默を見た。默の目は真剣だった。

「お話しください」

　李鈴の言葉に、教室が静まった。

「北の海の姫さまを、魔が要求しておるのだ」

「それで私を……」

「はあぁ？」と生徒の中から声がした。

「あなた、どこの仕者さまか知らないけど李鈴は渡さないわ！　何が身代わりよ！　馬鹿にしないで。私たちは看護師になるのよ」

　純子が怒っていた。

「そなたは私が守る。絶対に魔に手出しはさせぬ。だから、頼む！」

「まだ言うの！」

　噛みつく純子を、子薫が引き寄せた。

「私が行けば、お姫さまはご無事で済むのですね？」

「李鈴、黙れ。そなたは行かせぬ」

　花晶が強く言った。

「默、あきらめよ。一人連れて行くのだ。これ以上は望めぬ」

　默の身体を抑えながら、数多が諭した。

「誰か、行くんですか」

「あ……ごめん、私」

　李鈴の問いに、葉子がおずおず手を挙げた。

「ばかーっ！」

　後ろから純子がぽかりと叩いた。

「うー」

「うーじゃないわよ！　なに寝ぼけてんのよ！　バカ！　あんた役に立たないでしょ」

「純ちゃん、ごめんね。みんなもごめんね。あのね、私でも役に立てるかも知れない魔がいるんだって。だから、ちょっと行ってくる」

「パコちゃん……」

　由嘉里が腕を掴んだ。

「本気なの？」

「うん。……いたっ！」

　肯いた葉子を、また後ろから純子が殴っていた。

「バカっ！　子薫さま、止めないでください。この子、本当にバカだから」

「娘よ、葉子は風の一族が守る。案ずるな」

　そう言った数多を純子が睨んだ。

「案ずるなぁ？　案ずるなですってぇ？　風の乱暴者と一緒になんか行かせるものですか！　あなたたち男のなかにパコちゃんを放り込めるもんですか！　花晶さま、本当なんですか？　國蒼さま！　寒竹さま！　火乃子さまっ！」

　逆上した純子の叫びは、生徒全員の気持ちだった。

「純ちゃん、私がパコちゃんに何もさせない。だから、落ち着いて」

　李鈴が冷静に言った。

「私も参ります」

「李鈴っ！」

「感謝する……」

　默が頭を下げた。

「駄目よ！　李鈴！　パコちゃん！　いやっ、いやよっ！」

　取り乱した純子を國蒼が眠らせた。







「あの娘は、訳あって女の味方なのだ。無礼は許せ」

　國蒼が数多と默に目だけで謝った。

「かつて男に乱暴されたのか。心の傷が見えた……」

　默がぽつりと言った。

「それ以上は言わせるな」

「姫さまにああいう思いはさせたくない」

「ほかの娘ならいいというのか。おまえの考えは間違ってる」

　数多から怒りを含んだ風が吹き、木の葉がざわりざわりと音を立てた。

　李鈴が行くと言い出したので、仕者たちは話し合いを持っていた。

　神の意志がすべてだ。仕者たちに決定権はない。李鈴の気持ちを動かしたのは神でしかありえない。それは誰もが分かっていた。結局は従うしかない、不毛な話し合いだ。だが、話すことで治まる気もある。花晶たちは自分の気の収めどころがほしかったのだ。

　桜組の教室では、葉子と李鈴をほかの生徒が囲んでいる。子薫は窓から中庭の椋の木を見つめていた。

「パコちゃん、李鈴、本当に大丈夫なの？」

「うん、多分。ほら、私って落ちこぼれでしょ。それでも役に立てることがあるって聞いて、ちょっと嬉しかったんだ」

「パコちゃん、楽天的すぎ……。相手は魔なんでしょ？　私たち、まだ、対処方法習ってないよね」

「うー、私もよく分かんないんだけど。封じなくていいらしいんだよね」

　豊実が小声で李鈴に言った。

「お姫さまの身代わりなんや。やっぱ、李鈴、姫系も似合うって」

「……」

「パコちゃんほど楽天的なのは難しいけど、ええことも考えんとね。お姫さまなんか、コスプレ以外でなかなかなられへんよ。なあ、李鈴、気楽に行っといでな。ほんで、絶対に無傷で帰って来るんやで！」

　豊実がぽんと肩に手を置いた。李鈴には彼女の心が伝わった。

「あのね、みんな」由嘉里が言った。

「パコちゃんはちゃんと帰って来る。私、知ってるの」

　全員が由嘉里を見た。子薫も窓にもたれて聞いている。

「ちょっと前、私、パコちゃんとトミーと千種ちゃんで裏山の泉に行ったの」

「占いの？」

　由嘉里は黄菜に肯いた。

「お告げがあったの。将来の私は、看護師になって、大きな病院で働いてた。そこに、パコちゃんも現れたの。ちゃんと看護師になってた。お告げは真実よ」

「あ……私も見た。お告げで、李鈴、見た。このクラスの人、全員見た。みんな看護師になってた。そうか。真実ってそういうことか！」

　葉子が顔を輝かせた。あのお告げは本当に恐怖でしかなかったが、友人たちの将来も見えていたということだ。

「葉子さん、李鈴さん。あななたちは人間です。仕者さまや風の一族とは違います。あの方たちには簡単なことでも、人間には出来ないことの方が多いのです。魔に向かう場では冷静さを失わないように。けっして無理はしないようにしてください。出来ないと断ることも大切です。必ず、必ず元気で帰っていらっしゃい」

　人である子薫でしか言えない言葉だった。

　翌朝、出発の時を迎えた。

　まだ薄暗い中庭に、風の一族が一組、葉子たちを迎えに来た。一番前にいるのは夏狩だ。

「あ、夏狩さん」

「よう、パコ。俺がおまえと一緒に行くから、安心しろ」

「送ってくれるんですか？」

「魔の中へ俺も行く。風の長の使者としてな。おまえは俺が絶対に守る」

「ありがとうございます」

　李鈴が寮の部屋を出るとき、豊実が廊下で待っていた。

「毎日、ええこと一つ、考えるんやで。明日は今日より新しい日やからね」

「明日は失敗のない新しい日。アン・シャーリー」

「李鈴、やっぱ乙女やん。これ、持って行き」

　豊実は李鈴の手に総レースのハンカチを持たせた。
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　風の一族に囲まれて、葉子と李鈴、火乃子が北の海に到着した。

　海岸が見えないほどの沖の、岩の上に降り立った。潮の匂いが身体にぺたりとまといつく。

　さらに沖の水平線近くに、巨大な黒い影が渦巻いている。

「あれだ」

　夏狩が指さした。

「海水温、上がってる」

「えっ、李鈴、見ただけで分かるの？」

　葉子は感心した。

「ここの海は、夏でももっと温度が低い。色も違う。温度が上がってるから、微生物が多くなってるんだ……」

　海の中から默が現れた。

「その通り。魚も南のものが上がってきておる。李鈴、よく来てくれた」

　李鈴は無言で礼をした。

「そなたはここから、我と行動を共にする。葉子とはしばしの別れだ」

「うー、李鈴」

　葉子が唇を尖らせた。

「トミーが、明日は失敗のない新しい日、って。いつも明日は新しい。わかる？」

「うー。ちょっとくらい失敗しちゃっても希望を持って日々成長しろってこと？」

「ま、そんなとこ」

　李鈴は素っ気なく言って、默と海の中に消えた。

　数多と話をしていた火乃子が戻ってきた。

「李鈴は行ったか」

「はい」

「では、我らは空へいくぞ」

　火乃子は自分で飛び、葉子は夏狩が起こす風に乗せてもらって上昇した。

　気がつくと、無数の風の男たちが後ろにいた。

「うわ、びっくりした」

「兄上たちだ」

「え、そうなの？　夏狩さんのお兄様？　じゃあ、ご挨拶しなくちゃ」

　葉子はくるりと振り向き、丁寧に礼をした。

「パコ、そんなことしなくていい」

　男たちが一斉に笑い、陰鬱だった雰囲気が明るく変わった。

「面白い子どもだ」「なかなかに可愛らしいではないか」「夏狩もやりおる」口々にいいながら、男たちはびゅんびゅんと葉子たちを抜かして先へ行く。

「パコ、俺に……その、友達と同じように話してくれ。名前も夏狩だけでいい」

「いいんですか？」

「遠慮はいらん」

「ふふ。はーい」

　風の一族が守りを固める中で葉子は飛んだ。が、視界の片隅に、違和感を覚えた。

「ん？　んー？　あれ、あれれ？」

「パコ、どうした！」

「いえ、あの……、あ、ほら、礁跳さまがいらっしゃったから」

「そりゃいるだろう」

「そうよね」

　葉子は冷や汗をかいた。風の男たちの端っこで一緒に飛んでいる芽生を見つけてしまったのだ。風に紛れれば、人ひとりくらいは充分に飛べる。芽生はこちらを向いて、しーっと指を立てていた。

　魔に近づくにつれ、潮がべたべたと生暖かくなってきた。

「うー、きもちわるいぃ」

　葉子が呟くと、隣で飛んでいた風の男が、フッと息を吹きかけた。一瞬ヒヤッと冷たさを感じたが、すぐに肌はさらさらになった。温度を下げて、潮を落としてくれたのだ。

「あ、すごーい！　ありがとうございます！」

「なんの」男はクールに笑った。

「くー！　かっこいいー！」

「パコはあんなのがいいのか」

「ほら、あの方は俳優さんみたいだし。あの方もお兄様？」

「知らん」

　夏狩はぷいとむくれた。

「……あ。空気が変わってきた。夏狩さ……夏狩、ふくれっ面やめて。これ、魔の気？」

「そうだ。闇の魔、破壊の魔、病の魔、とてつもなく大きい。俺はここまで大きいのは見たことがない」

「そう……」

　葉子は圧倒されないように心を構えなおした。







　海の中では、李鈴が姫に謁見していた。

　默がうやうやしく李鈴を紹介する。

「灯藻路ともろ姫さま、李鈴でございます」

「默、ご苦労様。おまえの心づかい、わたくし、嬉しく思ってるわ。ありがとう」

　姫はにっこりと微笑んだ。默はかしこまって礼をした。

　姫が話すたびに、愛らしい口元から真珠がこぼれるかのような声がする。ぱっちりと大きな目、長いまつげ。長い栗色の髪はつやつやとして毛先でくるりとカールしている。本当に童話の挿絵のような、姫らしいお姫さまだ。灯藻路姫というのか。李鈴は見とれた。

「李鈴、わたしの元へ。衣装替えをしましょう。默はもうお下がりなさい」

　姫は下女も断り、李鈴を部屋へ招いた。

　扉を閉めて、外の気配を確かめると、姫は李鈴の手を取った。

「ごめんねー！　ほんっと、ごめん！」

「は？」

「默が無理言ったんでしょ。あなた、人間なのに。ごめんなさいっ！」

　姫は手を握ったまま、頭を下げた。

「いや、あの、姫さま……？」

　さすがの李鈴も面食らった。なんだ、この豹変ぶりは。

「魔がねえ、前からうるさいのは知ってたの。前は小物の魔だったのよ。でも、最近、ちょっと頭のいい魔が現れて、群れ作ってから巨大化しちゃってね。一個一個はたいしたことないと思うんだけど、集まると邪悪さ倍増って感じで。ほんっと、あいつら悪知恵だけは働くのよね」

「はあ」

「ああ、ごめん。一人で喋っちゃった。ほら、同じくらいの友達、いなくって。ケータイも禁止されちゃったの。あの魔が電波キャッチして、ここを襲ってくる可能性があるって。ＧＰＳ搭載かよ！って」

　李鈴は自分の携帯電話の電源を切った。

「あ、それ、完全防水の新型よね？　いいなあ。早く機種変したいのよ。デコもやりたいし。でもね、默がうるさくって。融通利かないの、彼」

「姫さま、戻りましたら私が新しい携帯電話をお届けしましょう」

「ほんと？　うれしい！　ありがとう。　李鈴、李鈴っていい名前よね。わたしのことは灯藻路って呼んでよ。姫さまなんて堅苦しい。お友達になってね」

　姫はマシンガンのように喋って、奥の部屋を開けた。

　目もくらむようなドレスの山だ。

「どれにする？　あ、李鈴はわたしより背が高いのね。ヒール用のならちょうどかな。あなた、いつもそんなブルー系？　ピンク似合うわよ、ピンク」

「ピンク、ですか」

　姫は、ドレスを李鈴に当てた。

「んー、もひとつかな。李鈴、あなた、ここでは素直になりなさいよ。あなた、わたしと同じ匂いがする。友達、少ないでしょう。学校でも仮面被ってるんじゃない？　李鈴も海の女だもんねえ、仕方ないか」

　言いながら、灯藻路姫は、クールなピンクのドレスを李鈴に渡した。

「これにしましょ。パニエじゃなくて、チュールでふくらましてあるし。走るのにいいのよ。飛んでも中身見えないし」

　李鈴には相づちを打つくらいしか暇がなかった。

「あら、これ、綺麗ね」

　着替えている間、姫が李鈴のハンカチを見た。豊実に持たされた総レースのものだ。

「お気に召しましたら、どうぞ」

「違う違う。これは李鈴が持ってなきゃ。魔に向かうとき、絶対に放しちゃダメよ。これ、すごいわ……。魔除けの念がレースの糸にこめられてる」

「えっ、そうなんですか」

　姫は真面目な顔で肯いた。

「このハンカチ、最強の武器よ。覚えておいて。あなたを魔に触れさせたりはしないけど、もし、万が一、危険だと思ったら、これを魔に投げつけて走りなさい。逃げる間くらいは止められるはず」

「わかりました」

　李鈴はドレスのリボンをきゅっと結んだ。

「灯藻路姫さまは頭の回転の速い方ですね」

「そお？　切り替えは早いかな。さ、メイク、メイク」

「私の土台では、どう頑張っても灯藻路姫さまのようには見えないと思います」

「なーに言ってんの。わたしのすっぴん、のっぺらぼうよ。これ塗って二重にして、つけまつげつけて、ウイッグ被って、これなんだから」

　メイクボックスいっぱいの化粧品を見せて、姫は笑った。

「ウイッグだったんですか」

「そうよ。ほんとはあなたと同じショートだもん。どうしても塩で痛んじゃってね」

　李鈴は純子を見ているようだと思った。

「すっぴんで深く潜って、遠いところにいらっしゃる姉様のところに遊びに行ったりするの、大好きなのよ。子どもの頃は毎日そうやってたんだけど、さすがに娘っぽくなってきたらそういうわけにもいかなくって」

　姫はウイッグを李鈴に被せた。

「あら、似合う。こうやって外見だけでもお姫さまらしくしてると、お父様も安心なさるし、默たち仕者にも心配かけずにすむでしょ。仮面くらいいくらでも被るわよ」

「いずれ、どこか海を統治なさるんでしょう」

「わたしくらいの末っ子になると、その辺の湾か入り江を守るくらいよ。それでもやっぱり責任負わなくちゃいけないからね」

「私は看護師になります」

「そうなのよね。そんなあなたに身代わりお願いして、本当に申し訳ないと思ってるの」

「いいえ、光栄です。灯藻路姫、誰にも内緒ですよ。私、本当はこういう格好一度してみたかったんです」

「ふふふ、女の子だもん、当たり前よ。李鈴、すごくキレイ。默がひっくり返るわよ、きっと」

　灯藻路姫の言葉通り、李鈴を見て默が絶句した。ほかの従者たちも、照れた顔をしている。

「わたくしとそっくりでしょう。默、よろしくお願いね。李鈴は将来ある看護師です。わたくし以上にわたくしだと思って、李鈴を守りなさい。皆もわかりましたね」

　全員がぴっしりと揃って礼をした。
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　魔は、ぐるりぐるりと渦を巻くように動いている。もやもやとした影の所々に実体が潜んでいる。

　火乃子が夏狩に黒い布の塊を渡した。

「これは、光の一族からいただいた。闇の魔は切り裂いても増えるだけだ。なるべく裂け目をつけぬように中へ入り、中心近くならどこでも良い。置いて布を剥がせ。光があふれ、空の光を呼び寄せる。それが突破口になるはずだ」

「わかった」

「破壊の魔は、数が多い。心を壊すもの、建物を壊すもの、さまざまだ。必ずそばには略奪の魔や色の魔がいる。色の魔は女も男も構わず襲うぞ。夏狩とて、狙われる。心を堅く持て。惑わされるな。葉子を守れ。それを忘れなければ流されずに済む」

　数多が夏狩の目を見た。

「病の魔は形を変える。人型に騙されるな。あの中に人は絶対におらん。どんなに苦しそうでも、本当の病人ではない。封じるのは私がやる。そなたは鎮めさえすればいいのだからな」

　火乃子は葉子の肩を抱いた。いつも怖い火乃子から、深い優しさが伝わる。葉子はちょっと火乃子の腕に頭を寄せて、甘えた。

「パコ、行くぞ」

　魔の渦の隙間から、葉子と夏狩は中へ入った。

　同時に、脇を固める風の一族の中からすっと抜けた者がいる。下へ潜って、同じように中へ入ったのは、芽生だった。

「あ……っ」

　葉子は小さく声を上げた。

「色がない、だろ」

「うん。夢とおんなじ。白と黒と、灰色。魔ってこんな色なんだ」

「魔そのものではないだろう。色を消すだけだ」

　少し先に、人影が現れた。

　身構えた夏狩の腕を、葉子は押さえた。

「芽生さんだ……」

「なんだと！　このようなところにいるはずはない。惑わされるな」

「ううん、芽生さんよ」

　葉子は駆けだした。足元がふわふわして蹴り出しがうまくいかない。

「あわわ」

　芽生が葉子を抱きとめた。

「パコちゃん、大丈夫？」

「ええ。芽生さん、どうして……」

「分からない？」

　目で語られ、葉子はぼっと赤くなった。

「おい！　おまえ！　どういうつもりだ」

　夏狩が芽生から葉子を引きはがした。

「パコちゃんを一人で魔に向かわせるなんてできない」

「俺がいる」

「余計に心配。おまえの邪魔はしないよ、夏狩」

　芽生は口の端だけで笑った。

　二人のにらみ合いに葉子が割って入った。

「今更、出られません。夏狩、芽生さんと一緒に行きましょう。反対側から李鈴も来てるはず。李鈴は大丈夫かな……」

「默がついてる」

　ぼそっと言ったのは夏狩だ。

「默さんってイケメンだけど、か弱そう」

「いや、あいつは海の仙の仕者のなかでもトップクラスの武闘派だ。おまえのところの國蒼と同じくらいだ」

「うっそぉ！」

　葉子と芽生は顔を見合わせた。







「夏狩、右！」

　鋭い芽生の声に、夏狩がすかさず反応して、風を飛ばす。

　もわっとした塊が、鎌風に切られて消えた。

　さきほどから、芽生が見つけ、夏狩が消していた。

「見えてるんなら、おまえがやれよ」

「僕は、看護師になるんだ。封じるのは医師の役目だからね」

　芽生は涼しい顔で言った。

「このもわもわって、魔の産物？」

　葉子が夏狩に聞いた。

「そう。捕まると結構厄介。煙みたいに見えるけど、ネバネバでいつまでも取れない」

「そうなの。夏狩って何でもよく知ってるね」

　三人は足元に現れる塊を避けながら進んだ。

「来る！」

　芽生が葉子を伏せさせた。夏狩が飛んで上からピンポイントの風を発した。

「破壊の魔。あれは小物だ。小物でも数が揃えばうるさい」

　少し先の上方に灰色の塊が蠢うごめいている。

「パコ、芽生、右の方から回って先へ進め。俺はあれを片付けてくる。やられる前にそこの隙間から外に出せば、兄上たちが封じる」

　夏狩がひゅっと消えた。

　芽生は葉子を庇いながら歩く。ときおり、葉子が不安そうな顔をする。そのたびに、大丈夫、と頬笑みで返す。芽生はこんな小さなことを幸せだと感じた。そして、この幸せを胸に刻んだ。

　背後で、衝撃があった。夏狩が成功したのだ。

「夏狩、グッジョブ！」

　二人は親指を立てて彼を迎えた。

「よっしゃあ、コツがわかった。次、行ってくる！」

　ドカン、ドカンと立て続けの衝撃。夏狩は縦横無尽に飛び回り、どんどん手当たり次第に塊を外へ吹き飛ばした。

「パコちゃん、こっち」

　影になった部分に人が横たわっていた。

「人？　ケガしてるのかしら……」

「違う。あれが魔だ。人の形をしているだけ。ほら、そこにも」

　横を見ると、数十人もが苦しみの形相でのたうち回っている。身体に生々しい傷を負っていたり、手足がつぶされていたり、斑点が浮かんでいる者もいる。モノクロの世界なのに、やけにリアルだ。

　気づくと、二人の周りで無数の人が苦しんでいた。叫び、喘ぎ、涙を流して不安と恐怖を吐きだしている。

「のまれないで。これは、魔。うっ、これ、酷いな」

　芽生が顔を背けた。葉子は数歩進んで、足を止めた。じっと上を見上げて、目を凝らした。

　うすぼんやりとした霞のようなものが、こちらを見ている。

「パコちゃん？」

「芽生さん、あれ、見える？　薄いグレーのもやもや」

「いや、どこ？」

「私の正面、上。もやんもやんってこっち見てる」

「僕には見えない。でも、君に分かるなら、魔の本体だ」

　うん、と葉子は肯いた。自分でも確信があった。あれは、とてつもなく強い魔だ。薄くて柔らかそうにしているのはまやかしだ。

「芽生さん、夏狩はどこかしら……」

「彼が必要？」

「ええ。隙間に穴開けてもらわなきゃ」

「探してくる。ここ、一人で大丈夫？」

　芽生は見えない魔を睨んだ。

「絶対に動かないで。一人でやろうとしちゃだめだよ」

　言い残して、芽生は後ずさりした。







　葉子はぐっと腹に力を入れた。

　魔の色が濃くなった。形はもやっとしたままだが、先ほどよりは明確だ。目鼻があるわけではないのに、こちらを見ているのがわかる。

　近づいてみると、霞のようなふわふわしたものは、ぐにゃりと柔らかな粘液状だった。それが宙に浮いている。

「重力のこと、せっかく復習したけど……通用しないよね」

　こんな時に全く関係ないことが頭に浮かぶ。

「明日は失敗のない新しい日。でも、いま、失敗できないよお」

　魔が墨のような黒に変化してきた。何とも言えない悪意が近づいてきた。吐き気のする邪よこしまで尖った気配だ。

「もっといらっしゃい。私はここよ。おいで……」

　暴れ犬とは訳が違う。絶対に成功させなければならない。

「よしっ。おばあちゃん、力を貸してね！」

　葉子は集中した。祖母の呪文を、はじめは小さく、強弱をつけて唱えはじめた。

  実際に刺されていないが、ちくちくと肌に悪い気の感触がある。

　目はつぶらない。見届けてやる。

　葉子は呪文を唱え続ける。魔は尖り、回転し、うねりながら葉子に接近する。棘状のものがピシピシと刺しに来るが、無視だ。

　表現できない気持ち悪さ。だが、これに気を取られた瞬間に負ける。葉子は心を強くした。

　棘の一つが、ふにゃっと折れた。それを機に次々と棘が丸みを帯びていく。

　葉子は腹の底から声を出して、怒鳴るように呪文を唱えた。

「すげ……」

「ああ」

　戻ってきた芽生と夏狩が、邪魔にならぬよう影から見守っていた。

　棘がほとんど無くなって、魔の形が球体に近くなってきた。

「夏狩、いまだ！」

　芽生の合図で夏狩が壁に力一杯の風を送った。

「火乃子さまっ！　お願いしますっ！」

　葉子と芽生が魔を外に押し出した。

「ふぅ……」

「無茶しやがる」

　夏狩が呆れたように言ったが、芽生は怒った。

「なぜ一人でやったんだ。万が一のことがあったらどうする！」

「おい、結果が良かったんだからいいじゃないか」

「夏狩、それは君たちの理屈だ。パコちゃんは看護師になるんだ。スタンドプレーは危険を招く。それを忘れちゃ、これからもやっていけない」

「うー、ごめんなさい」

　芽生は葉子を抱きしめた。

「心配かけないで。約束して。これからは無茶しないって」

「芽生さん……」

「おい、芽生、離れろ！」

　夏狩が嫉妬の声をあげた。

「君も無茶はするなよ、夏狩。パコちゃんをちゃんと守ってくれ」

　芽生は夏狩の頭をくしゃっとやった。







　病の魔が抜けた空間が漆黒になっていた。先ほどの墨の黒とはまた違う黒だ。

  夏狩が指した。

「空いたから闇の魔が来たんだ」

「魔の中央は闇の魔が占めていると聞いたけど」

「そうだ。芯の部分で魔界と繋がってる」

　夏狩と芽生が話している横で、葉子はあらぬ方を見ていた。

「あっ、李鈴！」

　霞の向こうに、ドレスが見えた。

「いやーん、きれいー！　李鈴、本当のお姫さまみたいー！」

　葉子が駆け寄った。

「ねえ、これ、何色？　ここ、モノクロだから見えないよお」

　はしゃぐ葉子の腕を掴んで、李鈴が囁いた。

「默さまがおかしい」

「え……？」

　そばにいる默がうっとりと李鈴を見つめている。

「うわ、目がいっちゃってる」

「うん」と肯きながら、李鈴は肩をさっと避けた。默が手をかけようとしたのだ。

「さっきから、ずっとこの調子」

「セクハラだあ。こっち来て」葉子は李鈴を連れて戻った。

「わお！　李鈴、きれいだね」

「なんで芽生さんが……」

　恥ずかしさに李鈴がくるっと後ろを向いた。つるりとした白い背中が美しい。

「こっち向いて。ああ、本当にきれいだよ」

「うん。美人だ」

　夏狩までがほめた。

「モテモテだね」葉子は、つん、と李鈴をつつき、夏狩と芽生に言った。

「默さまが変なの」

　夏狩が追いかけてきた默を見た。

「バカめ……。仕者なのに、色の魔をくっつけてる。李鈴、後ろに下がれ。パコと芽生も飛ばされるなよ」

　そう言って、默の肩を狙って風を発射した。

　魔に直撃した風の圧力は相当だったが、さすがに鍛えている默は倒れずに踏ん張った。

「夏狩！　何をする」

「怒るな。默、色の魔がついておったぞ。李鈴を守るんじゃなかったのか。女に怖い思いをさせるな」

　默がぎょっとした。

「我がなにか失礼を！」

「いえ。灯藻路姫さまには申し上げませんから、ご安心を」

　李鈴が冷たく言った。

　しゅんとした默を葉子がぽんぽんと慰めた。

「仕方ないですよ。李鈴、あんなにきれいですものね」

「情けない……」

　その瞬間、默が葉子を胸に抱いた。

「きゃ！」

「動くな。魔が来た」

　ほっそりとしているのに、默の胸の中に葉子はすっぽりと収まってしまった。

「そのまま、動くなよ……。夏狩、上だ！」

　ドン！と衝撃があり、葉子と默は少し飛ばされて倒れた。默に抱きとめられていた葉子は無傷だった。

「默さま、ありがとうございます」

　葉子は魔の攻撃を避けながら言った。

『ひ……姫はどこだぁぁ。う、う、う、海の姫はどこだぁぁ』

　どす黒い渦の中から声が聞こえた。







「闇の魔だ」

　皆が黒の渦を見上げた。

「ここよ！　わたくしはここにいるわ」

　李鈴がドレスが目立つように前に出た。

『おおお……おお……美しい……お、おん、おんな…』

「李鈴、行かなくていいよぉ」

　ドレスのリボンを引っ張った葉子に、默が「任せろ」と囁いた。

　この状況に紛れて、夏狩と芽生が闇の中に入り込んだ。

『…おん……おんな……』

　こんな馬鹿な魔に負けるものか。李鈴は冷静さを失わないようにした。

「わたくしが行けば、魔を放しませんね？」

『おお……早く…来い…おんな……姫…海の…姫……来い……』

「魔を放さないと約束なさい」

　葉子はドキドキした。李鈴が本当の姫に見える。この上から目線が、魔に負けない気分になる。

『や、や、くそく…約束……しな…い……』

「約束しないなら、行きません。わたくしは帰ります。もう二度と会わないわ」

　李鈴はぷいと横を向いた。

　魔の周りが黒くざわめく。ゆらゆらと渦が揺れている。

「どうなの？　約束するの？　しないの？」

『…………す、す、す、る……約束……する…する……る……だから…来い……姫……』

「本当ね？　誓いなさい」

　ぐいと顎を上げた李鈴を、默がほれぼれした表情で見た。

『ち、誓う…ちか……う……女……姫……来い……はやく……こい…………』

「わたくしは姫よ。迎えにいらっしゃい。ここまで来るのに疲れたわ」

　李鈴は手を差し出した。すんなり伸びた腕、肘までの手袋がエレガントだ。

「葉子、できるだけ下がれ」

　默が小声で言った。

『お、おんな……ほし……い……姫……ほしい……』

「わたくしが欲しければ、迎えにいらっしゃい」

　毅然として李鈴は命令した。

　魔がもぞりもぞりと動き始めた。

「そうよ。迎えにきて」

　李鈴が極上の笑みを浮かべた。

　魔が少し傾いた、その瞬間、默が李鈴に覆い被さった。

「葉子、伏せろっ！」

　突然、強い光が魔の中から現れた。まぶしすぎて葉子は目がくらんだ。

「やった！　成功！」

　夏狩が火乃子から渡された光を放ったのだ。

　同時に、どっと風の一族がなだれ込んできた。ビュウビュウと風が吹き、もやが散り散りに消えてゆく。

  伏せていた葉子がそっと顔を上げると、默が李鈴をしっかり抱いていた。

　頭上では、風の男たちが魔を外に吹き飛ばしている。組頭が外に構えていて、魔を封じていくのだ。

「芽生さんと夏狩はどこ……」

　ずりずりと這いながら、葉子は進んだ。

　ふと下を見ると、テニスボール程の黒い穴があった。覗くと、中に芽生の姿が見える。手を伸ばしてみた葉子は、そのまま穴に引き込まれてしまった。
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　芽生と夏狩が黒い渦と向き合っている。

「パコちゃん、来るな！　戻れ！」

　芽生が叫んだ。夏狩の腕が、渦に飲み込まれそうになっている。

「パコ、来るな！」

  夏狩も大声を出した。

「だって……こんなの放っておけない」

「夏狩っ！」

　追いかけてきたのは、默だった。李鈴も一緒だ。

「あうっ……」

　夏狩の腕を魔が引いた。

「だめ、やめてっ！」

「闇の魔よ！　わたくしよ！　海の末姫よ。わたくしが来たわ。さあ、その者をお放しなさい。わたくしが行くわ」

　李鈴が歩み寄った。

『……お、おんな……姫……海…のひ……め……』

「そう、わたくし。どう？　その者より、わたくしの方がよくなくて？」

『おん、おんな……』

　一歩ずつ、李鈴がゆっくりと進む。默がぴたりとそばにいる。

『おとこ……男のにおい…する……姫…』

「わたくしの従者よ。気にしないで」

　李鈴が魔に触れそうになったとき、彼女を突き飛ばして、芽生が魔に手を突っ込んだ。

　その勢いで、夏狩が解放された。

「芽生さんっ！」

「いいんだ、これで。僕が行く」

「だめ！　ダメよ！」

『お、おんな……おんな……姫……』

　魔が芽生の腕を締め付けた。

「芽生さん！」「芽生っ」

　夏狩が渾身の力で風を叩きつけたが、魔はびくともせずに芽生を捕らえている。

「くそっ！」

　默も塩を操ったが、闇に吸い込まれるだけだった。

　芽生が葉子に微笑みかけた。

「パコちゃん、泉のお告げ、覚えてる？」

「……はい」

「学校のみんなを見たよね。みんな、看護師になってたよね」

「はい」

「その中に、僕はいた？」

　葉子は、はっと凍り付いた。そうだ。あのなかに芽生の姿はなかった。

「そういうこと。パコちゃん、目がまんまる。こぼれ落ちそうだよ」

　以前にも聞いた台詞。芽生はこの上なく優しく微笑んだ。

「ダメです！　芽生さん！」

　葉子は芽生に抱きついた。

　自由な片手で、芽生は葉子の髪を撫でた。そして、額にそっと口づけて、夏狩に渡した。

『お、お、おんな……女……』

　芽生はくっと唇を噛んだ。

「うるさいな。女ならいいんだろう？」

　血の滲んだ唇が放った言葉に、誰もが息をのんだ。

「僕の身体は、まだ女性だ」

　闇の魔が反応してずぶずぶと芽生を飲み込んでいく。

「みんな、いまだ。逃げろ！　默さま、李鈴を無事に！　夏狩、パコちゃんを頼むぞ！」

「芽生さんっ！　芽生さんっ！」

　默と夏狩は言われたとおり、叫ぶ彼女たちを抱えて飛んだ。

　後ろから魔の突起が追いかけてくる。

「默！　早く行け！」

　魔に風を吹きつけながら、夏狩がせかした。

　默の腕の中で、李鈴がもぞもぞと動いた。顔を動かそうとした彼に、李鈴が言った。

「こっち見ないでよ」

  胸元から、彼女はレースのハンカチを引っ張り出した。ちらりと白い膨らみが覗いたのを、默はしっかり見ていた。

　李鈴がぱんっと広げたハンカチを闇の魔に投げつけた。

「默さま、夏狩さん、思いっきり飛んで！」

　灯藻路姫の言ったとおり、魔のスピードが格段に落ちた。







　夏狩が葉子を、默が李鈴を連れて外へ出ると、風の一族から歓声が上がった。

「芽生さん……」

　夏狩に抱きとめられて、葉子はぽろぽろと涙をこぼした。蒼白の顔で李鈴が葉子の腕を取った。

「パコちゃん、火乃子さまが……」

「えっ！」

　振り返ると、火乃子がぐったりとして礁跳の腕の中にいた。

「火乃子さまっ！」

「案ずるな。力を使い果たしたのだ。病の魔、それはそれは強い魔だった」

　礁跳が太い腕をベッド代わりにしていたのだった。

「火乃子は完璧に病の魔を封じた。見事だった」

　数多もほめた。

「よかった……李鈴、よかった……」

　葉子は李鈴と手を握り合った。

「李鈴、ドレス、ピンクだったのね。すごくよく似合う。きれいよ……芽生さんにも明るいところで見てほしいのに……」

「うん、そうだね」

　李鈴は素直に肯いた。

  夏狩と默の報告に、数多たちは冷静だった。

「魔界との道はまだ通じておる。また、魔は出てくる。まだ戦いは続くぞ」
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　花片高校・看護学校は、通常通りの授業が続けられていたが、学校内には沈鬱な空気が流れていた。

　風の一族も、ここしばらくは優しい風を送り、皆の悲しみを吹き飛ばそうとしていた。

　子薫と翠嵐は、津ノ瀬の山から出てこなかった。

  早朝、目覚めた葉子が窓を開けると、裏山を登る人影が見えた。

「流香さんだ」

　葉子はあとを追いかけた。

　昨夜の雨で、足元が滑る。しばらく登ると、滝の音が聞こえてきた。クマザサの間を滑るように下りていくと、清めの滝の中に流香が立っていた。

　両手が透けた紫になっていて、水と一体化しているようだった。

「パコちゃん……」

「おはようございます」

　葉子が川べりに座っても、流香は滝から出ようとはしなかった。

「この魔がね、反応したの。あれが芽生が消えた瞬間だったのね。切り落としてやりたい」

「そんなことしても、芽生さん、喜ばないと思います」

　流香は滝の流れに涙を乗せた。

　ばさっと羽の音がして、翠嵐が下りてきた。

「そうじゃ。おまえ、看護師になるんじゃろ？　両手切ったら不便じゃないかの。患者の世話に困るじゃろ」

　翠嵐は単純で明快だった。

　葉子と並んで座った流香を、翠嵐が葉っぱの団扇でそよそよと煽いだ。身体の水がきらきらと玉になって飛んでいく。

「きれい……」

　翠嵐は二人の涙もきらめく水玉に変えて飛ばした。

「子薫さまは、どうしてらっしゃるの」

「ずいぶん悲しんでおった。でも、もう大丈夫じゃ。ほら！」

　山道を子薫が下りてきていた。

「おはようございます」

「なあなあ、子薫、あれ、おくれ」

　翠嵐が子薫の袖をひっぱってねだった。子薫は持っていた壺から何かを出して、翠嵐に与えた。

「ひとつだけですよ」

「うん。パコと流香にもやってくれ」

　くすりと笑って、子薫は二人の手にひとつずつオレンジ色のものを乗せた。

「金柑の甘煮です」

「おひさまの味がするんじゃ。元気が出る」

　ぷっと種を飛ばして、翠嵐は笑った。

「翠嵐の好物なんですよ。食堂に持って行って、みなさんのおやつにしてもらおうと思いましてね」

「おいしい……」葉子と流香は顔を見合わせた。

「な、な、うまいじゃろ？　みんなも元気になるじゃろ？」

　葉子と流香は一緒に笑った。子薫と翠嵐の心はあたたかかった。







　花晶は意味を考え続けていた。なにか、あるはずだ。

　葉子の夢、泉のお告げ。魔はまだ来る。自分は何をなすべきか……。

「花晶、難しい顔をしておるな」

「ふん。放っておいてくれ。礁跳、おまえを見ると花を思い出してかなわん」

　不快さを花晶は隠さない。

　風の礁跳の組が中庭で散らした花。花晶の心はまだ痛んでいた。

「あれは運命さだめだ。あの花は芽生だったのか」

「おまえには教えん。それより、毎日何用だ。……火乃子なら外におるがな」

「おまえには教えん」

　礁跳は同じ言葉を返した。

　火乃子は自分を責めていた。

「わたしが気づかず、申し訳ないことをしてしまった……」

「火乃子に責任はない。そなたは見事に魔を封じた。仕事は果たしたではないか」

　礁跳は毎日やって来て、火乃子を慰めている。

　燃えるような紅い髪、黒いジャージに白い肌。風の男にとってはたまらない魅力だ。乱暴者の礁跳は、邪悪な病の魔を一人で封じていた火乃子の姿が忘れられない。

「そなたの強い力、必要とする者たちがたくさんおるぞ。俺がいつでも運んでやるからな」

　礁跳が大きな逞しい手を火乃子の肩にかけたが、それはあっさりと振り払われてしまった。

「私は自分でどこへでも行ける」

　火乃子はつんと突き放した。

　生徒達の中には勉強に没頭する者が何人もいた。彼女たちは看護師として魔と戦う決意を新たにしたのだ。

　なかでも、純子は顕著だった。錯乱状態から回復すると、猛然と勉強に取り組んだ。

「幸せなお母さんと赤ちゃんばかりにする。女の子を泣かせたりしない！」そういって、婦人科と産科を学ぼうと國蒼を追いかけ回している。

　そんなある日、李鈴が豊実を呼び止めた。

「トミー、ちょっと頼みがあるんだけど。明日のお休み、暇かな」

「うん。特になんもないけど、どしたん？」

「街まで一緒に行ってくれない……かな」

　人にこんなことを言ったことがない李鈴は、どことなくぎこちない。

「ええよ。なんか買い物？」

「まあ、そんなとこ」

  安積のふもとの街へ出た二人は、携帯電話のショップに入った。

「機種変？　どんなのにすんのん」

「ピンクでキラキラしてるやつ」

「わはははは！　李鈴！　乙女やーん！」

　豊実はバシバシと李鈴の腕をたたいた。

「あ、それ、ええやん。キラッキラやし、カワイイし」

「実は、灯藻路姫になんだけど」

「なんや、お姫さまにかあ。海ん中、結構ハイテクなんや。ええやん、李鈴も同じのんにして、おそろにしたら」

「そう……しようかな」

　少し素直な李鈴が豊実は嬉しかった。

「これ、どうやって送るのん？　宅配なんて行かへんやろ」

「默さまが取りにいらっしゃる」

「へーえ。おもろいなあ」

　トリプルのアイスクリームを買って、一時間に一本のバスを待った。

「トミー、改めて、ありがとう。あのハンカチ、本当に助かったんだ。あれがあったから、私もパコちゃんも帰って来れた」

「そんなに強かったんかいな。まあ、念は込めまくったけどな」

「えっ、あれ、トミーが作ったの？」

「そやで。私、こう見えても手芸得意やねん」

　ふふんと鼻を高くする豊実に、李鈴は心底驚いた。

「それ、灯藻路姫にお伝えしてもいい？　きっとびっくりなさる」

「……なあ、もしかして、お姫さまとメル友？」

「ええ、まあ」

「ぎゃー！　そんな大事なこと、早よ言うて！　私も紹介して。メールメール、すぐメール！　写メしよ！」

　豊実は大騒ぎだ。李鈴と二人、アイスクリームをかざした写真を送ると、すぐに灯藻路姫から返信があった。

「……李鈴の友達は私の友達、仲良くしてね！　だって」

「きゃー！」豊実はバス停のベンチで飛び跳ねた。







　中庭の椋の木陰で、葉子と由嘉里と千種が座っていた。

「パコちゃん、夏狩さんって、どうしてるの」

「わかんない。お父さんのところで修行してるらしいよ。数多さんが言ってた」

　先日、葉子は数多から小さな小さなガラスの風鈴を渡された。夏狩からだという。一日一回、必ずそれが鳴る。夏狩の気持ちがそこにこめられていた。

「そうなんだあ。私には風の一族が見えないから、残念。ねえねえ、夏狩さんって、少年っぽいんでしょ？　修行して國蒼さまみたいになったら、どうするぅ？　あんなイカツイ兄ちゃんになったら怖いでぇ」

　豊実の口まねをした千種に、三人はケラケラと笑い転げた。

　芝生に文字通り転がった葉子の笑いが止まった。

「あ……っ。あ！　あああーっ！」

　芝生の上を葉子が這っていく。

「ちょっと、パコちゃん、どうしたのよ」

　そのまま葉子は植え込みの木に潜り込んで、細い幹に抱きついた。

「うー……」

「パコちゃん？」

「うわあああん！　花晶さまああ！　花晶さまぁぁ……」

　葉子は声を上げて泣いた。

「何ごとだ」

　現れた花晶に、葉子は泣き笑いの顔で木を指した。

「み、見てください！　この中っ」

　柔らかな葉で覆われた枝の、幹に近い中心部に、白いちいさな蕾がついていた。

「お花！　花晶さま、お花、咲きますよね？」

「……ああ。咲く」

　花晶の香りが、仕者たちを集めた。

　皆がその意味を理解した。

　芽生は、生きている。

「いつか、会えますよね？」

　葉子の問いに、花晶が肯いた。

「芽生が魔の中にいることは確かだ。すべては、これからだ」

「はい」

「まずは、葉子。よい看護師になれ」

「はい」

　大きな目で葉子は花晶を見た。

「で、もうすぐ試験だが、大丈夫なのだろうな。再試験は許さんぞ」

「うー。花晶さまぁ……」

　葉子は唇を尖らせた。

　彼女の部屋の窓際で、ガラスの風鈴が小さく「ちりん」と笑った。







了　














花晶奇譚かしょうきたん２









「花晶かしょう……どこ？」

「ここにいる」

「…ん……」

　史彦が布団から手を出すと、花晶はそれを握った。

　安心したように、史彦はまた夢の中へ引き返す。

　そんな幸せなまどろみの中、「電話だ」と鳴る前の携帯電話を花晶が渡した。史彦が持ったとたん、それがプルルと音を立てた。

「須賀先生！　浅川です。子どもが熱出して、ひきつけおこして！」

「浅川さん、落ち着こう。大丈夫だから。今すぐ来られます？」

「診てもらえますか！　すみません！　お父さんが車出してくれるから、すぐに行きます」

「どうぞ」

　通話の切れたティスプレイに午前二時の表示が浮かんでいる。史彦は布団から這い出た。

「浅川さんのチビちゃん、ひきつけたって」

「あの子か」

「魔、じゃないよね」

「違うのはおまえが一番分かっているだろう」

　苦笑しながら、史彦は着替えた。







　都会から遙か離れた安積あづみの村には緑豊かな山が連なる。

　この山深い田舎の地に須賀の家はある。現在の当主、史彦は若き医師だ。

　いずれこの須賀医院を継ぐことを考えていた史彦は、医学生の時から僻地医療のプログラムに参加して勉強した。研修医時代には外科内科を問わず、積極的にあらゆる科で研鑽を積んだ。田舎の医院には、高度な専門性より、幅広く対応できる柔軟性と深い知識、そして経験が必要なのだ。

　先代の祖父は史彦が独り立ちできるのを見届けて、百歳近い天寿を全うした。史彦の父とその兄である伯父、史彦の兄、叔父の子どもたち、全員が医者だがだれも跡を継がなかった。しかし、数年前に父と伯父は祖父の命令で、祖父一人で営んでいた小さな医院を、入院設備のある病院に作り替えた。

  須賀は医の仙が選んだ家だ。数百年もの昔から代々この地の医療を担っている。そして、史彦は、祖父の次に医の仙に選ばれた当主だった。

　大学一年の夏、史彦は花晶に出会い、彼と一生をともにすると決めた。

　人のなりをしているが、人ではない花晶。全ての薬草がつける花の精を司り、医の仙人に仕える者だ。彼は仙郷から出て、今は須賀史彦を支えている。







　この世にはあまたの事象を司る神がいる。そして、それぞれの神に、仙人が仕えている。さらに、仙人に仕える者たち。彼らがいるから、この世の森羅万象は守られているのだ。

　現代医学では解明できない病気がある。その原因は『魔』だ。

　史彦も最初は信じられなかった。だが、花晶の存在はどうだ。彼は魔ではないが、人間でもない。花晶を受け入れたときから、史彦の運命は決まっていた。須賀の当主となり、この地で魔が引き起こす病に向き合うのだ。

　いままでは小さな医院で間に合っていた。しかし、近年、魔の力は増大し、複雑になってきている。祖父はそれを案じ、魔を封じる力を持つ医師の拠点病院となるものを作ったのだった。それまで大学病院の教授だった伯父は、何も知らずに指示に従った。そして、ついでに、と裏山の奥に看護学校も作った。もしかしたら、それも医の仙の意図するところだったのかも知れないが、今となっては史彦にも分からない。

　この国の各地に魔と向き合い、魔を封じる力を持つ医師たちがいる。彼らのネットワークを束ねるのも須賀病院だ。医師たちは、ごく普通に各地の地域医療に取り組んでいる。ただ、ほかにも力を持っている、それだけだ。さらに、そんな医師と一緒に働く看護師たちがいる。看護師たちに魔を封じる力はないが、それ以外の能力を充分に兼ね備えている。医師には見えない魔を見たり、感じたり、様々な能力を身につけている。その教育を担っているのが、須賀の看護学校だ。史彦は校長だが、実際の教育は花晶たち医の仙の仕者に任せている。







　午前の診療が終わると、史彦は看護師と一緒に村を回る。山奥の村は、老齢人口が多い。できるだけ自宅で過ごせるように、史彦は心を配っている。

「いいお天気ですね。お山がくっきり！」

　車に乗りながら、看護師が明るく言った。

「これからがいい季節だね」

「先週、私、泉まで登ったんですよ。すごーく水が澄んでて、とーっても綺麗でした」

「そう」

「須賀先生はご存じですか？　あの泉は占いが出来るって。覗くと、自分の未来が見えるんです。看護学校の頃、みんなで行きました」

「あはは、女の子はそんなこと考えてるんだ」

「信じないんですか？　本当なんですよお」

　看護師は唇を尖らせた。

「じゃあ、君は何を見たの？」

「……秘密です。でも、私がほかの病院に行かず、須賀病院にいるのは、泉のお告げがあったからですから」

　史彦はまじまじと彼女の顔を見た。

　ふふっ、と笑う彼女の目は真剣だった。

「そっか……。信じます。きっと君には僕の見えないものが見えてるんだろうね」

「見えてます。でも、秘密です」

「わかりました。まあ、魔さえ出なきゃ平和だから」

「魔はどこからでも来ます。先生は花晶さまから離れないでくださいね」

「え？」

「何があっても、絶対に。そばを離れちゃダメです」

　花晶との関係を知られているのだろうか。史彦は、少し恥ずかしくなった。

「先生の力、まだ弱いですから。花晶さまが守ってくださいます」

「……そう」

　史彦には魔を封じる力がほとんどない。毎回、魔が出るたびに、なぜ、自分が司令塔になっているのか不思議に感じているのだった。

　そんな不安を知るはずもない看護師は、念を押すように言った。

「とにかく、花晶さまが先生についている限り大丈夫です」







　小さな魔はどこにでもいる。病院の中、特に手術室は隙を狙っているものの気配がそこここにある。たいていの医師たちは、そんなことに気づかず、手術や治療に当たるのだ。医師の本来の技術、力量に負ける魔がほとんどだが、なかには、少しずつ育って災いとなる魔もいる。そんな魔を封じ込めることが出来る医師たちが、各地から須賀の元に集まり、花晶のような医の仙の仕者とコンタクトを取る。

　今日も遠方の医師からサポートを求める連絡があり、史彦は即座に動いた。彼は魔に対応できる全ての医師と看護師を把握しており、魔に見合った者を送り出す。

「……はあ」

「なんだ、そのため息は」

「さあ。なんだろ」

「史彦」

　花晶は史彦の目を覗き込んだ。

　院長室のデスクで、史彦は大きくのびをして、花晶の視線から逃げた。

「……自分の無能っぷりが身に染みた」

「おまえは無能じゃない」

「なんにもできない」

　厄介な魔が現れたとき、史彦はこうやって落ち込むことがある。ほかの医師が見事に封じた報告に、喜びとともに、無力感が彼を襲うのだ。

「封じることだけが『できる』ことなのか？」

「僕はうまくできない」

「構わぬ。おまえの役目は魔を封じることではない。何度も言ったではないか」

「司令塔？　そりゃあ、人の配置を考えるのは得意だけど。そんなの誰にでもできるじゃないか」

「全体を見る能力はおまえにしかない。瞬時に魔と現場の状況を把握して、人を的確に送るのは、誰にでもできることではない。だから、医の仙はおまえをお選びになった」

「……花晶、慰めてくれてありがとう」

「本当のことだ」

　分かっていても、なんとなく気分が塞ぐ。そんな史彦を花晶はそっと抱き寄せた。

　花晶の香りは、史彦の心を落ち着かせる。和漢薬もかなり勉強したが、いまだに花晶の香りが何かは分からない。あおい草のようで、芳しい麝香のようで、あまい蜜を含んだ果実のような。きつい刺激のない、あわくほのかな香りに包まれて、史彦は柔らかな絹とふかふかの綿の海に浸る心地よさを覚える。

「花晶……」

　史彦は顔を上げて、花晶の唇をねだった。

「……んっ……ん……」

　自分から深く舌を差し込んで花晶の歯列を割ったくせに、史彦は主導権を花晶に預けて身を任せる。

「お楽しみのところ悪いな」

　野太い声がした。

　花晶も史彦も平然と声の主を見た。

「ふん。そんなことは結界張るか、家でやれ」

　医の仙の仕者のひとり、國蒼こくそうだ。彼は仕者の中でも武闘派で、どっしりと厳つい風貌をしている。

「ごめん。僕が悪い」全く悪いという顔をせずに史彦は謝った。むしろ、邪魔するなという目つきだ。

「どうしたんですか。魔が出ましたか」

「いや。風の一族がちょいと悪さをしはじめてな。生徒を一人、さらおうとしおった」

「えっ！」

「大丈夫だ。すぐに帰ってきた。悪戯のようだが、一応報告しておく」

　看護学校の学生は少女たちばかりだ。乱暴な風の一族に手出しされてはひとたまりもない。

　花晶が二人を置いて部屋を出た。学生を守るのは花晶の役目でもあった。國蒼は言葉にはしなかったが、史彦と口づけを交わす暇があればもっと気を配れと非難しにきたのだ。

「國蒼さん、ごめんなさい。僕がもっと強くならなきゃ。つまらないことでへこんでばかりだから、花晶にも迷惑をかけちゃった。……で、学生は本当に大丈夫なんですか？」

「ああ、無事だ。こちらでなんとかする」國蒼はどさりと来客用のソファに座った。

「おまえが花晶に甘えるのは構わん。ただ、場所はわきまえろ。ネクタイが乱れてる」

　赤くなって史彦はネクタイとシャツを正した。

「風の一族が魔と組むと話がややこしい」

「そんなこと、あるんですか」

「なくはない。あいつらは、そのときに利のあるものと組む。中にはまともな頭もいるがな……」

「わかりました。僕が話し合いに出向くのは難しいでしょうが、人間が介入できることなら、なんでも言ってください。学生や生徒達がさらわれるくらいなら、僕が代わりに行きます」

　國蒼はぶっと吹きだした。

「おまえが代わりになるのか。わざわざ男の慰み者になりにいくというのか」

「ええ。それで生徒や学生が守れるなら」

　史彦は真剣に言った。

「あのね、國蒼さん。僕は彼女たちを親御さんからお預かりしてるんです。魔と立ち向かうだけでも危険な目に遭わせてしまうのに、それ以外に危害をくわえられるようなことがあってはいけない」

「命をくれと言われたら、おまえはどうする？」

「彼女たちを守れる保証があるなら、いといません。その覚悟はいつでもできています」

「へえ……。花晶はうまくおまえを仕込んだものだ」

「なぜ花晶？　花晶は関係ありません。彼にそんなこと、言われたことありません」

「自分の考えだというのか」

　史彦はデスクから國蒼の前に移った。

「僕は、医師です。たとえ風邪でも、患者さんの命をお預かりしてるんです。重みと大切さは分かっているつもりです。だから、僕には全ての命が大事なんです。僕のと引き替えに保障されるのなら、構わないんですよ」

「ふぅん。須賀の家に生まれただけあるな。ずいぶん昔になるが、おまえの先祖にも同じことを言う者がおった……」

　少し懐かしそうに、國蒼は肯いた。ただの甘えん坊の腰抜け小僧かと思ったら、案外、気骨があるではないか。かつて、須賀の家を背負って、安積の村の人々を守った男とよく似ている。

「そうなんですか。じゃあ、僕の中にそういう遺伝子があるんでしょう」

　言いながら、史彦は窓のブラインドを開けた。大きめの窓に、絵画のように山と野の緑のグラデーションが広がる。風にさざめく黄色みがかった緑の波は、収穫間近の稲穂だ。この美しい風景。数百年以上、村の人々の命を救い続けた須賀の家に、人々は礼として少しずつ土地をくれたのだ。その結果、ここ一帯が全部須賀の土地になった。以来、代々どの当主も、ほぼ無料で元の主に貸し出している。それは、この土地を守るためでもある。山の深い緑、澄んだ川、自然を手つかずのまま残すことが、当主に課せられた使命のひとつでもある。医の仙とその仕者はこの自然のなかで世を守るのだ。

　窓際に立つ史彦に、國蒼は納得した。

「おまえは立派な須賀の主だ」

「え？」

　問うた史彦の肩にぽんと大きな手を置いて、國蒼は姿を消した。

　その直後、史彦の肩は、同じようにぽんぽんと手が置かれていった。

「うっ、みんな、聞いてたんですか！」

　姿は見えないが、仕者たちの気配が漂っている。仕者のひとり、寒竹かんだけが現れた。

「そなたの気概、しかと聞いた。我らは喜んでおるのだ」

「……立派なこと、なんにも言ってませんよ」

「いや、充分だ。良い言葉を聞いた」

　精悍な寒竹は、爽やかに笑った。







　休みの日、陽の昇る前に史彦は山に登り始めた。

「泉へ行くのか」

「あれ、花晶。ばれちゃった？　何度か行ったことあるけど、泉が将来を教えてくれるなんて知らなかった。それって本当？」

「泉は真実しか告げぬ」

「うわ、本当だったんだ」

「知らぬ方が良いこともある……」

　珍しく花晶の歯切れが悪い。史彦は足を止めた。

「花晶？」

「将来は自分で決めるものだ」

「運命は決まってるのに？」

「ああ」

「ふーん。花晶がそんなこと言うの、初めてだ」

　花晶は山道を脇にそれた。清めの滝と呼ばれる場所がある。

　朝もやの中、冷たく透明な湧き水が豊かに落ちてくる。

　滝のほとり、大きな石に史彦を招いた。

「きれいだね。美しい……」

　水のしずくを手に受けて、史彦が呟いた。

「史彦。おまえの運命は、医の神さまがお決めになっている」

「へえ、そうなんだ」

「おまえは特別だ。ほかの人間は生を司る神が運命をお決めになる」

「え……」

「それ以上に、何か知りたいか」

「…………知っちゃいけないみたいだね。逆らわずに生きていく、それがいいんだね？　花晶は僕にそうしてほしい？」

「わたしの希望などない」

「そっか。うん、そうだね。わかった」

　史彦は、ぴしゃっと水を弾かせて、花晶にかけた。

「泉に行こう。将来を覗いたりしないから」

　それ以降、史彦は何も言わずに山を登った。

　泉は、昇ったばかりの朝日を受けてきらめいている。

「感動。こんなに美しいと思わなかった……」

　深呼吸して、泉に近づく史彦を花晶は止めようとした。

「大丈夫。泉に訊いたりしないよ。代わりに、花晶に訊く」

「なんだ」

「花晶の将来」

　史彦はまっすぐに目を見た。

「わたしの将来は、史彦の将来と同じだ。医の仙人さまがお決めになっている」

「花晶はそれでいいの？　仕者のままなら、ずっと生きていられる。僕と一緒にいるのなら、人間の寿命と同じの時間になってしまう。それでいいの？」

　医の仙に仕える者は、人間の相手が決まると、その者と一生を共にしなくてはならないのだ。

「惜しむものなど何もない。史彦以外に、なにも必要でない」

「花晶……」

「おまえの一生は、わたしの一生だ」

「そんなこと言ったら、本当に離れないよ？」

「案ずるな。離しはしないから」

　きっぱりとした花晶の言葉に、史彦は微笑んで肯いた。

　二人の交わす口づけは、泉に愛を注ぎ、その水は甘さをもって川に流れ、村の土地を潤した。




了　










花晶奇譚かしょうきたん３








　須賀病院の院長室では、須賀史彦が頭を抱えていた。

　先ほど、母親からメールが来たのだ。

「どうしよう……。おじいちゃんの命日なんて、すっかり忘れてた……」

「仏壇には毎日手を合わせているではないか。じいさまは満足してると思うが？」

「うわ、國蒼さん。いつの間に。ちゃんとドアから入ってきてくださいよぉ」

　史彦はソファでふんぞり返っている國蒼に文句を言った。彼がドアからまともに入ってくることなどは滅多にないが、一応、毎回注意はする。この病院には、「普通の人間」の方が多いのだ。もっとも、「普通の人間」に國蒼を見ることはないのだが。

　國蒼はそんな史彦に構わず続けた。

「じいさまの命日がどうしたのだ」

「両親と伯父夫婦と兄夫婦と従兄弟たち、その家族……つまり須賀家の全員が来るそうです」

「久しぶりだな。墓参りにも来ないのに」

「まあね。何回忌だっけ、法事ですから。……ああ、どうしよう……」

「なにが、どうしようだ」

「僕の母をご存じですよね」

「あの女傑か。火乃子とよく似ておる」

「そう。やっぱり國蒼さんにはお見通しなんだ。見た目はすごい楚々とした手弱女なんですけど、内面はすごく強いし、怖いんですよ」

「女はそのようなものだ」

　日頃、女子学生の面倒を見ている國蒼は見た目とは裏腹に女心を理解している。

「結婚しろってうるさいんです。兄さんも伯父さん夫婦も従兄弟もみんな来るっていうから、多分、全員でプレッシャーかけに来るんだ……」

「ふむ……たしかに、おまえにもそろそろ子どもはいるだろう。須賀の家が絶える」

「僕の子じゃなくてもいいじゃないですか。兄さんや従兄弟の子どもがいるし、あの子たちが継げばいい」

「子らが我らを選べば、おまえの種でなくてもよい。だが、おまえは子が欲しくはないのか」

　國蒼が不思議そうな顔をした。

「あ、いや、そういうわけじゃないですけど。……僕が産むわけにいかないですし」

「人間の時は短い。俺にはその感覚は分からんが、子が成人するくらいまでは、おまえが生きていた方が良いのではないか。おまえのじいさまは人間にしては長生きだった。それはおまえのためだ。母がうるさいのもおまえを思ってのことだ。花晶と話し合え。逃げずに向き合え」

　見透かしている國蒼にニッと笑われて、史彦は赤くなった。この問題から、史彦はずっと逃げていたのだ。










　夜、史彦は寝床で花晶の腕に潜り込んだ。

「花晶、来週、両親や兄や伯父たちが全員来るって。おじいちゃんの法事」

「そろそろだと思っていた。皆が来るのも久しぶりだな」

「うん。でね……母がまた結婚しろって言うと思う……」

　史彦にとって、この話はもっとも避けたいことだ。昼間にきちんと話すべきことだと思ってはいるが、切り出しにくく、とうとう寝床に持ってきてしまった。花晶の顔を見ることが出来ずに、胸元の袷に向かって話しかけた。

　両親には、『年上の花子さん』と付き合っていると言い続けている。だが、けっして会わせないようにしているため、母はその存在を疑っているのだ。

「いつまでも放っておけないよね……」

「史彦、最初の日を覚えているか？」

「うん。花晶は、女性に化けることができるって。子どもも仙人さまのお力を借りられるって」

「そうだ」

「僕は、このままの花晶がいい。男性の姿のまま、両親に紹介しちゃだめかな。子どもだって、兄さんのところにも、従兄弟のところにもいるし。あの子たちが須賀の家を継ぐかも知れないだろう？」

　花晶は起き上がって、史彦と向かい合った。史彦は、うつむいて目をそらしたままだ。

「男が好きだと告白するのか」

「……だめかな。ゲイを差別しない人たちだけど、息子となるとショックかな」

「人間の心は複雑なものだ。おまえが黙っていれば誰も傷つかない」

「……そうだね…………」

「でも、おまえが傷つく。そのうち精神の破綻をきたすこともあるだろうな」

「そんなあっさり言わないでよ。僕は本当に女性がダメなんだ。いくら花晶が美人に変化しても、女性になった花晶なんて見たくない。ましてや母親になっておっぱいあげたりなんてしたら……ああ、ダメだ！　絶対ダメ！」

「粉末の乳があるだろう」

「そんな問題じゃない！」

　普段は優秀な医師として腕をふるい、院長としても校長としても立派に仕事をこなす史彦が、花晶には内面をさらけ出す。

「おまえの前ではこの姿でいるから案ずるな」

「矛盾したこと言うけど、僕は、子どもは男性と女性の両親のもとで育つのがいいと思ってるんだ。シングルの親とかを否定してる訳じゃない。僕自身が、両親や祖父母から充分な愛情を受けて大きくなった。女性の持つ母性と男性の父性が必要だと思う。自分の子は、そういう環境を与えてやりたいんだ」

　史彦は不快そうな表情を浮かべて続けた。

「だから、僕は僕が嫌なんだ……。女性を愛することはできない。女性とはセックスできない。する気もない。内面が花晶でも、受け入れられないと思う……」

「おまえはいつから人を外見で判断するようになった」

「ずっとだよ。ゲイだって気づいたときにはもう既にそうだった。変えられないんだ。患者さんや仕事に関しては違うし、花片の学生や生徒だって違う。彼女たちを外見では見ないよ。僕の相手として考えたときだけ、女性を受容できないんだ」

　花晶が口を開く前に、史彦は拗ねたように言った。

「わがままだと思ってるだろ」

「わがままなのは百も承知だ」

「もし、僕がいま決断したら、花晶はどうなる？　すぐに人となってしまう？　おばあちゃんみたいに」

　史彦の祖母も医の仙に仕えていた。祖父と結ばれてからは人として一生を終えた。

「そうなったら、学校はどうする。花晶がいなければ統率が取れない。生徒と学生への教育はどうなる？」

「医の仙に仕える者は多い。仙人さまがお考えになる」

「現実的に無理じゃないか？　この前みたいな魔が現れたとき、花晶が必要だろう」

　急に校長の顔になった史彦は、甘えを消した。

「仕者さまたちが大勢いらっしゃるのは、僕も知ってる。でも、花晶が人になって、ここの戦力が失われるのは危険な気がする。花晶だって、」

　史彦の言葉を、花晶は切った。

「わたしを案ずるな。人となれば、おまえと子を作り、育み、一生を終える。それがわたしの運命さだめだ」

「そんなの、よくない。……いや、いいんだけど。僕だって、普通なら、それが幸せなんだろうって思うよ。でも、僕たちの置かれている状況は普通じゃないだろ。その……いろいろと」

「何を普通というのか、理解しかねる」

「おじいちゃんの頃は、この地区の人を診ていればよかった。でも、今の須賀病院は違うだろ。魔の情報収集とか、ドクターのネットワークとか。花晶の力は不可欠だよ」

「わたしがいなくても、ほかの者がいる」

「いないよ。僕が組めるのは花晶だけだ」

「すぐに慣れる。みな、能力の高い者ばかりだ。わたしは須賀の家を守るのが役目となる」

「……それってじんわり僕の首を絞めてる？　僕さえ決断すれば、すぐにでも子ども作る気だろ」

「逆算しろ。おまえの年齢と、子が一人前になるまでの年月。わたしはいくらでも若い娘に変化へんげできるが、おまえはずいぶんと年を食った親になるぞ。よいのか。まあ、なかには若い娘が趣味の人間もいるようだから、おまえがどう見られようが構わぬが」

　花晶の声はからかいを含んでいた。

「もう少し、考える。近いうちに必ず答えを出す。医の神さまや医の仙人さまの意向に逆らう答えを出したら、ごめん。そのときは花晶と別れることになるかも」

「おまえが心底から思うようにすればいい。それもまた運命だろう」

「へえ、意外。反対しないの？」

　花晶は、優しいまなざしで肯いた。

「人間の時は短い。悔いのないようにしろ」

「ここを離れるつもりはないけど。僕の運命は医の神さまがお決めになってるんだろう？」

「生きる時を誰と過ごすかは、おまえの自由だ」

「だったら、僕がほかの人を選んだら？　女の人は……無理だけど、花晶以外に一緒に生きていきたいと思う男ひとができたら？」

「道を選ぶのは史彦だ」

　史彦は花晶の目を見つめた。穏やかな光をともして、史彦を映している。

「そんなこと言って。仙人さまに怒られるよ」

「構わぬ。おまえが幸福だと思う道を歩めばいい」

「花晶はどうして、そんなことが言えるんだ」

「ふむ。……わたしは、おまえに惚れているのだろう」

　極上の殺し文句に、史彦は花晶を押し倒した。

　腰の上に馬乗りになって、肩に両手を置いて、訊いた。

「僕を放す気なんてないんだろ」

「わたしを選んだのはおまえだ。放すとすればおまえの方だ」

　さらりとかわす花晶に、史彦は口づけた。










「……ねえ、真面目な話、魔が来るんだろ。この前のなんて目じゃない、とびきり厄介なヤツ」

　仕者の上で背をしならせて、須賀家の当主が呟いた。

「来る。いつかは分からぬが」

　応えた仕者が突き上げのスピードを緩めると、腹の上で当主は不服な目をした。

「そのとき、僕たちの子どもはどうなる？」

「わたしが守る。子どもがいるなら、もうその時は、人になっている」

　不服な色が、更に翳りを帯びた。

「やっぱり、無理」

　当主は使者の手を自分の屹立に添えさせた。

「花晶は花晶のままじゃなきゃ駄目だ。人になっちゃいけない」

　仕者の指が、当主自身を極限まで硬くさせる。暴発に耐えながら、当主は自ら腰を振った。

「……ん…ん……あっ……来て……っ！」

　彼は自らの中に仕者の精が放たれるのを好む。仕者は当主が放った直後に自身の硬直を解いた。その瞬間、当主の身体の隅々まで芳香が運ばれ、彼はくたりと仕者の胸に身を預けた。

「僕が魔と向き合っていく運命なら……子どもは持っちゃいけない……花晶と一緒に魔と………」

　呟きながら当主は寝入ってしまった。

　規則正しい呼吸に、彼の胸が上下する。仕者はそっと彼を腕に包み、虚空を見つめた。

　当主がこの話をずっと避けていたのは分かっている。だから、今夜の堂々巡りのような結末も仕方がないことだと仕者は思う。人というのはそういう曖昧さと複雑さをもっているものだ。自ら話題にしたのは大いなる進歩だ。

　だが、彼がどう言おうと、子どものことは棚上げできない。医の仙人も医の神も、須賀史彦の子どもを望んでいる。医の神なら、史彦の心を操ることなど造作もないだろうに、本人の意思を尊重しているあたり、須賀家当主の存在がいかなるものかを示している。

　医の仙の仕者には選択権がない。医の仙人の命に背くことは出来ない。

　人となる覚悟は出来ている。女に変化することも、この男のためならば厭わない。

　法事で須賀の一同が揃うなら、そこへ茶の一つも煎れて持って行ってやろうか。きっと、彼は真っ赤になるだろう。しばらく拗ねて口をきかないかもしれない。

　それよりも、自分が先ほど発した「惚れている」という想い。あれは何だ。ふと口をついて出たものだったが、確かに想いだった。仙人に仕える者として、ずいぶん長い時を過ごしてきたが、ああいう「感情」を持った覚えはない。人に変じる前触れなのだろうか。

　妙な感覚としか表しようがない。嫌なものではなく、甘いような心地よいものだ。これを愛情というなら、人はこのような感覚を愉しみ、溺れ、苦しむのだろう。いま腕の中にいるこの男とならば、どのような苦しみにも耐えられる。もとより、その苦しみ以上の幸福を彼に与えてやる。

「すべては仙人さまの思し召しだ」

　心の中で呟いて、仕者は当主を抱きしめた。







了　










靡なびき葉






　休日、須賀史彦が山へ向かっていた。

「あー、校長先生。こんにちはぁ」

「こんにちは、葉子さん。おや、翠嵐すいらん君も一緒ですか」

「はい。薬草の見分け方を教えて貰ってるんです」

　花片はなびら高校の生徒、葉子が照れくさそうに言った。

　子天狗の翠嵐が木の上からの顔を出した。

「墓へ行くのか？」

「ええ、ちょっと掃除しに」

　山の中腹に須賀家の墓地がある。須賀はバケツと墓磨きのブラシをぶら下げていた。

「昨日の雨で、落ち葉がいっぱい。結構滑りますよ。私、さっき転んじゃいました」

「すりむいてますよ。土の雑菌は侮れませんから、しっかり消毒してくださいね」

「はあい。校長先生もお気をつけて」

　二人に見送られて、須賀は脇道を入っていった。

「翠嵐君、これってフウランかしら」

「ああ、そうじゃろ。…………」

　相づちを打った翠嵐は、急に険しい表情になった。

「どうしたの？」

「いや、パコ、ちょっとここにいろ。動くなよ」

　言うなり、翠嵐は飛び上がった。

　すぐに上空から翠嵐の怒鳴り声がした。

「パコ、すぐに花晶たちを呼んで来い！　結界が破れてる。俺が禦いでおくから！　走れ！」

「え、は、はいっ！」

　言われるままに、葉子は駆けだした。後ろで翠嵐が須賀校長に叫んでいるのが聞こえたが、よく聞き取れなかった。

　寮が見え始めた地点から、葉子は大声を出しながら走った。

「花晶さま！　仕者さま！　いらっしゃいませんか！　大変ですっー！」

　ただならぬ様子に、風の子どもたちが背中から風を送って、葉子の足を速めた。

「どうした」

「國蒼さま！　あのっ、裏山で、翠嵐くん……はぁ、……あの、結界が、破れてるって、……」

　息を切らしながら、葉子がそこまで言うと、國蒼の姿が消えた。

「翠嵐はどこだ」

　姿は見えないが火乃子の声が聞こえた。

「山を、十分、くらい、登った、ところの、上空、だと……はぁ……校長、先生が、お墓に……！」

「そなたは寮から出るな」

　落ち着いた花晶の声が聞こえたが、同じく姿は見えなかった。










「翠嵐っ！」

「……國蒼か……、これ、俺では持たない。早く……」

　ひときわ高い杉の木、梢のすぐ上の空中で翠嵐が踏ん張っている。

　翠嵐も結界を張ることは出来るが、まだ力が弱い。裂け目の前に葉っぱの団扇をかざして浄めの気を振りまいていた。

「中に魔が入った感じはするか？」

「わからん……嫌な気が残っているのは確かじゃ」

　國蒼が結界を張り直したところに、火乃子の声だけがした。

「裂け目がここにもある。北の方を向いてみろ」

　翠嵐は上空に上がってきょろきょろと見回した。

「小さいが、あっちも破れそうじゃ」

「翠嵐、水呼すいこと一緒に浄めてくれ」

「わかった」

　結界の薄い部分に、水呼の持つ清めの水を翠嵐の団扇で霧にして撒き散らして回った。

「これはどうしたことだ……」

　寒竹かんだけが結界の補強をしながら首をかしげた。

「魔か……？」

「魔の気ではないような感じだが」

　別方向で結界を張りながら火乃子が言った。

　花晶は村の方まで見回っていた。史彦が気になっていたが、彼には特別な防禦の術をかけてある。やすやすと邪気にさらされることはないはずだった。










「うわわわ、これ、なんだ？」

　須賀家の墓地に入ろうとした須賀は、薄闇に足を取られていた。

　目の前の数々の墓はさんさんと明るい光に照らされているのに、自分の周りだけ、濡れたような薄闇がへばりついている。まるで黒いカプセルに入ったようで動けない。

　バケツとブラシをぶんぶん振り回してみたが、闇は消えない。

「これって、魔……なのかな。いままで、こういうのは見たことないけど。……ふぅ。どうしよう。封じるっていっても、こんなのどうやればいいんだ？」

　今のところ、脈も呼吸数も正常。身体に異常はない。気分も悪くない。ただ、檻の中にいるように動けないだけだ。いつだったか花晶がかけた防禦の術が功を奏しているのかもしれない。須賀はそこまで分析すると、自分を落ち着かせた。

「……校長先生、校長先生」

　カサコソと落ち葉の音とともに小声がした。

「校長先生、大丈夫ですか？」

「どちらさま？」

「葉子です。さっきお会いした」

「ああ。君は近寄らないで。この黒いの見えますか？　魔かもしれません。寮に帰りなさい」

「花晶さまにもそう言われたんですけど、気になって」

　こそこそと小さくかがんだまま、葉子が近寄った。

「校長先生の周りだけ、夜みたいですね……」

　のんびりとした口調で、葉子が手を伸ばした。

「触るなっ！　離れなさい！」

　厳しい須賀の剣幕に、びくっと手を引っ込めた。

「でもぉ……校長先生、そのままじゃあ」

「あ……！　伏せてっ！」

　急に須賀の周りの薄闇が葉子の方に広がった。

　ぺたりと地面に腹這いになった葉子は、顔だけ須賀に向けた。

「無事か？」

「はい、なんとか、大丈夫みたいです」

「君、そのままの格好でそこの墓地に入れますか？」

「え、ええ、多分」

　ずりずりと匍匐前進で、横は須賀家の墓地に身体を滑り込ませた。

「そこなら多分大丈夫だから、絶対そこから出ないで。わかりましたね」

　須賀の墓地は清浄のはずだ。強い気で守られていると、かつて聞いたことがある。

　葉子は立ち上がって、スカートをぱんぱんとはたいた。

「ここ、本当に大丈夫みたいです。すっごく空気がきれい。翠嵐くんがいれば、ここの気を送ってもらえるのに……そういえば、仕者の方々もどこへ行かれたのかな」

「おそらく、ここがポケットみたいになってるんですよ。彼らから見えないように遮断されてしまってる」

　葉子の無事が分かると、須賀は冷静さを取り戻した。

「とにかく、葉子さんはそこから一歩も出ないように。約束してください。もし、僕になにかあっても、君は絶対に動いてはいけません。仕者のだれかが来るまで、絶対に」

「うー、はい。でも、校長先生！」

「でも、は無し。わかりましたか」

「……はい」

「さて、と。どうしようかな」

　バケツを持ったまま、須賀は腕組みした。

　もやもやと薄闇がからかうように動く。

「それって、魔……ですよね？」

「こういうタイプに覚えはないけど、多分ね。僕は病の魔しかよく知りませんから」

「私、前に、海のところに行ったとき、こんな感じの魔を見ました。ちょっと違いますけど、仲間なんじゃないでしょうか」

　おそるおそる葉子は言った。

「複合体の中にいたのですか」

  頷く葉子に、須賀は考えた。

「私、やってみます。封じることはできませんが、鎮められるかも。校長先生、じっとしてらしてくださいね」

「え、あ、ちょっと！」

　葉子はしーっと人差し指を唇にあてて、にっこり微笑んだ。そして、祖母に習った魔を鎮めることばを唱え始めた。

　須賀は黙って見ているしかできなかった。なにしろ、動けないのだから仕方がない。

　だんだん葉子の声が大きく強くなる。か細い少女の声が、腹の底から響く声楽家のようなものに変化して、周りの木々の葉がびりびりと反応して、一緒にさざめき共鳴した。

　その様子を須賀は落ち着いて観察していた。

　もやもやと蠢いていた薄闇の動きが明らかに鈍くなってきた。これなら、病の魔でなくても封じることが出来るかも知れない。須賀もアプローチを内側から試みてみたが、何も反応しなかった。それどころか、エネルギーが吸い取られていく感覚がある。

「葉子さん！　もういい。止めてください」

「……校長先生？」

「ありがとうございます。君のおかげでこいつの動きが小さくなりました。でも、僕には封じることはできませんでした。葉子さんは今のうちに逃げなさい。墓の後ろに回って抜けると、脇道に出られます」

　葉子は唇を尖らせ、小さく頭を横に振った。

「では、仕事をお願いします。花晶にこの状況を伝えてください。そして、その後は寮に帰って、絶対に外に出ないこと。望輝ぼうきさんに言って、寮の皆さんも外に出さないでください。この仕事、今は葉子さんしかできません。さあ、行って！」

　強い口調で言われ、葉子は一歩ずつ後ずさりした。須賀を取り巻いている薄闇がもぞもぞとしはじめた。

「大丈夫、僕は少々のことではやられません。早く行きなさい！」

「は、はいっ」

　葉子は山道に出ると、きょろきょろと辺りを見回した。まず、川だ。川の清らかな流れに魔は近寄れない。騙されることなく戻ることができるはずだと習った。

　音を頼りに下っていくと、ふっと頬に風を感じた。

「風の方！　いらっしゃいますかぁ！　どなたか医の仙の仕者さまをご覧になりませんでしたかぁぁー？」

「いたよ」「いたよ」「上にいるよ」小さな子どもの声が遊びのように聞こえた。

「お願い！　お墓のところで校長先生が大変なの！　仕者さまにお知らせして欲しいの」

「ふーん」「へーえ」「わかったよ」

「お願いしますっ」

　ぺこりと頭を下げた葉子に、風が笑った。

「その先、結界がくちゃくちゃになってんの。おまえ、もどれないよ」「もどれないよ」「くちゃくちゃなってんの」

「どういうこと……」

　不安の種だけ置いて、風は上空に向かって吹いた。










「おかしい」

「魔なのか。我らの結界をこんなにするような……」

　寒竹と國蒼が訝りながら結界を張り直していく。

「魔が入り込んだ形跡はないが、気の乱れがある」

「それは俺も分かる。なんだ、この気は」

　優に数千年を越える時を過ごしてきた仕者たちにも、この現象は不可解だった。

　学生寮を守る望輝に、花晶の気配が届いた。

「望輝、生徒達は無事か」

「はい。ただ、葉子だけが様子がおかしいのです」

「よく見てやってくれ」

「お任せください」

　花晶は安積村の全体や病院を確かめて回っていた。花晶も腑に落ちない妙な気を感じていた。何よりも、医の仙の思いが伝わってこない。この地にある限り、人々の健康に関しては医の仙が全てを担っている。もちろん、今は村人になにも悪い影響は出ていないから、医の仙からの指令がなくとも不思議はないのだが、常にそばにある医の仙の思いを感じすることが出来ない。こんなことは初めてだった。

　今日は休日で、病院も外来は閉まっていた。院長の須賀史彦は朝から墓を磨きに行くと言っていた。村の中で彼の気配がしなかった。

「史彦はどこだ……？」

　見上げた空の結界がたわんでいた。花晶は新たに結界を張った。そこへ、小さな風が通りかかった。

「花晶だ」「花晶だ、校長たいへん」「たいへん」

「どういうことだ」

「結界くちゃくちゃ」「くちゃー」

「校長が大変とは、どういうことだ」

　睨みを利かせた花晶に、風の子どもはケラケラと笑った。

「おはかでたいへん」「校長たいへん」「くちゃくちゃ」

　その瞬間に、花晶は須賀家の墓地へ急いだ。途中で、火乃子が葉子と話しているのが見えた。先ほど、葉子は寮にいると望輝が言ったばかりではないか。須賀が気になったが、花晶は二人の元に寄った。

「花晶。史彦が……」

　言いかけた火乃子を制して、花晶は葉子を見た。

「現身はこれか」

「なに？」

　火乃子が眉をひそめた。

「寮に葉子がいると望輝が言っておる」

「はあ？　私はずっとここにいます。それより、花晶さま！　校長先生が何か黒いカプセルみたいなのの中にいらして、出られなくて！」

「花晶、行け」

「いや、葉子が先だ」

　花晶にとって、何よりも、誰よりも大切なのは須賀史彦だ。目を丸くした火乃子に、「何も言うな」と表情だけで花晶は返した。

「そなたの分身が寮にいるようだ。覚えはないか」

「ありません！　え、私、どうしちゃったんでしょう。えっと、翠嵐くんと薬草見ててぇ、校長先生にお会いしてぇ……結界が破れてるって翠嵐くんが言ってぇ……」

　順を追って葉子が話した。

「……で、ここにいます。だから寮の私は私じゃありません」

「花晶、どういうことだ」

「ふむ……。火乃子はなにか気に覚えはあるか」

「いや。この気は分からん。陰の気配は感じぬのだが」

「やはりか。陰ではないな。魔でもない」

「断言できるか」

「できる」

　花晶には心当たりがあった。

　頭上で交わされる花晶と火乃子の会話に、葉子はただ「うー」と唸るだけだった。

「火乃子、葉子を連れて寮へ行け。望輝と一緒に空身に現身を戻してやれ」

「わかった。私も魔ではないと思う」

　火乃子は葉子の肩を押して、歩かせた。数歩進んだところで、葉子は振り向いた。

「花晶さまっ！　あのっ！」

「なんだ」

「あれが魔じゃないなら、校長先生、大丈夫ですよね？」

「須賀はそうそう魔や邪気にやられぬ」

「そうですよね。あんな状態なのに、落ち着いてらっしゃったし！　花晶さま、助けて差し上げてください」

　葉子はぺこんと身体を九十度に折り曲げた。










「あー、やっと来てくれた……。花晶、これ、なんとかならない？」

　薄闇の中で、須賀が情けない顔をしている。

「出られないんだ。これって魔？」

「魔だと思うか」

「病の魔しか知らないし。こんなの記録でも読んだこと無いから、分からない。魔じゃなかったら何だ？」

「わたしもお会いしたことはないが、これを見て分かった。百々桃どどとう仙人さまの術だろう」

「ドドトウ仙人さま……？」

　聞き慣れない名前に、須賀は首をひねった。

「さすがじゃの、花晶」

　墓地の上空から声がした。

「はじめまして、百々桃仙さま。花晶でございます」

「ようわかっとるわい」

　薄桃色の綿菓子のような小さな雲に乗って、老仙が現れた。

　花晶が最敬礼をしたので、須賀も習って頭を下げた。

「いやー、そなたら医の仙の仕者は、結界を張るのが上手いのう。あちこちぶつかってしもうた」

　笑いながら百々桃仙人は雲を指した。結界をめちゃくちゃにした全ては雲のせいだと言いたいのだろう。

「あの……仙人さま、わたくしをこれから出していただけませんか」

　須賀はこの訳の分からない仙人に頼んだ。

「ふむ。出してやらんこともないがの」

　仙人の雲がふわりふわりと上下する。合わせて須賀の周りの薄闇も色が濃くなったり薄くなったりする。

「史彦は面白いのう。パコと言ったかの、あのさっきの娘もじゃ。なかなか力強くて面白い」

「あっ、失礼しました。魔かと思ってしまいまして」須賀は仙人に謝り、花晶に説明した。「花晶、葉子さんも僕もこのモヤモヤに鎮めと封じの言葉を言っちゃったんだ」

「あー、構わぬ構わぬ。そなたらの力がように分かったからの」

　ひょいひょいと手を振って、百々桃仙人は笑った。

「百々桃仙さま、今日はいかようなご用事でしょうか」

　医の仙の仕者として、きりりと花晶が訊いた。

「おお、そうじゃった。いやあ、蓬莱から見ておっての、そなたらが面白うてのう。一度、近くで見たいと思ったんじゃ」

　須賀は小声で花晶に尋ねた。

「蓬莱？」

「全ての仙人さまがいらっしゃるところだ」

「へえ……って、どうして僕たち？　蓬莱から見られてるってどういうこと？」

　その問いには百々桃仙人が答えた。

「蓬莱からは全てのものが見えるんじゃ。この地は特に面白い。そなたらには贔屓が多いぞ」

　ふっふと仙人が笑った。

　結構俗っぽい、と須賀は観察した。仙人の姿を見たのは初めてだ。もっとも身近であるはずの医の仙人でさえ、会ったことはない。

「わざわざ来ていただいたのに申し訳ございませんが、わたくしと花晶には特になにも……」

「いやいや、なにしろ美形の男同士だからのう。なかなかもって見応えがある」

　須賀と花晶が顔を見合わせた。

「史彦よ。いま、花晶はおまえがこのようになっているのを知りながら、村や病院を取ったぞ。パコから話を聞いても、おまえより先にパコを大事にしたぞ」

「花晶は医の仙人さまからそのようにするべく言い付かっているはずです。葉子さんは大切な生徒ですし、あたりまえの行動かと存じます」

「ふむ、冷静じゃのう。もっとこう……嫉妬するとかないのか」

「ございません。反対の立場で、花晶が囚われたりしていて、わたくしの目の前に患者さんがいれば、わたくしは患者さんを優先します」

　きっぱりと言う須賀に、仙人は口をへの字に曲げた。

「それに……花晶は、こうやってわたくしの元へ来てくれました。わたくしはそれで満足しております。たとえ、本当の魔にやられていて、わたくしが死に花晶が間に合わなくとも、来てくれたことだけで充分です」

「信頼という訳じゃの」

「はい」

「もどかしいのう。そなたら、温度が低いのじゃ。もっとあつあつでいちゃいちゃしないのか」

「そんな。なにをおっしゃってるんですか」

「早う一緒になれ。子を成せ。それが皆の願いじゃ」

「皆って……」

　と言いかけた須賀は、目の前に広がる先祖代々の墓地に気がついた。

「もしかして……？」

「まあ、先祖も思っとるじゃろうの」

「違うんですか」

「いや、ただ、蓬莱で盛り上がっておっての」

　あまりにも呆れた顔をした須賀を、花晶が目でたしなめた。

「百々桃仙さま、史彦の答えはもう出ております。わたしとは子を成しませぬ」

　代わりに花晶が答えた。

「花晶、先ほど見たじゃろう？　おまえがおらぬとも國蒼たちは結界を修復し、病院や学校を守っておった。おまえが人となったとて、彼らが困ることはない」

「はい」

　花晶は充分すぎる程分かっている。だのに、自分にも「仕者」に対して未練とも取れる迷いがあるのを、百々桃仙人から改めて突きつけられた。医の仙に仕える者のなかでも、長の立場として存在していることにおごりはなかったか。人になる覚悟は本当に出来ているのか。










「うわわわ、百々桃仙人さま」

　須賀が声を上げた。薄闇の色がどんどん濃くなっている。

「花晶、どうする？」

「迷いはございません」

「そうじゃろうの。おまえは聡い。あとは史彦じゃの」

　いまや漆黒ともいえるものに須賀は覆われている。

「百々桃仙人さま、これ、どうなってるんですかぁー……」

　声までもが消えかかってきた須賀の姿に、たまりかねて花晶が闇へ手を伸ばした。

「寄るな！　花晶まで引き込まれる！」

「なんの。構わぬ。おまえとなら」

　花晶は百々桃仙人に向かって笑顔を見せ、闇の中に入った。

「花晶、大丈夫？」

　須賀は花晶に抱きついた。闇の中でかたく抱き合う二人は、お互いをどんなに愛しているかが意識の中で伝わり、融け合うような幸福感に浸った。

　そんな彼らを百々桃仙人は面白そうに見ていた。

　百々桃仙人がふっと軽く息を吹きかけただけで、二人を包んでいた闇が晴れた。

「どうじゃ、史彦、花晶と一緒になるかの」

「なりません」

　須賀はきっぱり即答した。

「なんと、ならぬとな」

「はい。でも、別れません。わたくしは花晶がいないと生きてゆけません」

「ほお」

「医の仙人さまの仕者としての花晶でなければいけません。魔に向かうにも同じです。わたくしの考えは変わりません」

「優男は頑固だの。十代程前の須賀当主とよう似ておる。いや、あの男は二十代前だったかの。医の仙に仕える者を人にするなら一緒にならんと我を張りおった。男同士ではなかったがの。花晶、覚えておるか」

「はい」

「よう似ておるの。あのときも魔がはびこっておったかの」

　花晶は須賀を見つめた。

「わたしはその頃まだ花の里におりました」

「そうだったかの。まあ、そこの墓に眠る者のなかには、仕者のまま一緒になった者もおる。花晶と史彦もそうするかの」

「そんなこと、できるんですか！」

　須賀が声を上げた。

「そんなこともあったということだ。今とは環境が違う。人々の心も違う。史彦は考えよ。儂は面白がってるだけじゃが、医の仙は本当に案じておる。心せよ」

「はい」

　須賀は神妙に頷いた。

「あの……百々桃仙人さまは、何の仙人さまなんですか？」

「ん？　さあ、なんじゃったかのう。仙も長くやってると、忘れっぽくていかんの。花晶、教えてやれ。儂は蓬莱へ帰る」

「もうお帰りですか？　もう一つ伺っていいですか？」

「なんじゃ」

「さっきのモヤモヤ、何ですか」

「ああ、悪戯じゃ」

「はあ？」

「魔ではない。身体には何の影響もない。ただの悪戯じゃ」

「ただのイタズラ？　本当に？」

「本当じゃ。そなたたちは面白いからの。史彦、心せよ、考えよ。わかったの」

　百々桃仙人の雲がふわりと浮き上がった。が、すぐに止まった。

「そうじゃ、花晶、そこの結界を開いてくれ。どうもここのは通りにくい」

「どうぞ」

　花晶は空を示した。










「おいおいおいおい、大騒ぎして、あれだけ？　イタズラ？」

　史彦は墓地の縁に腰掛けた。

「そのようだな」

「はぁー、なんか気が抜けちゃった。なんなんだ、あの仙人さまって」

「色恋の仙人さまだ」

「はあ？　あの方が？　色恋？」

「縁結びの神さまにお仕えしておられる」

「……わかったけど、易々と僕みたいな人間の前に出てきちゃっていいものなのか」

「分からぬ……」

「あれ、花晶も気の抜けた顔してる」

「そうか」

「ここ、座りなよ」

　須賀はぽんぽんと自分の隣の石をたたいた。

「ごめん。僕が決められなくて」

「謝る必要はない」

　ふたりの前には須賀家の墓がずらりと並んでいる。

「ご先祖さまも呆れてらっしゃるだろうな」

「さあ」

「……もうちょっと、時間をくれよ。考える」

「好きにしろ」

「ご先祖さまの前で何だけど」

　言うなり、須賀は花晶に口づけた。

「愛してる」

「ああ、わたしもだ」

　ふたりは日が暮れるまで肩を寄せていた。

　山の木々の葉が柔らかにそよぐ風に靡なびいて、ふたりを見守っていた。







了　













花か晶しょう奇き譚たん
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